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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　薄うす紫むらさきのもやがかった湖のほとりに、男がひとり歩いていた。

　まだ夜明けまでは遠い。暗くて青あおみの濃こい空の下、髪かみをひとつにくくり、毛織りのコートをはおった男の口もとが吐はく息で白くなる。

　滑なめらかな曲線を描えがくその面おも立だちは、教会の絵画に描かれる聖なる使いを思わせた。

「やっぱり……聞こえる」

　つぶやいて眉まゆをひそめ、手にした黄色い石を握にぎりしめて歩く。

　この地に古くから伝わる竜伝説を自ら確かめようと、男は朝あさ靄もやのなか湖にむかって目を凝こらした。

　露つゆに湿しめった草木の匂におい、いつもなら湖面は凪ないで鏡面のように穏おだやかなはずなのに、今朝は波音が立っている。

　男が目を閉じて耳を澄すますと、かすかに霧きりのなかから不思議な音律が流れてきた。

　楽の音ではない、歌声でもない。

　まるで水底から湖面をふるわせるように、浮うかび上がってくる音。

「あれは……？」

　深い霧に影かげが生まれた。

　まるで大きな樹木が、水面から伸のびるようにするすると空へと向かう。

　黒く高い影がゆらりと傾かたむき、ざざざ、と水音を立てて遠ざかった。同時に不思議な音もふっつりと途と絶だえる。

「本当に……竜？」

　男は慌あわてて前へ踏ふみ出したが、その靴くつをざぶりと水が濡ぬらす。

　霧のなか、気づかぬうちにずいぶんと水みず際ぎわまで踏み込んでいたらしい。

　まるで竜に誘さそいこまれたようで、その水の冷たさに背筋がぞっとする。

　男の手のなかにある石が、わずかに震ふるえたような気がした。

　聖域を脅おびやかすなかれという警告にも思えて、男はそっと岸へと引き返す。

　名残なごり惜おしそうにため息をつくと、くしゃみがひとつ出た。男は外がい套とうの襟えりを引き寄せると、もときた道を戻もどりだした。
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　大型のトランクやら箱に詰つめ込んだ荷物と共に、ミリセントは屋や敷しきの玄げん関かん先さきにいた。

　ここローズグレイブホールの手入れの行き届いた庭園には、色づいた葉が舞まい落ち、木々の枝は寒々しい風ふ情ぜいだ。

　冷気をはらんだ風が首もとを吹ふきぬけ、ミリセントのくすんだ薔ば薇ら色の髪を揺ゆらす。

　それでも、いまのミリセントの心はどこか浮き立っていた。

　屋敷の前でこうして大おお掛がかりな旅支じ度たくをしているのは、ちょっとした休暇旅行に出かけるからだ。

「ラズウィックはもっと寒いかな。でもあんまり荷物は増やしたくないし」

　そのつぶやきを聞いていたのか、ミリセントの背後から近づいた青年が、ふわりと毛織のショールを着せ掛かけてくれる。

「もちろん、アンダーヒルここと比べれば格段に冷えるはずです。どうぞこちらの外套をお召めしください」

　ローズグレイブホールの忠実な執しつ事じであるアンセルは、深い紫の瞳ひとみでやさしく主あるじを見守りつつ厚手の外套を差し出した。

「ありがと、アル。たぶん大だい丈じよう夫ぶよ、荷物の中にセラフィナが暖かい服をいっぱい詰めてくれたから。それと……どうしよう、アルも馬車に一いつ緒しよに乗っていく？　それとも……」

　ミリセントはやや躊ちゆう躇ちよしつつ、自分の胸むなもとにある薔薇の細密画ミニアチユールに彩いろどられたペンダントに触ふれた。

　これから旅に出るのに必要なのは、着き替がえや日用品の荷造りだけではないのだ。

　執事であるアンセルも旅に同行してくれることになっているが、この屋敷に暮らす人々に常識はあてはまらない。

「ご心配にはおよびません。私は必ずミリセント様のお側そばにおりますから」

　アンセルは落ち着いた声でそう告げると、ミリセントに向かって恭うやうやしく手のひらを差し出す。

　ミリセントは心得たようにペンダントをはずすと、それをアンセルの手のひらに触れさせた。




　ペンダントの重みが手のひらにかかるより早く、目の前からアンセルの姿が消える。

「これで……よし、と」

　荷物を詰めるのと同じつもりはないが、なにせこの屋敷の住人は、ミリセントとメイドのセラフィナをのぞいた全員が幽ゆう霊れいだ。

　もちろん執事を務めるアンセルもその例にもれない。

　この屋敷のなかでは実体を持つアンセルだが、外へ連れ出すにあたっては、ミリセントの母親が残してくれたペンダントが、不思議な力を発揮してくれた。

　もともと幽霊憑つきのペンダントではあったのだが、前回試行錯さく誤ごしてみた方法で、アンセルも実体を保ったまま屋敷の外へ出ることができたのだ。

　アンセルが宿ったペンダントをミリセントが再び留めなおしていると、メイド兼けん侍じ女じよのセラフィナが正門から戻ってきた。

「ミリセント様、マクミラン様の馬車が到とう着ちやくいたしましたわ」

　馬車まわしへと入ってきた黒くろ塗ぬりの馬車から、マクミラン伯はく爵しやく家の次男であるグレン・マクミランが降りてくる。

　以前、王室からの依い頼らいがきっかけで知り合ってから、グレンはミリセントに美術の講義をするため、たびたび屋敷を訪おとずれてくれていた。

　しかし社交シーズンの間、グレンは王都で多た忙ぼうな日々を過ごすことになり、こうして会えるのはじつにふた月ぶりだった。

　暖かそうな黒い外套をまとったグレンは、まっすぐこちらに向かってくる。

　髪は暗くくすんだブロンド。その下にある色の異なる双そう眸ぼうは、陽ひに透すかした琥こ珀はくと晴天の冬空にも似た色合いだ。

　髪が少し伸びたせいか、さらに大人おとなびたようにも見え、ミリセントはふいに視線が定まらなくなった。別にやましいことなどなにもないはずだと自分でも戸と惑まどう。

　──な、なんでだろ。久しぶりに会うから、緊きん張ちようするのかな？　そりゃいつもグレンがくる前は課題でドキドキというよりひやひやだけど。でも今日は講義じゃないんだから、怒おこられないはずだし……

「元気そうだな」

　ミリセントはつい外套のリボンを結びなおしたりしながら、グレンの手て袋ぶくろをみつめた。

「え、あの……そうね、すごく元気よ！　私も屋敷の皆みなも」

「幽霊たちまで元気ならそれも結構だが……しばらく俺の講義がなくて、君の羽も伸ばしっぱなしだっただろう。それとも、山のような課題が恋こいしくなったか？」

　ふいに顔をのぞきこまれて、ミリセントは思わず頬ほおを赤らめ必死で首をふった。

「ない！　恋しくなったりなんかしてない。ほんとに！」

　そうはっきり答えられると講師としては複雑なのか、グレンは顔をしかめた。

「そんな調子じゃ、ベルフィールドからでも、課題を送ってやったほうが良かったか？」

「いっておくけど、別にまるっきりサボってたわけじゃないのよ。いわれた本は読んでたし、あとはちょっと絵を描いたりしてたの。これだってタッチを知る大事な勉強になるでしょ？　そうだ、今度新しいスケッチを見せてあげる」

　グレンに鬼おに講師の顔がのぞいて、ミリセントも一気にいつもの空気を思い出す。もう、胸がことことするような収まりの悪さも消えていた。

「君の描いた絵ねぇ……俺も鑑定士としての力を振ふり絞しぼって、題材モチーフをあてさせてもらおうか」

　憎にくまれ口を叩たたくグレンを軽くにらみつけたあと、ミリセントは馬車に積み込み終えた荷物を見た。

「あの荷物……多いかな？　セラフィナがこれぐらい必要だっていうんだけど」

　休暇の予定は二週間ほどで、ミリセントが世話になるのは、マクミラン伯爵家の長男であるジーン・マクミランの屋敷だ。マクミラン家の養子であるグレンにとっては義理の兄になる。

　そして旅の道中もグレンの馬車に同乗させてもらうことになっており、ミリセントは荷物の量が気になっていた。

「いや、女性の旅にしちゃ少ないぐらいだ。そういえば、今日はいないのか？」

「いないって……あ、ひょっとしてアルのこと？」

　いつもミリセントの側にいるアンセルの姿がないことが、グレンは気になるらしい。

「そのことなんだけど、本当にアルもこの旅に同行してもらってもかまわない？」

「あぁ、もちろんそれはかまわない。忘れ物がないなら、馬車に乗ってくれ」

　どうやらグレンと自分は箱馬車に乗り、荷物は後ろに連なる幌ほろ馬ば車しやで運ぶことになるらしい。

　ミリセントが馬車に乗りこもうとすると、侍女のセラフィナが近づいてきてこそっと言こと伝づてをくれた。

「ミリセント様、ティーハニーはブリキ缶かんに入れて、一番上のトランクに入っておりますわ。到とう着ちやくしたあとも騒さわぐと大変ですし、なるべく早めに出してあげてください」

「えぇ!?　ほんとにティーハニーも一緒にくるの？」

「あら、ミリセント様が荷物に加えるようおっしゃったとティーハニーが……これは、やられましたわね」

「仕方ないわね。もう荷物も積み込んじゃったし、割れないように気をつけるわ。ごめんなさい。セラフィナにはいつもたくさんお願いしちゃって」

　するとセラフィナはしっくりとこの屋敷に馴な染じんだようすで、答えてくれた。

「どうぞ、ミリセント様は休暇をごゆっくりお楽しみください。留守は私におまかせくださいませ」

　その肩かたまわりには、二枚の白い布きれ『ハンカチ』と『ナプキン』が別れを告げるように寂さびしそうに飛び回っている。




　ローズグレイブホールがあるアンダーヒルは、リュイシャム王国のなかでもかなり北東に位置するが、湖水地帯であるラズウィックへはさらにそこを北上することになる。

　それでも朝食後に馬車で出発して、お茶の時間には到着できる距きよ離りだ。

　走りだした馬車の窓から、ミリセントは外を眺ながめていた。

　比ひ較かく的てきなだらかな街かい道どう脇わきにはのどかな牧草地が広がり、ときおり低い石いし壁かべに囲われた農家があらわれる。

　思えば王都ベルフィールドにいる頃ころから、ミリセントはずっと侯こう爵しやく家で仕事をつづけてきた。その間は特に街を出ることもなかったために、こうして仕事以外で出かけるというのは初めてだ。

　それはどこか落ち着かなく、そわそわさせられるのに悪い気分ではない。

　変化のない景色にも飽あきてミリセントが座りなおすと、向かいに座るグレンと視線があった。ミリセントの頬につい笑えみが浮うかぶ。

「どうした、なんか変だぞ？」

「えへへ、なんか自分でも思ってたより、ラズウィックに行くのが楽しみだったみたい」

　我ながら子供みたいだと思うが、なによりこの旅行をグレン自ら口にして招待されたことが嬉うれしかったのかもしれない。

　──あ、でも今回はグレンの生まれた家のことを調べる目的もあるのよね。グレンは旅行って気分じゃないのかも。

　旅の目的を思い出し、ミリセントは浮かれすぎたかと思ったが、グレンは穏おだやかにうなずいてくれた。

「ラズウィックはとてもきれいなところだから、きっと君も気に入る」

　やさしげなその声に、また胸のうちがそわそわしはじめる。

　ミリセントはそんな気持ちを落ち着かせたくて、口をひらいた。

「そういえば。グレンが休きゆう暇かをとることなんてあるの？」

　生き真ま面じ目めで、『仕事が人生』とでも言いそうな当人を知っているだけに、休日を過ごすグレンというのはなんとなく想像がつかない。

「休暇……は、大体とらされるものだな。それも家族の都合が多いから、父に同行したりアンジェリカのパーティにつきあわされたり。他国へ買い付けの下見にも行くが……まぁ、昔は義あ兄にに連れまわされたりもしたな」

　考えてみれば、ミリセント自身ももらった休日は必要なものを買いに出たり、雑用に消えてしまうことが多かった。

　まとまった休みをもらったときの一番の楽しみは、部屋で絵を描くことだったのだ。

「でも、家族がいると楽しそうね」

　──そういえば、いまお兄さんのこといってたけど、お世話になるグレンのお兄さんって、どんな人なんだろう？

　これまでにもグレンは家族のことをときおり口にした。グレンの義母であるアンジェリカは、ミリセントにとって憧あこがれの人だったが、義兄のことについては、あまり話を聞いた覚えがない。

「あの、今回お世話になるお兄様のことなんだけど──」

「義兄が……なんだ？」

「あんまりグレンから話を聞いたこともないし、どんな方なのかな～って」

　ミリセントがそう口にした途と端たん、グレンの瞳ひとみがぴくりと揺ゆれ、ひどく剣けん吞のんな色を帯びる。

「興味があるのか？　あの風来人の、低てい俗ぞく趣しゆ味みの抜ぬけ切らない、はた迷めい惑わくで常識はずれの義兄のことについて、なにが知りたいって？」

「……えっと、あ、……あの、やっぱりいいわ。じきにお会いできるんだし」

　先ほどとは打って変わりすぎるほど、グレンからにじみ出るのは不ふ穏おんな空気だ。

　──な、なんなの、なんなのいったい──!?　ひょっとして、グレンとお兄さんってすごく仲が悪いの？　あ、でも義理のお兄さんだから、グレンが意地悪されてたとか!?　ひどい継まま兄あにだったりするとか？

　しかしそうなると、いくら目的があるからとはいえ、義兄の住まいを宿に借りるなどと言い出さない気もする。

　ミリセントが混乱しながらぐるぐる妄もう想そうしていると、グレンは小さく喉のどを鳴らして話題を変えた。

「まぁ、そのことはいいとして、じつは話がある」

　兄弟の確かく執しつからはじまり、使用人を巻きこんでの壮そう大だいな一族内部の抗こう争そう劇を脳内で繰くり広げかけていたミリセントは、グレンの話題転てん換かんに救われた思いで顔をあげた。

「これから行くラズウィックで、ひとつ鑑かん定ていを頼たのみたいものがあるんだ」

「へ……ラズウィックでっていうことは、依い頼らい主がそこにいるの？」

　確かに風ふう光こう明めい媚びで知られるラズウィックは貴族の屋や敷しきも多く、グレンに関かかわりのある人物も多そうだ。

「いや。まぁ、非公式の話なんだけどな。リーアン様の依頼だ」

　その名前にミリセントは思わず目を丸くした。

「まさか……また新しい呪のろいの品でも贈おくられたの？」

　リュイシャム王国の第一王子であるリーアンに、ミリセントは以前に一度会ったことがある。

　彼に贈られた姿見がいわくつきだということで、グレンが鑑定依頼を持ち込んだのだ。

　結果、その問題は解決し、生まれ変わった姿見は現在も王子の愛用品であるらしい。

「確かにリーアン様はお立場も、その人ひと柄がらも特とく殊しゆな方だが、そうそう呪いの品を王城に入れたりはさせない。今回話があったのは、ラズウィックの聖王廟びようにある品物の鑑定だ。古い時代の自動演奏楽器なんだが、そこに保管されていた音源の円えん盤ばんが盗ぬすまれた」

　なにやら大層な話になってきたと、ミリセントが緊きん張ちようしつつ話に聞き入っていると、ふいに座席に違い和わ感かんを覚えた。

「この旅行は、休暇のためだとお聞きしていたはずですが……旅先でまで、ミリセント様に仕事をさせるおつもりですか？」

　ふたりの真横から、突とつ然ぜんひんやりと慇いん懃ぎんな声がしたかと思うと、ミリセントの真横にアンセルの姿があった。

「ふわぁっ！　ア、アルったらいつの間に!?」

「お前な………………とりあえず、どこから馬車に乗ってきた」

　唐とう突とつにミリセントの隣となりに姿をあらわした執しつ事じについて、グレンももはやどこから問いただしたものかわからないらしい。

　それほど広いわけでもない箱馬車に長身のアンセルが加わり、かなり窮きゆう屈くつかつ険悪な空気が漂ただよいつつある。ミリセントは慌あわててとりなした。

「鑑定の件なら別にいいの。リーアン様からのお話なら断るわけにはいかないもの。それにシーズンの時みたいに、依頼がいくつも重なってるってわけじゃないんだから」

　ミリセントはアンセルに言い聞かせながら、実は内心ほっとしてもいた。

　この旅行がいくらグレンに招かれたものとはいえ、やはりただ世話になるのは心苦しい。

　かといって、自分よりよほど裕ゆう福ふくで身分も高い伯爵家に対して、支し払はらいを申し出るのもおかしな話で、彼等も受け取ってはくれないだろう。

　──そうよ、せめて役に立てることがあったら、私も気が楽だもの。

　ミリセントにとっては、グレンの鑑定依頼の申し出はいっそありがたいくらいだった。

「ミリセント様のお気づかいはわかります。ただマクミラン様が、旅先にまで仕事を持ち込む無ぶ粋すいな男だということは事実ですから」

　さくりと釘くぎをさすアンセルの言葉に、グレンは言い返せず鋭するどい視線を向ける。

　激しく棘とげのある視線を交かわすふたりの空気に耐たえかねて、ミリセントは再び窓の外へ目をやった。

「ちょっと、見て！　あの木の途と切ぎれてるところから見えるのって湖？」

　思わず窓にしがみついてはしゃぐミリセントに、ふたりも毒気を抜かれたのかふっと場の空気がゆるむ。

「あぁ、このあたりは大小あわせていくつか湖が点在してる。あそこに見えてるのは──」

「ハリア湖です……冬には厚く氷が張る……」

「アル、ラズウィックに詳くわしいの？」

　しかし、アンセル自身も当とう惑わくしたような表情を浮かべるだけだ。

「どうでしょう。ただ、急に名前が口をついて……ラズウィックのことは……」

　途切れた語ご尾びもそのままに、アンセルは記き憶おくを探さぐるような深い紫むらさきの瞳を瞬またたかせ首を傾かしげる。

　どこか不安げなその横顔がミリセントは気にかかったが、馬車はそのまま街道をすすみ、やがて湖こ畔はんの町ラズウィックへと差し掛かかった。
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　ラズウィック湖は、パイプを横から見たような形だといわれる。

　そのちょうどくびれにあたる位置に、ラズウィックの名を冠かんした町があった。

　スレートの屋根や垣かき根ねが連なる通りは古びた佇たたずまいだが、湖に出る船の大きな停てい泊はく所があり、店や宿しゆく泊はく施し設せつも多く観光客でもにぎわっている。

　町のメイン通りには淡あわい色石が敷しかれ、並ぶ建物には食事のための鍋なべやポットを象かたどった可愛かわいらしい看板を下げた店が軒のきを連ねていた。

　軒先からは楽しげな楽の音が聞こえ、町には鐘かねの形をした飾かざりがやたら目につく。

「みて、あの看板！　それにあちこちで音楽が鳴ってるけど、これって演奏だけじゃないわよね。オルゴール？」

「あぁ、ここらはオルゴール工こう房ぼうと職人が多いからな」

　ミリセントは、ラズウィックに昔から伝わる有名な伝承を思い出した。

「やっぱりそれって、ラズウィック湖の竜伝説と関係あるの？」

　リュイシャム王国では昔から、『ラズウィック湖には竜が棲すむ』と言われてきた。

　寝ね物もの語がたりに聞かされるような話のひとつではあったが、グレンにはやはり迷めい信しんにしか思えないらしい。

「毎年調査団まで出してるのには呆あきれるけどな。単に町のにぎやかしの一いつ環かんだろう。シンボルがあれば、観光客も集めやすい」

「あっきれた。もうちょっと遊び心とか、想像を楽しもうって気持ちはないの？」

「そういったおとぎ話に興味はないな。でもそれがここで商売に繋つながってるっていう意味でなら、価値もあるんだろ」

　あまりにもそっけないグレンの態度に、もう相手にするまいと、ミリセントはふくれ面つらのまま窓の外をのぞいていた。

　そんなこぢんまりとした玩具おもちやのような町を抜けると、再び舗ほ装そうされていない街かい道どうへ出た。

「じきに、義兄の家につく」

　そうグレンが言ったとおり、馬車は深い森のなかを走ると、やがて砂じや利りが敷かれた小道に入っていく。

　頑がん丈じような鉄の柵さく沿いには見事なオークの木が並び、その先の鉄製の門を抜けると、三階建ての石造りの屋敷が見えた。




　湖水地方には、古くから残る城や建物が多く、いまも貴族たちが手を入れながら別べつ荘そうにしていることも多い。目の前の建物も、ゆうに数百年は時を経へている風格があった。

　アンセルの手を借りて、馬車を降りたミリセントは、なんとも奇き妙みような形に整えられた庭木の姿に目を見張った。

「すごい……アヒルの形の植え込みがある。あとそっちは……踊おどってる猫ねこ？」

　あきらかな意図を持って、動物の形に整えられた植木のある庭の奥には噴ふん水すいがあった。

「グレン、見て！　あの噴水のところにいる馬、角がある!?」

　噴ふきあげられる水の飛まつを浴びてたたずむのは、真っ白な鬣たてがみをなびかせる白馬だ。

　庭で馬を自由にさせていること自体も珍めずらしいが、その馬は額からまっすぐに突つき出した角があった。

「まさか、一いつ角かく獣じゆう……!?」

「いいや。あれは作りものだ。おおかた象ぞう牙げでも削けずったんだろう」

「それにあそこ、なんか金色の猿さるがいるし……あっちの庭石みたいなのはたぶん、亀かめ？　よね」

　どうやらこの庭園には、王都にある動物園でもそうそうお目にかかれないような、珍しい動物や不思議な生き物がいるらしい。

　これがジーン・マクミラン本人の趣しゆ味みで手を加えている庭ならば、彼はかなりの変わり者だろう。

「まったく。いつまでたっても庭遊びでもないだろう」

　低くもらしたグレンの声に硬かたい響ひびきを感じて、ミリセントは気になったが、すぐに屋や敷しきから出てきた老人に中へ案内される。

　白い頭とう髪はつをきっちりとなでつけた老人は、荷物を馬車から運びだすよう従僕に指示すると、玄げん関かんホール正面にある階段を示した。

「どうぞ、ジーン様は二階のギャラリーにてお待ちです」

　案内されるまま、ふたりは二階へつづく大階段をあがる。

　ミリセントはその廊ろう下かに足を踏ふみ入れた途と端たん、激しく既き視し感かんを覚えた。

　ずいぶん長さのあるギャラリーは、壁へき面めんがまるまる陳ちん列れつ棚だなになっており、どうやら三階部分まで吹き抜ぬけになっているらしい。

　圧あつ倒とうされるような重々しい色の棚には、絵画から標本瓶びん、鉱石の収集箱、そのほかにも中身がよくわからない硝子ガラス瓶や、額がいくつも飾られている。

「ジーン様、お客様がお見えです」

　執事なのだろう老人は、そう部屋の主に告げると、すっと気配を消してさがっていった。

「やぁ、思ったより早かったね」

　声が上から聞こえてきて、ミリセントは天てん井じようをふりあおいだ。

　どうやら、ミリセントのすぐ脇わきにあった梯はし子ごに登っていた人物が、ジーン・マクミランその人らしい。

　梯子のなかばから、ふわりと軽かろやかに舞まい降りる姿は、どこか浮うき世よ離ばなれした優ゆう麗れいな雰ふん囲い気きを持っている。

　長い黒くろ髪かみに白い肌はだ。琥こ珀はくにエメラルドを溶といたような瞳ひとみが、濃こいまつげに縁ふち取どられていた。

「はじめまして、ようこそ我が屋敷へ。ジーン・マクミランです」

　ミリセントの前で優ゆう雅がに一礼してみせるその姿は、白鳥がしなやかな翼つばさをひろげたようだ。

「はじめまして。お世話になります、ミリセント・ファネルと申します」

　ミリセントはジーンがかもし出す雰囲気に圧倒されながらも、必死に淑しゆく女じよの一礼をしてみせた。

　──うわ、びっくりした。ジーン様って、アンジェリカ様にすごく似てらっしゃるんだわ……社交界の貴公子なんて呼ばれちゃうのも納なつ得とく……。

　すらりとした長身は、前裾すその短い乗馬用コートを身につけ、細身のパンツは磨みがきあげられたブーツに包まれている。襟えり足あしで束ねられた黒髪が、真っ白なシャツとカラーの横でさらりと揺ゆれた。

　グレンより八つ年上だと聞いていたが、確かにすっきりとした顎あごの線や、幅はば広い肩かたは大人の男性らしい落ち着いた風格がある。

　ミリセントは侯こう爵しやく夫人のアメリアから手紙で知らされていた、ジーン・マクミランについての噂うわさを思い出した。

　彼は宮きゆう廷ていのパーティはもちろん、貴族たちのサロンや俱く楽ら部ぶにひっきりなしに招かれ、その装よそおいや振ふる舞いは社交界でも注目の的なのだという。

　常に彼のクラヴァトの結び方は研究され、つい最近も白タイではなく淡いゴールドのタイを夜会で身につけてジーンがあらわれると、それと同じ物が欲しいと仕立て屋に注文が殺さつ到とうしたらしい。

「レディ・ファネル。君の噂はかねがね耳にしているよ。お会いできるなんて光栄だ。こんなに可愛かわいらしい淑女レデイだとは思わなかったけどね」

　ジーンは、にこりと笑えんでミリセントの手をささげ持つと、「じゃあ、私のコレクションをご案内しよう」と歩き出す。

「え？　あの、ジーン様ちょっと……」

「ちょっと待て」

　背後から、低く鋭するどい声が聞こえてジーンはぴたりと足を止めた。

「おや、グレン。お前もいたんだったな」

「相変わらず、悪趣味な庭の手入れに熱心なようですが、義兄上がお元気そうなのだけがなによりです」

「なに、お前のじじくさい説教ぶりも健在だな。まぁそんなに再会を喜ぶのなら仕方がない。再会の抱ほう擁ようといこうじゃないか！」

　ミリセントの手を離はなしたジーンが、がばっと両りよう腕うでを広げると、グレンからは凍こおりついたような冷たい視線が返される。

　グレンは腕組みをして、ジーンは両手を広げたまま、両者はじりりとにらみ合ったまま動かない。妙みようなことになってきた兄弟の再会に、ミリセントはひたすら困こん惑わくした。
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　──いったい、なんなの!?　このふたりって、仲が悪いっていうかおかしいっていうか……

「まったく。お前ときたら昔から愛あい想そがなくて、せっかくこうして兄が再会の喜びに満ち溢あふれているというのに、笑顔ひとつ浮うかべやしない」

　嘆なげかわしいとばかりに、ジーンは義弟に歩み寄ると、やおらグレンの肩をぎゅうっと抱だきしめた。再会の抱擁というよりは、相手の呼吸を止めかねない勢いだ。

「ぐっ！　放してください。義兄上、いい加減にしないと……」

　グレンの必死の抵てい抗こうにも、長い腕うではびくともしない。ジーンは見た目より力が強いらしい。

「しないとなんだ？　泣きべそでもかくか？」

「思い切り足を踏んで、ご自じ慢まんのブーツを台無しにしてさしあげます」

「うーん、それは嫌いやだな。ではまず広間でお茶にでもしよう」

　ジーンが仕方ないとばかりに腕を放すと、ようやく場の空気がゆるんで、ミリセントもほっと肩の力を抜いた。




　一階にある応接間は、先ほどのギャラリーと違ちがい、落ち着いた貴族趣味にあふれる眺ながめだった。

　広々とした空間は、濃のう淡たんのある緑と白で壁かべや調度が整えられ、どこか翡ひ翠すいをイメージさせる安らいだ空気がある。

　そこへ荷物を確かく認にんし終えたアンセルが、応接間へと案内されてきた。

　ミリセントはアンセルの隣となりに立つと、ジーンに紹しよう介かいした。

「彼は、我が家で執しつ事じをしてくれているアンセルです。私と一いつ緒しよにお世話になります」

　アンセルは丁てい寧ねいにジーンに頭を下げると、控ひかえめに壁かべ際ぎわへ下がった。

　しかし、ジーンはアンセルに興味をもったらしい。視線をそこに止めたままミリセントに問いかける。

「ずいぶんとお若い方が執事を務めていらっしゃる。貴女あなたにとって、彼は旅先に連れて回るほどお気に入りってことなのかな？」

「いえ。その、私も至らないことが多いので、とても頼たよりにしてるんです」

「なるほど……確かに聡そう明めいそうな青年だし、その瞳の色もいい」

　まるで美術品を鑑かん賞しようするかのようなジーンの言葉にも、アンセルはやんわりと静かな笑みを浮かべただけだった。

　メイドがお茶を運んでくると、ジーンは上着の裾を器用にはらってソファに腰こし掛かけた。

　そうした所作からも、彼が洋服のしわひとつにいたるまで、気に掛かけているのだとわかる。

　ジーンと向かい合わせてミリセントとグレンが座ると、ジーンは楽しげに口をひらいた。

「改めまして、ミリセント・ファネル嬢じよう。いまや噂に高いオカルト鑑かん定ていの名士に会えるなんて嬉うれしいな」

「オカ……あの、違ちがいます。そういう話ではなくてですね、私はもともとディンセル侯爵のお店で雇やとっていただいてたんです。たまにいわくつきの品物を見ることもあって……それで」

「謙けん遜そんだなんて退たい屈くつなことはやめたまえ。ディンセル侯爵といえば、私にとっては先達であり、永遠の好敵手だからね」

　ジーンの瞳が長いまつげのしたで、悪戯いたずらめいてきらめく。

「ディンセル侯爵をご存じなんですか？」

「もちろん。パーティでお会いしたことも何度かあるが、一度は競せり市で決けつ闘とうをはじめてしまいそうになってね。それ以来、私の希望の買い付けはグレンが代行してる」

　その競り市がなにを扱あつかうものなのか、言われずともミリセントにはわかった。

　ディンセル侯爵といえば、とにかく世の珍ちん奇きなものに目がなく、珍品アイテムコレクターとして世に知られている。

　自前のコレクションで博物館を作ってしまうほどの人物であり、その趣しゆ味みが高じて経営されているのが、ミリセントが雇われている『珍奇迷めい宮きゆう』なのだ。

　──ひょっとして……前にグレンがいってた『幽ゆう霊れいとか呪まじないとか妙なものが好きな人が苦手』ってのは、ジーン様のことなのかも。

　そうだとすれば、これまでグレンが侯爵に対して見せた態度もうなずける。

「彼のように思うさま人生を信念に捧ささげられるのは、うらやましい限りだ。それに加え、あんなに素す敵てきな夫人まで射い止とめられたこともね。そうだ、名案がある。レディ・ファネル、先ほどの執事の彼ともどもここへこないか？　私もそろそろ周りがやかましくてね」

　ジーンがなにを言わんとしているのかわかって、ミリセントは苦く笑しようする。

「そんな、ご冗じよう談だんを。ジーン様は社交界でも、ひっきりなしに招待されているとうかがっています。お話ならたくさんおありでしょう？」

　そう口にしながら、以前にもグレンの義母アンジェリカ主しゆ催さいのパーティで似たようなやりとりがあったなと思い出す。

　なにより彼はマクミラン伯爵家の跡あと継つぎなのだ。結けつ婚こんについては、色々と縁えん組ぐみが難しいこともあるのだろう。

「まさか、人は私が珍めずらしいだけさ。庭に放してある生き物たちと同じ。ただ見ていたいってだけでね。それに私が女性に求めるのは貴女のような……」

　椅子いすから身を乗り出し、手を取らんばかりに話しかけるジーンに、グレンが急に立ち上がった。

「義あ兄に上、悪ふざけはそこまでにしてもらいましょう。貴方あなたはマクミラン家の次期当主としての自覚がなさすぎます。それに……彼女は俺の婚こん約やく者ですから」

「グレン!?」

　突とつ然ぜんなにを言い出すのかとミリセントは驚きよう愕がくしたが、グレンの表情はいたって真ま面じ目めだ。

「アンジェリカにも認めてもらっていることですし、貴方はご自身にふさわしい女性を探してください」

「ちょっと、あの……グレン待ってよ」

　いつになくはっきりとした口調で、グレンは婚約話を当然のように口にする。ミリセントだけがあたふた取り乱し、頬ほおを赤くしていたたまれなくなった。

　だが、にやにやと笑みを大きくしたジーンが口を開こうとした途と端たん、チン、チン、チン！　とわずかに金物めいた音が聞こえて、一同は動きを止めた。

「しょうのない騒さわぎはやめてちょうだい。なっがいあいだ狭せまい場所で我が慢まんしてきたのよ、お茶の香かおりぐらい静かに楽しませてくれないかしら？」

　どこか高飛車な響ひびきを持つ少女の声。

　──まずい……そうだった。ティーハニーったら、いつのまにカバンを抜ぬけ出したの!?

　その出所が、ティーポットの影かげだとわかり、ミリセントは冷や汗あせをかく。どうやらお得意のアラザンを陶とう器きにぶつけたらしい。

　しかしミリセントが手を伸のばすより早く、ジーンがその物体を見つけ手のひらに乗せていた。

　信じがたいという表情で、長いまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみを限界まで見開く。

「…………おぉぉ……なんってことだ！　クッキーが喋しやべってる」

　ジーンの手のひらにすっくと立ち上がっているのは、ほんのりショウガの香りがするジンジャークッキーだ。

「あわわわわ……ティーハニー、お願い。おとなしくこっちにきて！」

　ミリセントはこの場をどう言い逃のがれたものかと、必死になって無理のあるいい訳を十は考えながら、ジーンの方へ手を伸ばした。

「おっと、待ちたまえ。このクッキーはティーハニーって名前なのかい？」

　しかしジーンは、目を輝かがやかせて手のひらのクッキーに熱い視線を注そそぎつづける。

　思えば屋や敷しきの庭からして、ああまで幻げん想そう的に不思議アレンジをしてしまうジーンなのだ。

　目の前の状じよう況きようを見み逃のがすはずもない。

「あら、あなたがジーン・マクミラン？」

　ティーハニーはその熱心さがまんざらでもないのか、舞ぶ踏とう会の貴婦人もかくや、スカートの形に成形されている足もとをくるりと返してジーンに向き直った。

「素敵なお嬢さん。君は妖よう精せいかなにかかい？」

「さぁ、どうかしら？」

　まるでサロンにいる貴婦人に語りかけるようなジーンの前に、グレンはずいっと手を伸ばすとティーハニーを奪うばい取り、アンセルに向かって放り投げた。

　それはあやまたず、白い手て袋ぶくろに受け止められる。

「ちょっとぉ──!?　あんたなんてことすんのよ!!　この私が欠けたらどうするつもり」

　キンキンとまくし立てるクッキーをよそに、ミリセントは苦く笑えみを浮うかべる。

「い……いまのは、私の特技なんです。かなり真に迫せまった腹話術だったでしょう？」

　──く、いくらなんでも、苦しすぎるいい訳ね。

　ミリセントの苦労も報むくわれず、ジーンはすくっと立ち上がると部屋の壁に掛かけられた鏡を手に取った。

　そのままアンセルの側へと近づき、ふふふ、と小さくほくそ笑む。

　アンセルはジーンからクッキーをかばうように遠ざけたが、次のひとことでその表情が凍こおりついた。

「ごらん、これはなんの仕掛けもないただの鏡だ。だが、君が連れてきたこの執事は鏡に映らない。どうにも妙みような気配だと思ってたんだ」

　しまった。

　ミリセントとグレンは内心つぶやいて、思わず膝ひざの上で拳こぶしを握にぎる。

「素す晴ばらしいっ！　今日はなんて素敵な日なんだ。私はこの日を忘れまい。人生初の『幽ゆう霊れい遭そう遇ぐう記念日』として、石せき碑ひでも建てたいぐらいだ」

　激しく情熱的にジーンににじり寄られ、アンセルはひたすら困った表情でミリセントをうかがっている。
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　もはやこれ以上の言い逃れは不可能だ。

　相手がディンセル侯こう爵しやくのような嗜し好こうの人物だということもあり、ミリセントは心を決めた。

「わかりました、ジーン様。きちんとお話ししますわ。ですから、アルのこともクッキーのこともそっとしておいてやってください。私にとって、彼らはとても大切な人たちなんです」

　アンセルとジーンの間に入ったミリセントがそう切り出すと、ジーンは誰だれもが魅み了りようされるに違ちがいないほほ笑みを浮かべた。

「やはり、貴女はどうにも不思議な女性らしい。もちろん話を聞かせてもらおう。貴女のような人が、どうやってくそ真ま面じ目めで石頭のグレンの婚約者になったのかという謎なぞも含ふくめてね」

　からかいを含んだジーンの口調に、グレンはにらむような一いち瞥べつを投げると、それ以上はつきあえないとでもいうように席を離はなれる。

「義兄上。申し訳ありませんが、今日はまだ所用がありますので馬を貸してください。夜までに戻もどります」

「え、グレンいまから出かけるの？」

　どうやらグレンひとりで出かけるつもりらしいと気づき、ミリセントも慌あわてた。

「あぁ、ここから少し離れた場所にリーアン様の部隊の駐ちゆう屯とん地ちがある。イニアスがきてるはずだから、顔を出しておかないと……」

「お前まだ、あのきんきらチビ猫ねこ王子の面めん倒どうみてるのか？」

　どこか苦々しげなジーンの言葉が、リーアン王子その人を指しているのだと気づくのにミリセントは時間がかかった。

「き、きんきら……チビ猫って」

　一国の王子を捕つかまえてのあまりな言い草に驚おどろいたものの、ジーンは悪びれもせず自分の目め尻じりをちょいとひとさし指で吊つり上げてみせる。

　どうやらリーアンの目もとを真似まねたらしい。

「不敬罪で投とう獄ごくされますよ」

　グレンの忠告も一向に気にしないのか、ジーンは不敵な笑みで息を吐はいた。

「は、結構だね。私は別に彼の騎き士しじゃない。お前こそ近この衛えでもないのに、いまだにあの王子の使い走りなんてしてるのか？」

「これは王室とマクミラン家の関係にも関かかわることです。義兄上もそろそろ次期当主としての自覚をもって、家にお戻りになったらどうです？」

　屋敷で再会したときよりもなお、ふたりは険悪な口調になりつつある。

　──あぁぁぁ、まただわっ！　なんでなの？　やっぱり兄弟仲が悪いってこと？　それにいまのいいかたからすると、ジーン様ってすごくリーアン王子のことが嫌きらいみたい。

「廏きゆう舎しやの馬は勝手に使うがいい。ただし、庭に放している馬以外をな」

　ジーンの言葉ににらむような会え釈しやくをすると、グレンはいらだたしげな足取りで部屋から出て行った。

　ジーンとふたり、取り残されてしまったミリセントは、自分の特別な使用人たちのことをどう説明したものかと途と方ほうにくれる。

　だが振ふり返ったジーンは、思いのほかミリセントを気づかうような表情をしていた。

「まったく、婚約者だという女性をほったらかしてまでいく用事なのか？……本当に家の愚ぐ弟ていが申し訳ない。そうだ、晩ばん餐さんまでには時間もある。せっかくラズウィックにきたのだから、よければ湖こ畔はんを歩きながら、話を聞かせてもらうというのはどうだろう？」

　苦笑混じりにそう申し出てくれたジーンは、個性的な趣しゆ味みやふるまいの印象とはまた違った、細やかな気配りをする紳しん士しな面もあるらしい。




　ミリセントとジーンが湖畔に出かけるにあたって、アンセルはこれまでのようにペンダントに入って同行することになった。

　ジーンの屋敷ステラヘルムホールに近い湖畔沿いは、ちょうどラズウィックの宿場町から北西の対岸にあたるらしい。

　近辺には他ほかに建物もないのか、豊かな森とやわらかな下草に覆おおわれた道がつづいている。

　細い道を抜ぬけると小さな船着場があり、マクミラン家所有の船やボートが繋つながれていた。

「家がここらの土地一帯を屋敷ごと買い取っているから、そうそう他の人間とも出会わない。とても静かで、私のお気に入りの場所なんだ」

　連なる山あいからのぞく暮れかかった空の美しさを、湖面のさざなみがきらめかせてみせている。広大な湖の前で深々と息を吸いこんだミリセントは、全身がゆったり解けたような気持ちになった。

「本当に、素す敵てきな場所ですね」

「朝はもっと湖面が凪ないで、霧きりが出た日にはすごく幻げん想そう的だよ。私は何度も絵を描いた」

「ジーン様も絵を描かれるんですか？」

　ミリセントは、自分も絵を描くのがとても好きなのだと口にして、そんな自分がローズグレイブホールの変わった住人たちと知り合ったきっかけについても話しだした。

「……そんなわけで、屋敷から迎むかえがきたのと、グレンが『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』にきてくれたのが偶ぐう然ぜん同じ日だったんです」

　ミリセントの話を熱心に聞いてくれたジーンは、満足げに吐と息いきをもらした。

「グレンの奴やつ、そんな面おも白しろいことに首を突つっ込んでおいて、私には内ない緒しよにしてたのか」

　ジーンの拗すねたような口調はどことなく寂さびしげにも聞こえ、先ほどの険悪さが嘘うそのようだ。

「あの、グレンとジーン様って、いつもこんな感じなんですか？」

　出すぎた質問かもしれないと思いつつも、ミリセントはふたりの間にどこかもどかしい違い和わ感かんを覚えていた。

　ジーンが、枯かれ葉を踏ふみ歩いていた足をざくりと止めた。

「ちょっと気になってるんだけど、その『様』ってのはやめないか？」

「じゃあ……ジーンさん。私のこともミリセントと呼んでください。なんとなく、ファネルの名前もまだしっくりこないんです」

「わかった。ミリセント、君からみてあいつはやさしい？　それとも怖こわい？　あぁ、でも婚こん約やくするぐらいだから好きなんだよね？」

　途と端たんに、くだけた口調ですらすらと質問を返されてしまい、ミリセントはぐっと答えにつまる。

　グレンはジーンの前で自分を婚約者として通したいらしいが、やはり肉親をだますというのはよくないだろう。

「いえ、もともと婚約の話はアンジェリカ様が提案なさったことで、正式なものじゃないんです。グレンには美術講師をしてもらったり、仕事を紹しよう介かいしてもらったりしてお世話になっているので、誤解なさっていらっしゃるのかと」

　自分で口にして情けなくもあるが、実際グレンからなにか気持ちを告げられたわけでもない。

「君自身はどうなの？」

「ど…………どうって」

　ミリセントはふたたび言葉をつまらせた。

　──ど、どうなのかって言われても……そりゃ、グレンは厳しいけどいい先生だし、いまじゃ一緒に仕事するのも楽しいと思う。そりゃ、アンジェリカ様が婚約を口にしたときには、冗じよう談だんぐらいに思ってたけど、グレンはちっとも訂てい正せいしないし……違ちがう、そうじゃないわよね。私は……私自身がどう思ってるのかってことなのよね？

　だがミリセントは、そこから自分の気持ちを見失ってしまった。

　答えはあるはずだとわかっていても、そこに近づくのをひどく自分が嫌いやがっているのだと気づく。

「………………あの、……やっぱりわからないです」

「なるほど、正直なんだ。君はグレンがマクミラン家の養子だって知ってるんだろう？　あいつの生まれとか、家いえ柄がらが気にならない？」

　輝かがやくような緑の瞳ひとみが、ふいに冷たい色を浮うかべる。

「え？……」

　ミリセントは質問の意味がわからず、ただ不思議に思いながら首を傾かしげた。

「あの、身元なんていったら、私自身なんてもっと怪あやしいですし。それにグレン本人が、そのことを気にしてるようには思いません」

　いま指し摘てきされるまで、そうしたことについては考えたこともなかった。

　ただ以前、ディンセル侯爵家から養女の話をもらった自分に、グレンは勇気づけるような視線をくれた。

　そして自分も、マクミラン家の養子であることを明かしてくれたのだ。

「グレンは、アンジェリカ様のことも含ふくめて、ご家族のことをとても大切にしてるってわかります。だから、ここでのジーンさんとのやりとりがちょっと意外で」

　そう答えながら、なにかグレンらしくないと感じていた理由にミリセントも気づいた。

「ふぅん。なかなかあいつのことをわかってるね」

　ジーンはするりと手を伸のばすと、ミリセントの手を取り大きく揺ゆらした。

　そのままふたりは、ボートが繋がれている桟さん橋ばしの端はしへと歩いていく。

　暮れかけの日差しを映して輝く湖面の対岸には、繋がれたボートが小石ぐらいの大きさで揺れているのが見える。

「君は知ってるかな？　このラズウィック湖には竜が棲すんでるって」

　ジーンの言葉はどこか楽しげな響ひびきがあった。

「それらしい伝説があるって、侯爵様から聞いたことがありますけど」

「いまでも霧きりの深いときに、ときどきあらわれるって噂うわさがあるんだ。誰もはっきりとした姿は見ていないらしいが、もやの中に影かげがあったとか、船の下を大きな生き物がよぎったって話もある」

　圧あつ倒とうされるような美しい湖も、得体の知れない存在をはらんでいるのだと聞かされ、ミリセントは身み震ぶるいした。

「どうやら伝説によると、その竜は音楽が好きらしくてね。ラズウィックの町にも大きな鐘しよう楼ろうがあるけど、ここらじゃ湖畔のあちこちに鐘楼が建ってる。明け方と夕刻、ほら、じきに鳴りはじめる」

　ジーンがそう告げて、指先をすいと空に向ける。

　カァァーン　カァーン　カーン

　頭上に響き渡わたる鐘かねの音に呼応するように、対岸からも音があがると、はす向かいの鐘楼へと流れるように鐘の音が引き継つがれていく。

　やがて、ミリセントとジーンの背後の森からも鐘の音があがった。

　冷えた空気をふるわせて、それはやわらかく空にのぼっていく。

　壮そう大だいな合奏は、心地ここちよい余よ韻いんを残して湖面に吸い込まれていった。

「すごく、綺き麗れいに重なるんですね。あんなところにも鐘楼があるなんて気づかなかった」

　後ろを振り返ったミリセントに、ジーンが教えてくれた。

「あそこにある鐘楼は、隣となりに古い塔とうが建ってるんだ。小さい頃ころは、グレンとしのびこんだりしたけどね」

　懐なつかしむようなジーンの横顔は、ほほ笑ましいような表情を浮かべている。

　そう聞かされて、ミリセントは鐘楼の隣に建つ古びた塔が気にかかった。

「あの建物すごく古そうですけど、竜の話とも関係があるんでしょうか？」

「どうだろう、伝承自体とても古いものだからね。どこまで本当かはわからないけど。ラズウィックに棲む竜は、リュイシャム王国の始し祖そユスカリスが連れてきたっていわれてる」

「ユスカリス……」

　このところミリセントが関かかわった事件には、やたらと前王室の名前が絡からんでいた。

　リュイシャム王国を建国した始祖ユスカリスは、いまも聖人として崇あがめられているが、その行いや秘ひ蹟せきは人ではありえないようなものがいくつもあった。

「彼がこの地に人々を導いたとき、豊かさの象しよう徴ちようとして泉をひとつ湧わかせてみせた。ユスカリスは多くの精せい霊れいの加護を受けた聖人で、その泉には小さなトカゲが棲んでいたらしい。ユスカリスは泉の加護をしてくれるトカゲに楽の音を贈おくったんだって。それ以後、国が大きくなるにつれて泉も大きくなった。こうして湖になる頃には、トカゲも竜になったって話らしい」

　ジーンが口にする泉の話は、ミリセントもはじめて耳にするものだった。

「じゃあ、いまもその竜がいるってことなんでしょうか」

「そうだね。ここ数百年で竜の話は伝説に変わってしまったけど、ディンセル侯こう爵しやくや私みたいな人間は、ここに惹ひかれてしまうんだ」

「不思議なものがお好きなのって、子供の頃からなんですか？」

　記き憶おくをたぐるように視線をめぐらせたジーンは、楽しそうにうなずいた。

「じつは、きっかけはグレンなんだ。家にきたばかりの頃のあの子は、なんていうか……馬ば鹿か正直が素す直なおの服を着てるみたいでね」

「なんか、そんなグレンって想像がつかないです。マクミラン家にグレンがきたのは、いくつぐらいの頃なんです？」

　グレンのいない場所で、勝手に話を聞いてしまうことに後ろめたさもあったが、ミリセントは知りたい気持ちを抑おさえられない。

「まだ五つだった。私は十三歳で、フィリグラーナへ遊学するか寄宿舎に入るか迷ってたんだが、急に弟ができたら浮かれてしまってね。そのあと二年ほどはグレンの側そばにいたかな。結局家は両親とも多た忙ぼうであまり屋や敷しきにもいなかったしね。乳う母ばに任せておいてもよかったんだろうけど、相手をしてたら楽しくなってしまって」

　ひょっとすると、ジーン本人もはじめは猫ねこの子でももらったようなつもりだったのかもしれない。

「それで、ここにも父の仕事の関係でよく来たんだ。ふたりで伝説の竜を探したよ。私がなにをいってもグレンが信じるものだから、面白くてねぇ」

　過去に想おもいをはせるジーンの横顔はひどく優やさしい。

　──なんか、いいな。血が繋つながって無くても、ジーンさんはちゃんとお兄さんの顔をしてる。きっと、ほんとはすごく仲がいい兄弟なんじゃないのかな。

　こうして話を聞いていると、ジーンはグレンに対してわだかまりがあるようには思えない。

「それでも、世間にはあれこれと噂うわさ好きの人が多くてね……我が家の後こう継けい者しや問題もよくパーティではささやかれてるよ」

「え……」

　ジーンの表情は変わらず穏おだやかなままだが、その言葉のもつ不ふ穏おんさにミリセントの体がこわばる。

　現在、マクミラン伯爵の片かた腕うでとして働いているのは確かにグレンだ。

　その彼が優ゆう秀しゆうな美術商として名を馳はせているだけに、勝手な噂をする人々もいるのかもしれない。

「もちろん、社交の場につきもののくだらない噂のひとつだ」

　気に病やむことはないとでも言いたげに笑ってみせたジーンに、ミリセントもほっとしてうなずいた。

　──そっか、そんな噂話もあるんだ。だからなのかな、ここへきてからグレンのようすがおかしいのは……

　社交界というのはやはり恐おそろしい面もあるとミリセントが考えにふけっていると、ジーンはふと言葉を継ついだ。

「君は、不思議なものを見るらしいけど、この湖に竜がいるかどうかはわからない？」

「いえ……私は鑑かん定ていする物に触さわらないとわからないんです。ですから、こうして湖へきても竜のことはさっぱり」

　確かに、これまでの鑑定の噂をジーンが耳にしているのなら、ミリセントの能力は誤解されている可能性が高い。

　──私のこと、不思議探知機みたいに思われてたらどうしよう？　これまでだって、好きで幽霊に関わったりしてるわけじゃないけど。

「じつは気になってる物があるんだけど。鑑定をお願いすることはできるかな？　もちろん謝礼は約束する」

　ミリセントは、その依い頼らいは仕事としてではなく、友人として見せてもらうと快かい諾だくした。

　この休きゆう暇かで世話になる、ジーンの力になれるのならなによりだ。

「そろそろ屋敷に戻もどろうか。あの鐘が終わると日が沈しずむのもすぐだから。グレンのやつが遅おそかったら、勝手に食事をはじめてしまおう。あの素す敵てきなクッキーのレディにも、ぜひ晩ばん餐さんに同席願いたいね」

　どうやら本気らしいジーンの言葉に、やはりディンセル侯爵に似た情熱を感じて、ミリセントはくすりと笑う。

　グレンとどういったすれ違ちがいがあるのかはわからないが、この人は信じていい人だと直感めいたものがあった。

　湖面を渡る風が急激に冷えていくのがわかる。

　暮れていく空の下、地上のあらゆる美しい色を散らしたような光景を目に焼きつけて、ミリセントは湖に背を向けた。
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　ラズウィックに到とう着ちやくして三日目に、グレンはミリセントを伴ともなって、当初の目的でもあったウォーベック家へ向かうことになった。

　自分にとっても未知である生家にミリセントを伴うのは勇気がいったが、彼女の力が大きな助けになることも考えて同行を頼たのんだ。

　本当のところ今回の旅行では、義あ兄にのジーンを紹しよう介かいすることにも迷いがあった。

　なにしろこれまでにも、自分に近づく令れい嬢じようたちに対して非情に冷ややかかつ、容よう赦しやない応対を繰くり返したことがあり、それが心配だったのだ。

『自分の婚こん約やく者に』などと茶化したことを口にするのも、ミリセントを試ためす意志があるのはわかっていた。

　はじめはグレンを慕したって近づいてきた女性が、ジーンにささやかれただけで態度をころりと変えたことが何度かあった。

　なにしろジーンは持ち前の華はなやかさはもちろん、将来『マクミラン伯爵』の称しよう号ごうを約束されてもいる。もとより、マクミラン家の付加価値につられて近づく女性であれば、それも当然のことだといえた。

　だが思いのほか、ミリセントと義兄は気があったらしい。

　ジーンの珍ちん妙みよう極きわまるコレクションも、ミリセントはディンセル侯爵の店で免めん疫えきがあるせいか、動じることなく話につきあえたのだろう。

　──まぁ、あいつらの言葉は、ほとんど呪じゆ文もんの域だったけどな……

　思い出してむすりとしているグレンに、馬車のなかで向き合って座るミリセントが無む邪じや気きに問いかけた。

「ねぇ、グレンもほんとはまざりたかったんじゃない？　ジーンさんのボードゲームコレクションすごく面おも白しろかったわよ？」

「遠えん慮りよさせてもらう。愛人ばっかり数十人も娶めとる王様ゲームなんて楽しいか？」

「楽しいわよ。愛人を五十人もつくったもの。それにあのゲームの王宮って実在するもので、庭に象がいるんですって」

「俺としては、そのうちジーンが象だのキリンだの庭に放すんじゃないかと思うとぞっとするね」

　なぜかいらつく自分を抑おさえられず憎にくまれ口をたたくと、ミリセントがふぅと悲しげにため息をもらす。

　──ミリセント……ひょっとして、ジーンのことが気に入ったのか？

　その考えに、ふいに胸のそこにもやっとしたものを感じていると、ミリセントは気を取り直したように尋たずねてくる。

「これから向かう場所なんだけど、グレンの生まれた家なんでしょう？　どんなところなの？」

　ミリセントをラズウィックへと誘さそったときにも、グレンは実母が亡なくなっていることを告げていた。しかし、ウォーベック家自体についての説明はまだしていない。

　だというのに、こうして自分につきあってくれるミリセントの表情には、ほんのり心配の色があるように見えた。

「そうだな……俺も昔のことは全然覚えてないし伝聞になるけど、ウォーベック家もファネル家と同じで、古くからつづく家いえ柄がらだが爵しやく位いもない。ただ、『薔ば薇ら封ふうじ』と『薔薇の騎き士し』の類るい似じからしても、両家になんらかの繋つながりがあるのは確かみたいだ。これから向かう場所は、何百年も前の城らしいからなにか残っているかもしれない。もともとウォーベック家は騎士の家系だったって聞いた」

　亡くなった母についても、記き憶おくにないのだから心配はいらないのだと、言葉に含ふくめて伝えるとミリセントの瞳ひとみが少しやわらぐ。

「騎士……。じゃあ、本当に昔のお城って感じなのね」

　彼女に心配させたいわけではない。

　それでも、気づかわれて嬉うれしい気持ちになるのも本当で、そんなささいな変化を気にする自分に苦く笑しようしながら、グレンは馬車の進路を変えた。

「ここからは、道が悪い。なるべく深く座っててくれ」

　馬車は車輪をきしませて、湖こ畔はん沿いの森の中へと入っていく。

　日々色を移していく木々の葉は、目に楽しい彩いろどりを見せてくれたが、森を抜ぬけた先に広がるのは、ひたすら荒こう野やがつづく寂さびしい眺ながめだった。

　地平線でわけられているのは、どちらもくすんだ空と土。だだっぴろい平原には、背の低い枯かれた色の野草があるだけだ。

　首すじが寒いのか、ミリセントが外がい套とうの襟えりを引き寄せる。

「今日は、アンセルはどうしたんだ？」

　いつも過保護なほど主人の世話をやくアンセルなら、こんなとき襟巻きを手にあらわれるはずだ。

「うぅん。今日はきてないわ。ほら、ここ数日ジーンさんに湖のあたりを案内してもらったでしょう？　アルもペンダントに入って一いつ緒しよにいたんだけど、ラズウィックの風景に見覚えがあるっていいだしたの」

「ふぅん？」

「グレンにはまだ話してなかったけど、あのお屋や敷しきにいる幽ゆう霊れいたちってなにか心残りがあるのよ」

　そう話すミリセントの表情にかすかに影かげが差す。

「死んでも幽霊として意識が残るんだから……そういうことなのかもしれないな」

　グレン自身、これまで幽霊の存在を認める主義でもなかったが、この状じよう況きようでそれを主張するのも馬ば鹿からしい。

　ミリセントは、どこか不安そうな表情で口をひらく。

「なのに、心残りがなんだったのかアルはわからないっていうの。昔のことをはっきり覚えてないみたいで……でもここに見覚えがあるなら、ひょっとして手がかりになるのかもしれないでしょう？　いつも私の面めん倒どうばっかりみてくれてるから、アルにもたまにはゆっくり休んでもらいたかったの」

　ミリセントのいうとおり、普ふ段だんのアンセルから迷いや未練のようなものを感じたことはない。

　グレンからみても、アンセルはいつも主人であるミリセントに忠実で、頑かたくななところもあり、どうやら自分はあまり好かれてはいないらしいとわかるだけだ。

　──それでも、あいつの主人に対する思いいれって、ときどき執しつ事じの域を超こえてると思うけど。心残りが思い出せない幽霊なんてのも妙みような話だ。

　いつもは冷れい淡たんに感じるほど、落ち着きはらったようすのアンセルを思うとからかいたくもなるが、ミリセントの表情を見てグレンははっとした。

「大事なことがわからないのって、もどかしいし心細いから」

　いつも怒おこったり笑ったりと忙いそがしいミリセントは、ときおりひどく心細げな表情を浮うかべる。

　それは彼女自身が、残された屋敷へ突とつ然ぜん連れ去られ、そこから辿たどったいきさつを思えば無理もないことだ。

　もちろん原因はそれだけでもないだろう。ミリセント当人も、まだ記憶に空白があり、せっかく生家に戻もどれたとはいえ、いまも母親が行方ゆくえ不明なのだ。

　グレンが言葉を迷っていると、ミリセントは遠く広がる荒野に目をこらした。

「あそこ、建物の影がみえる。すごく長い城じよう壁へきがあるお城なのね。このあたり一帯が、ウォーベック家のものなの？」

　グレンも事前の調べで、これから向かう建物が相当年月を経へた古城であることはわかっていた。

「あぁ、そうらしい。『シルグラス城』と呼ばれてるみたいだな。いまは領地も城も王室の管理下に置かれているけど、出入りの許可はとってある」

「王室管理ってことは、ローズグレイブホールと同じね。それって、グレンがあの銃じゆうの持ち主だからなの？　ひょっとして、そこにも幽霊がいたりして」

　先ほどの不安げな表情が嘘うそのように、ミリセントは明るく口にする。

「……いや、さすがにそれは勘かん弁べんしてくれ」

　そんな類似まであってたまるものかと思いつつ、グレンはシルグラス城が王室管理下にあるのは、違ちがう理由もあるだろうと見当がついていた。

　まだミリセントには打ち明けていないが、自分の父親は現リュイシャム国王ウィレム・カーナ・ロッド・エスクウィンだ。

　そしてシルグラス城の最後の当主だった、エリス・ウォーベックが自分の母にあたることも、国王ウィレムその人から聞かされている。

　グレンの母がすでにこの世にないことを国王が確信しているのならば、その事実は間違いないのだろう。

　そして、国王はエリス・ウォーベックに対して、特別な想おもいを残しているらしい。

　そんな思い入れから、この領地と建物を国が保管しているのかもしれなかった。

　やがて馬車の走る道みち幅はばが狭せまくなり、平原がやや高台に変化していくと、いかめしい塀へいを備えた石づくりの城が見えてきた。

　濁にごった赤せつ褐かつ色しよくの外がい壁へきをもつ城は、巨きよ岩がんを積み重ねた塀に守られ、剣けんと騎士の時代の戦場を思わせる眺めだ。

　ここに暮らしていた母が、軍人でもあったと聞いたことを思い出す。

　遠い時代を思いおこさせる古城の姿に、グレンは顔をしかめた。

「確かに、幽霊ぐらいいてもおかしくない」

　ミリセントがくすりと笑った。

　──ミリセントって、ヘンだよな。自分だって神秘主義者でもないくせに、俺が超ちよう常じよう現象にあうのがそんなに楽しいのか？

「いいじゃない、その幽霊だってグレンのこと大事にしてくれるかもしれないわよ」

「いや、俺は執事も使用人ももう間に合ってる。なにも連れて帰ったりしないからな」

　冗じよう談だんめかしてはいるものの、やはりミリセントはアンセルが側そばにいないことが心細いのかもしれない。

　グレンは、自分とミリセントに言い聞かせるつもりで口をひらいた。

「これから向かう場所には、君の母親の手がかりもあるかもしれない」

　見つけてみせるつもりだと告げ、グレンは城壁の手前で馬車を止めた。

　すると、すぐ側にある番小屋からこの城を管理する男が出てくる。

　グレンが名を告げると、話は通っていたのだろう。男は無ぶ愛あい想そうながら、堀ほりにかける橋を降ろすため巻き上げ鎖くさりを緩めはじめた。

　礼を告げて手間賃を握にぎらせ、ここからはふたりで見てまわれるよう頼たのんでおく。

　傍かたわらにいるミリセントはひたすら感心したように、城を見上げてばかりいた。

「ちゃんと堀まであるのね……柱の形も相当古そう。きっと、あの窓や回かい廊ろうなんかはあとで手を加えたんだわ」

　ミリセントは記憶を総動員しているのか、ぶつぶつもらしながら城を観察している。

　簡素で古めかしい扉とびらをきしませて開くと、入ってすぐの玄げん関かんホールには壁かべ一面に、武器がかけられていた。

　大輪の花を象かたどるように、剣が並べられた光景は圧巻だ。

　重ねてかけられた盾たては複雑な模様を描えがきだし、槍やりや手て斧おの、ナイフやクロスボウと種類も豊富な武器の量はあまりに多く、一兵団ほどまかなえそうだった。

「グレンの実家って、騎き士しと武器商人を兼かねてたりしたの？」

　ミリセントが思わずそう口にしても仕方のない眺めに、グレンも苦笑するしかない。

「いや、俺の母も軍人だったそうだから、まぁ……こういう趣しゆ味みの人だったんだろうな」

　グレンはウィレム王の口にした、『荒こう野やの一いつ匹ぴき狼おおかみのような女』という言葉を思い出していた。

　グレンの産みの親であるエリス・ウォーベックは、女性でありながら海軍に身をおき、子供が欲しいがために当時王子だったウィレムと関係を持った女じよ傑けつだ。

　古城のままでは居住性が悪いせいか、城の内部は手を加えられていたが、それでもこうしたものがそのままにされているあたり、エリスという女性の好みも判わかる気がした。

　巨きよ大だいな剣の花を見上げていたミリセントが、ふわりとふり返る。

「ねえグレン。ゆっくり見てまわって。私も邪じや魔まにならない程度に一階を見てみるわ。なにかあったら報告するから」

　その声は明るかったが、わずかに気づかうような響ひびきもあった。

　グレンはその申し出に「助かる」とだけ言ってうなずく。

　グレンにとっても、亡き母の過去を知るのは、少し不安な気持ちもあったのだ。

「いちおう、この城に仕し掛かけられてたトラップなんかは、解除されてるって聞いてるけど、壁の突とつ起きとか変わった置物だとか、妙なものがあっても絶対に触さわらないでくれ」

「と、トラップなんてあるんだ……そう。えーと……じゃあ、気をつけてみる」

　ミリセントは天てん井じようを見回すと、こわごわとした足取りで応接室へと入っていった。

　グレンは、剣が模様になったようなホールの壁を見あげる。そこには鷹たかと鎖を描いた紋もん章しようの盾が掲かかげられていた。

　──あの紋章が、ウォーベック家のものなのか？　でも、これだけの大きな屋や敷しきや領地を保有していても、ウォーベック家とファネル家については、これまで社交界で名前を聞くこともなかった。もちろん公おおやけの記録の上にも残されていない。

　いぶかしむ気持ちのまま、グレンは目の前に延のびる二階につづく大階段へ足をむけた。

　この城に仕掛けられた罠わなは、単純にこの城が古くからの構造を残しているからということもある。

　だが、それを母エリスが残しておいた理由は、城への侵しん入にゆう者に備えていたからだろう。

　それは〈大暗室〉のために他ほかならないと、ウィレム王も口にしていた。

　現在のリュイシャム王室が内乱の末に成立したことや、以前から教会との対立が絶えないこともあり、内部に火種を抱かかえがちでもあった。

　とくにこの教会と〈大暗室〉に関する事こと柄がらは、内密にされることが多い。

　エスクウィン王室では、国王は即そく位いすると同時に口伝で引き継つがれる務めがあり、そこで非公式にファネル、ウォーベックの両家と対面の儀ぎを行ってきたらしい。

　だが、ウィレム王は先代である父王を病で突然失い、慌あわただしい即位となった。

　さらに両家との対面の儀を前にエリスは命を落とし、ミリセントの母トリシアは行方不明になってしまった。

『ふたりは、なにかを変えようとしていた』

　それだけは確信しているらしい国王の言葉を信じるなら、その『なにか』を探さぐることがミリセントの母親への手がかりにもなるのだろう。

「ウォーベック家、ファネル家、〈大暗室〉……それに現王室……か」

　グレンはひたすら考えをめぐらせつつ、明かりとりの細い窓しかない回廊を歩いていく。

〈大暗室〉の名を掲げる結社が、この国に及およぼす影えい響きようはじわじわと拡大している。

　彼らは死者の肉体を自由に操あやつれる死し霊りよう術師を組織に抱え、自国はもちろん、他国の貴族や議会の要人にもメンバーがいることで知られていた。

　──ミリセントの話やこれまでを考えたら、ローズグレイブホール自体が〈大暗室〉から狙ねらわれている。でもこの城は、管理の無防備さを考えても、そういったことはなさそうだ。

　グレンが二階にあがると、広い書しよ斎さいと、さらにいくつかの武器庫。そして母の私室らしい部屋があった。

　そこに一枚だけ飾かざられた肖しよう像ぞう画がは、海軍時代のものだろう。

　軍装し、金の髪かみをひろげた女性が描かれている。

　背後が海であることや、背景がやや殺風景なことから、海軍にいた頃ころのウィレムが贈おくったものなのかもしれない。

　──瞳ひとみが……

　軍人らしい覇は気きをまとい、いかにも飾り気のない女性の、野生動物のような鋭するどさのある瞳。

　それは左目が銀を帯びた淡黄、右目は深い海を映した青だった。

　自分の瞳にある特とく徴ちようが、血で結ばれたものだったと知り、グレンは不思議な感かん慨がいを覚える。

　震ふるえる心をなだめようと、寝しん台だいの奥に置かれたドレッサーに視線をずらす。

　すると、その上には何冊かの本らしきものが立てられていた。

　それを手にした途と端たん、階下から騒そう々ぞうしい悲鳴があがる。

「ミリセント!?」
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　──グレンはここにきて、どんな気持ちなのかな？

　一階にある大ホールに入ったミリセントは、グレンをひとりにしたものの気になって仕方がなかった。

　かつて自分がローズグレイブホールに連れて行かれたときは、なにもかもが突とつ然ぜんだった。

　それでも、にぎやかな住人たちがいたおかげで、父の死や母の行方ゆくえ不明も不安ながら受け止めることができたのだ。

　──アンセルがいてくれなかったら、きっといまみたいには暮らせてなかっただろうな。

　今日この場所に彼がいないことをどこか寂さびしく思いつつも、ふと口に出せなかった疑問がわきあがる。

　──それにここはグレンのお母さんのお城だっていってたけど、じゃあお父さんはどこにいるのかしら？

　思えば、本当の父親に関して、まったくグレンが口にしないことが不思議だった。

　グレン本人が養子に出されている以上、なんらかの事情があって一いつ緒しよに暮らせないのかもしれない。

　もしくはこの城が管理人の手にまかされ、普ふ段だんは無人だというからには父親も失っているということなのだろうか。そこまで考えて、ミリセントはため息をついた。

「やっぱり、こういうことって……聞きづらいな」

　果たして自分が同行してよかったのだろうかといささか不安になったとき、ふいにガシャンと硬かたい金属の触ふれ合う音がした。

　驚おどろいてふり返ると、そこには鎧よろい兜かぶとに身を包んだ人ひと影かげがある。

「あれ、エアハート卿きよう……のわけないわよね？」

　ミリセントは自分の屋敷を徘はい徊かいする鎧兜の幽ゆう霊れい騎き士しを思い出したが、彼がここにいるはずもなければ、あきらかに鎧の意匠が違ちがっている。

　するとその騎士は、壁かべのなかにすっと消えたように見えた。

　追うようにそのあとへ近づくと、どうやらこの城の壁はかなり分厚いものらしい。

　壁の狭間はざまに、人ひとりが通れる通路のようなものがある。

「そういえば、古城には隠かくし部屋とかあるって聞いたような……」

　消えた甲かつ冑ちゆうの騎士は足音もなく姿を消してしまっていたが、ミリセントはわずかに黴かびっぽい空気の流れる通路に足を踏ふみいれた。

　薄うす暗ぐらい通路は、片側の壁石が等とう間かん隔かくに切りはずされ、外の光がわずかにとどいている。

　突つき当たりかと思われた先には、急な石の階段が設けられているようだ。

　くるりとカーブを描えがいてつづく先は暗く、ミリセントもさすがに引き返してグレンを呼ぼうとしたそのとき、ふいに足あし下もとの石ががくんと斜ななめに落ちた。

「ひぃ、やぁぁああ────ぁっっ!!」

　まるで転がるように通路の先に倒たおれたミリセントは、その先が急な傾けい斜しやになっていることに気づいた。

　悲鳴が壁に反はん響きようするなか、一気に暗くら闇やみへと滑すべり落ちる。

　どん、と尻しり餅もちをつき「んぎゅっ！」と息を詰つまらせ床ゆかに転がると、グレンの『トラップ』という言葉が脳のう裏りに浮うかび、ミリセントは頭を抱えてうずくまった。

「もう～っ！　痛いじゃない。なんでこんなに急な坂になっちゃうわけ？」

　矢を射られたり刃は物ものが振ふり下ろされたりすることはないと確かく認にんしてから、ミリセントはそろそろと体を起こす。

「どうしよう。明かりがないし、あんな坂道登れない」

　暗がりで途と方ほうに暮れて、グレンを大声で呼ぶべきかと息を吸いこむと、背後から「ミリセント？」と呼びかけられ思わず咽むせこむ。

「やっぱり、そこか？」

「……ごほっ！　けほ……グレンこそ、どこからきたの？　ここ、いったいなんなの？」

　グレンの持つ手て燭しよくで辺りが照らされると、そこが殺風景な石の壁に囲まれた部屋だとわかる。

「いや、二階にいたら、君のすごい悲鳴が聞こえてだな。声がした壁のほうを見たら、小さな扉とびらがあったから、隠し通路になってるんだろうと。ふぅん、ここも隠し部屋のひとつだな」

「もしかして、そっちには階段があったの？　私が通った通路は途と中ちゆうから坂道になってたのよ!?」

　涙なみだ目めで訴うつたえたものの、グレンの答えはあっさりしたものだった。

「たぶん、君が入った場所から賊ぞくをここへ誘さそい込んだあとで、こっちの階段から降りてきた城主がざっくり始末するためのものだろうな」

「あっ……ぶなかった。始末されるとこだったかも」

　あの騎士の幽霊に誘いこまれたのかもしれないと、ミリセントが身み震ぶるいするなか、グレンは興味深そうに部屋の隅すみ々ずみまで明かりをもって見て回る。

「ふぅん。どうもただの隠し部屋じゃないな。ここの壁石がはずれるみたいだ」

　グレンに手燭を渡わたされ、ミリセントが見守るなか、やや角が丸みを帯びた壁石がごとりと音を立ててはずれた。

　中につくられた空くう洞どうには、木箱がふたつ入っている。

　ひとつには古びた鍛か冶じ道具が納められており、もうひとつには蝋ろう紙がみに包まれた皮の書物や巻紙がいくつか入っていた。

「隠し部屋にさらに隠しておくなんて、特別なものかしら？」

　気難しい表情でグレンは巻紙を眺ながめていたが、ふと顔をあげる。

「これだけじゃ、明確な手がかりにはならないな。それに、どうしてここに鍛冶道具があるのかもよくわからない。ミリセント、この道具に触さわればなにかわかりそうか？」

　木箱のなかにある、こぶりな鉄かな床とこや金かな鎚づちを眺めてミリセントもうなずく。

「そうね……いままでは作品ばっかりみてきたけど、使われた道具からもなにかわかるかもしれない」

　金鎚を床の上に置き、ミリセントはひやりとした金属部分に指を置くとまぶたを閉じた。

　暗闇が降りてくる。

　するとすでに地下にいるにもかかわらず、さらに体がどこか深いところへ落下していくような浮ふ遊ゆう感かんがあった。さっき暗闇で滑り落ちたせいか、恐きよう怖ふからつい手を握にぎり締しめる。

　──どうして？　いつもより暗闇が長い。すごく深いところへ、まだまだ暗くなるみたいな……

　あまりに長い暗闇に、ミリセントが不安になりかけた頃ころ。

　耳もとに風のうなる音が吹ふきすさび、光の奔ほん流りゆうに吞のみこまれる。

　そのまま胃が押し上げられるような不快感に襲おそわれると、視界が色をとらえた。

　──視みえた。妙に明るくなってきたけど……あぁ、外にいるんだ。

　映しだされたのは濁にごった灰色の曇どん天てん。

　揺ゆれてみえるのは嵐あらしのように天候が悪いからだ。

　視界がゆっくりと下に向かうと、貧相な柱に支えられている屋根の下、ひとりの男がひたすら鉄を打っているのが視えた。

　カン！　と体の芯しんに響ひびく音は、どこか苛いら立だちを含ふくんだように尖とがった音がする。

　鍛冶職人なのだろうか。背中しか見えないその男が、大きな怒いかりと失望、苦しみを叩たたきつけるように打ち直しているのはどうやら剣けんらしい。

　頭上の分厚い雲のなかから、巨きよ大だいな獣けものが唸うなるようなごろごろとした音が漏もれ聞こえる。

　いまにも落らく雷らいがおきそうだ。

　──ここじゃない。

　なぜかミリセントにはそんな直感があった。

　職人の作品そのものを視ているのではないせいか、どこか違い和わ感かんがある。

　ミリセントは視線をさまよわせると、今度は男の手もとにある炎ほのおのなか、真っ赤に焼かれた刀身に意識を集中した。




　赤い。炎を幾いく千せんも凝ぎよう縮しゆくさせたような燃え盛る熱。




　カァン！　カン！　カン!!　カァン！　カン！　カン!!




　鼓こ動どうのように規則をもってふるわれる金鎚に、一いつ瞬しゆん自分が灼しやく熱ねつの鉄になったような錯さつ覚かくに陥おちいる。ふるわれた一いち撃げきが、全身を砕くだかんばかりの衝しよう撃げきになってミリセントを襲った。

　意識が、深く遠く、とばされる。




　──…………誰だれ、……あれは……ここは──？

　次に視界が捕とらえたのは、石造りの天てん井じようがひどく高い聖堂だった。

　とりどりの色いろ硝子ガラスが絵画のようにはめ込まれ、薄うす日びを通してゆるやかな色しき彩さいを足もとに落としている。

　ひたひたと冷たさばかりを伝えてくる石床の上に、人が倒れていた。

　長い黒くろ髪かみを広げ、青白いその顔は血に濡ぬれていた。虚うつろにひらかれた瞳ひとみには、すでに命がないことがわかる。

　それを見おろすように立っている人物は、血に濡れた剣を持つ金きん髪ぱつの騎士のようだ。

　亡なき骸がらの傍かたわらに膝ひざをつくと、絞しぼるように声をもらした。

「貴方あなたたちが……聖王として長くこの国を守ってきたのは事実だ。だが、それももう終わりだ」

　苦しい独白に重なるように、大きな音を立て聖堂の扉が開かれると、ひとりの男が駆かけ込んでくる。

　血を流す亡骸を目にして足を止め、唇くちびるを噛かみ締めると、息絶えた人物をそっと抱だき起こした。

　頬ほおに飛んだ血をぬぐい、白いまぶたを指で閉とざす。

　そして茶ちや褐かつ色しよくの髪かみの間から、金髪の騎士をまっすぐに見み据すえた。

「お前が……負うことじゃなかった。ラーデュロスを葬ほうむるのは私でよかったのに、どうして……」

　口調やふるまいから、金の髪の騎士は彼に仕える立場か、部下なのだろうと察せられる。

　騎き士しはその場に膝をつくと、ためらうことなく口をひらいた。

「私は、貴方の剣ですから。相手が魔まであれ聖であれ、必要とあらば斬きります。ですが……これでリュイシャムが一時的に闇やみから逃のがれられたとしても、まだあれは名と姿を変えしのび寄るに違ちがいありません。玉座を空けておいては危険です、そこに必要なのは貴方なのです」

　痛ましいような表情で騎士と向き合う男は、同じく戦う立場にあるのか帯たい剣けんし、マントの下には数々の徽き章しようらしきものが見える。

「逃にげられなくなるぞ、私もお前も……リアエスタもだ」

　しかし、そこで騎士は剣を捧ささげ持つようにすると、深く頭を垂れた。

　その視線が床ゆか石の溝みぞにとまると、ミリセントの視線もその影にどんどん吸い込まれる。

　ふたたび、目の前には闇が訪おとずれた。




　そして唐とう突とつに意識は闇から引き戻もどされる。

　体ごとゆっくりと回転するように、視線が上へと移っていく。

　瞬けば頭上には青空が広がり、足もとはやわらかな草地に変わっていた。

　──変ね、感覚がある。足もとを感じるし、匂においもわかるわ。

　視界に入るのは整えられた庭の生いけ垣がき。そこに影を落とす梢こずえが風にゆれ、瑞みず々みずしい花の香かおりを意識する。

　自分はいま、明るい花があふれる庭園の、薔ば薇らの蔓つるがからんだアーチを歩いているのだとわかった。

　肩かたから胸もとへと流れる黒髪が視界にはいり、いったい誰の目を借りているのかとミリセントは違和感を覚えた。

　──なんだろう。感覚はあるけど、これは私の体じゃない。これまで色々視てきたけど、誰かの視線を借りたことなんてなかったのに……

　体の主は少し自分より背が高く、やや歩きづらいような気もしたが、足は迷うことなく小道を抜ぬけ、石門の外で馬を下りた人ひと影かげを見つけた。

「ハイラム……本当に城を出るのね」

　喉のどからするりと出た声は、覚えのある自分の声よりどこか大人びて聞こえる。

　目の前に立つ青年は、身につけた鎧よろいやマントにふさわしい、立派な体たい躯くの騎士だ。

　──この人。さっき聖堂で血のついた剣を持ってた金髪の騎士だ。相手のこと聖王って呼んでたけど……

　だが光の下に立つ青年は、血の気配などみじんもなく、まだ二十歳にもならない年とし頃ごろなのだとわかる。

　日差しの下、ややまぶしそうな色の異なる双そう眸ぼう。

　琥こ珀はくと青玉を思わせる瞳が近くなる。すると、そこに映った黒く長い髪と、澄すんだ緑の瞳をした人物が誰だか思い出す。

　──あぁ、そうだ。私は……告げないと、この人に……

　ハイラムと呼んだ青年の、両の瞳で揺れる自分はひどく緊きん張ちようしている。

　なにかに怯おびえ、不安と自信のなさに心は折れそうだ。

　それでも、ただ心に決めたことを伝えなければならないという意志が体を満たして、いまの自分を動かしている。

「君も、もう城へはもどらないと聞いた」

　肩に手を伸のばそうとして、騎士ハイラムはためらうようにそれを止めた。

　その手を視線で追った自分も、ぎこちなく笑えみを浮うかべ、握りしめた右手を彼に差し伸べる。

　いぶかしむように、ハイラムが手のひらを向けると、そこに指輪を落とした。

「私たちの約束は、なかったことにしましょう」

「リアエスタ……」

「もう、聖堂には戻れない、あなたと家族になれない。ここで、薔薇を見守っていく役目が私にはある。そしてあなたも城を出る」

　ただ穏おだやかに、事実を並べていくその声に、ハイラムはきつくまぶたを閉とざした。

「これからの私の剣は、君を守るためだけのものだ。ひいてはそれが、この国を守ることにもなる」

　ハイラムはそう口にすると、手のひらに落とされた指輪をふたたび少女の手に握にぎらせ包みこむ。

「君にあらんかぎりの祝福を。地の果てまで彷徨さまよっても、それだけを願ってる」

　騎士は唇をかみ締しめ、そのままリアエスタの体を引き寄せると激情をこらえるように、細い肩を抱きしめた。

　思わぬ力強さに唇から細く息が漏もれると、一瞬だけ腕うではゆるんだが、思いを告げ切れないとでもいうように、もう一度ハイラムの腕が熱を伝えてくる。

「リア、君が……君まで負うことはなかったんだ」

　ハイラムのもらしたつぶやきに、リアエスタは小さく首をふった。

「エスクウィンは、たくさんのものをなくしたわ。ひとりきりで負えることじゃない。いま彼には支えが必要よ、そうでしょう？」

　やさしい声で悲しく告げて、リアエスタは愛いとしげに騎士の背を強く抱いた。

　ふたりの思いが、重なるように互たがいに流れこむ。

　だが、どれほど求めあっていても、繋つないだ手は離はなさなければならないのだ。

「君を守る。それだけは変わらない」

　そっと耳に切ない思いが落とされる。

「あなたを信じてる。だから私はここにいるわ」

　安心させたい、振ふり返らずに行けるように。

　ただそんな思いで、うわずりそうになる声を必死にこらえる。

　やがて、そっとハイラムの腕が放されると、身に触ふれる風がひどく冷たく感じられる。なにもかもが、心細いものに思えて仕方がなかった。

　視線だけが、互いを惜おしむように交かわされたが、想おもいも約束も自分に正直になればキリがない。リアエスタは騎士の手を離れ背を向けた。

「行って」

　強い風が吹ふき荒あれる。離れていく騎士の気配を必死に追いながら、リアエスタは身を硬かたくしてぎゅっと目を閉じた。

　不安と孤こ独どくと絶望に、心が塗ぬりつぶされそうだ。

　だがそれと同時に、逃げられない役割を痛いほど実感している。

　暗くら闇やみの視界に、赤い点が明めい滅めつする。吹き荒れる風に金属を叩たたく音が混じった。

　鉄を叩く男の腕、聖堂に流された血を思わせる赤色が広がっていく。




　──あぁ、そうだ……ちがう、私は……鑑かん定ていをしようと……鑑定をしてたんだわ。……さっきのふたりは誰なの。どうして、あのリアエスタって人の気持ちが私に……？

　頭に響ひびく音が、水のなかで聞こえるようにぼやけていくと、ミリセントは急激に覚かく醒せいした。

　誰かが頬ほおに触れている。

「ミリセント、大だい丈じよう夫ぶか？　おい、目を開けてくれ」

「……ぅ、冷た……」

　額に触れるひんやりした手の感かん触しよくに気づいて、ミリセントは目をひらいた。

「あれ、どうして私……倒たおれたの？」

　なかばグレンに抱だきかかえられ、床に倒れている状じよう況きようにミリセントは戸と惑まどう。驚おどろいて身を起こすと、今度は目の前のグレンがはっと目をみはった。

「どこか、痛むのか？」

「うぅん、別にどこも……」

　そう答えて、グレンが妙みような表情をしているわけを知る。むず痒がゆいような違い和わ感かんがある頬に触れると、なぜか涙なみだに濡ぬれていた。

「どうして私、泣いてるの？」

「それはこっちが聞きたい。君は鑑定をはじめてすぐに、体が跳はねるみたいにして倒れたんだ。しばらく意識が戻らないし、どうしようかと思ったぞ」

　ほっとしたようすのグレンの顔が近づき、色しき彩さいの異なる瞳ひとみに映る影に気づいた途と端たん、ミリセントは胸が締めつけられるように苦しくなった。

　心が急せきたてられて、いま感じたばかりのつらい別れの感情にふたたび襲おそわれる。

　失いたくない。目の前の人を。

　あたたかな手を、どうして離さなければならなかったのか。

「私……わたしね……」

　自分でもなにを口にしたいのかわからないまま、ただ衝しよう動どうにかられて両りよう腕うでを伸ばす。

　困こん惑わくするようにグレンの表情がゆがんだが、伸ばされる腕を拒こばむことなくグレンは受けとめてくれた。

　あたたかい、その存在に再びこみあげる悲しみを感じて、ミリセントはまた涙がぽろりとこぼれた。

「おい……ほんとにどこか具合が悪いのか……？」

　両手のやり場をなくしたように、手をあげてうろたえるグレンの声にはっと我に返る。

　間近にグレンの困惑した瞳を見つめてしまい、ミリセントは自分が彼を抱き寄せてしまったのだと気づくと慌あわてて離れた。

「あぁぁ、ごめんなさい。違ちがうの！　えっとそうじゃなくて。なんていったら……あのね、視みえたの！　とにかくたくさん視えて、断だん片ぺん的だったんだけどちょっといままでの鑑定と違ったから。つまりなんか、まだ私ったらおかしいみたっ……ゲホッ、ケホン！」
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　恥はずかしいのと慌てているのとで、思わず一気にまくしたて咽むせこんでしまう。

「とにかく、落ち着け。話ならきちんと聞くから。まず、気分が悪かったりはしないんだな？」

　落ち着かせるようにグレンの手が、軽く背中を叩たたいてくれてミリセントもこくりとうなずく。

　頬がほてるのをこらえて、とにかく息をゆっくりすることに集中すると、少しだけ気持ちが落ち着いてきた。

「いいか、手を離すぞ」

　まるで離れると泣き出す赤ん坊ぼうを相手にするように、緊張した面おも持もちで告げられて、ミリセントは「ごめんね。ちょっと鑑定でおかしくなったみたい」と苦く笑しようした。

「まず、視えたことを思いつくところからでいい。聞かせてくれ」

　グレンは、壁かべから見つかった木箱を椅子いすがわりにすると、ミリセントを座らせてくれた。

　そして自分ももうひとつに腰こしをおろすと足を組み、持ってきたペンと書類を挟はさんだファイルを広げ、話を聞く体勢を取った。

「いつもみたいに、暗闇から視えてきたんだけど、最初は鍛か冶じ職人みたいな男の人ひとりだったの。でも、手もとの炎ほのおが視えて鉄を叩く音を聞いてたら、また別の場所と時間に意識がとんじゃって──」

　ミリセントは、今回の鑑定がいつもと違い、入れ子になったように過去視をしたのだと説明する。

　それを聞いたグレンは、いくらか言葉を書きとめつつ、手持ちの用紙をめくっていく。

　恋こい人びと同士らしい男女のやりとりを口にすると、グレンはようやくファイルから顔をあげた。

「そうだな……話を聞いた感じだと、そのリアエスタって女性は、ファネル家の人間で間ま違ちがいなさそうだな。ハイラムってのはここウォーベック家の三代目の当主になる……それに聖堂の床ゆかに倒れてたって人物は……」

　グレンは、気づいてしまった事実にためらうように口をひらいた。

「……当時この国を治めていたのが、聖ユスカリス王室国王ラーデュロス五世だ。彼は片かた腕うでであり親友だったエスクウィンに討うち取られたと伝えられてきたが、いまの話を聞くと、実際に剣けんを振るったのは、エスクウィンの部下ハイラムだった可能性もある。実際にそうした言い伝えや書も存在はしてる……」

　自分の祖先が、ユスカリス王室最後の王を刃やいばにかけたのだとすれば、グレンも当とう惑わくせずにはいられないのだろう。

　その戸惑いも無理はないと思いながらも、ミリセントはいま視たばかりの光景のせいで、まだ意識がぼんやりしていた。

「でも……私が以前教会で読んでもらった聖典には、聖ユスカリス王室の加護があるから、この土地は祝福されて、悪あしき者を退け栄さかえたって。いまもその祝福はつづいていて、リュイシャムは営まれているって教えだったわ。でもエスクウィンも、当初は弑し逆ぎやく者だっていわれたりしたけど、結果的にリュイシャム王国をここまでにしたのよね」

　王権交代の当初はエスクウィンも大逆の罪を問われたが、聖ユスカリス最後の王ラーデュロス五世が邪じや教きようの徒に惑まどわされ、民たみを苦しめたのも事実だった。

「だが、いまもエスクウィンを弑逆者だと断罪する者もいる」

「〈大暗室〉と教会ね……」

「聖典の示すようなユスカリスの加護が、なにかの比ひ喩ゆなのか、実際にそうした力が聖ユスカリスにあったのかはわからない。それでも、君を追ってくる、ヨナスや〈大暗室〉のような組織がある以上、理り屈くつだけで事が進んでるとは思えなくなってる」

　ミリセントはどこか不思議な気持ちで、その言葉を聞いていた。

　誰だれより現実主義者だったグレンが、この問題に関してはずいぶん柔じゆう軟なんな考えを持とうとしていることはわかった。

　それでもグレンには、情報や確証がなによりなのか、手もとにあるファイルから何枚かの紙を取り出した。

「前に、マジックがらみの騒そう動どうがあったあとに、絵画や書物、当時の伝承に詳くわしい人間の創作物も取り入れて調べてみた。俺が推測でまとめたところもあるけど、こうした系図があったはずなんだ」

　グレンが書き出した用紙には、この国の始祖ユスカリス・エレーズ・ラーデュロスからはじまる名前が記されていた。

　三百年弱に亘わたってつづいたユスカリス王家に替わって玉座に座ったのが、前王室の血を根絶やしにしたといわれる弑逆王エスクウィンの名だ。

　そこに並べて連ねられている、ウォーベック家とファネル家の名にミリセントは目をとめる。

「ひょっとして、王室から任されてるっていう特別職はユスカリス王室と関係があるのかも。『薔ば薇ら封ふうじ』と『薔薇の騎き士し』もそのためにあるのかしら？」

　ミリセントは、身につけてきた薔薇の飾かざり留めがついた飾り鎖シヤトレーヌを腰からはずすと机の上においた。

　それにならうように、グレンも懐ふところからくすんだ銀の小しよう銃じゆうを取り出すと隣となりに並べる。

「確かにこのふたつは、偶ぐう然ぜんというには意匠も符ふ合ごうしすぎてる。この銃はウォーベック家のハイラムに贈おくられた剣を、銃に作り直したものだそうだ」

　ミリセントはグレンの口から出た、その人物の名に反応した。

「じゃあ、私に関係してるっていうリアエスタって女性は？」

「当時の教会の記録に少し残っていたんだが、祭司のひとりだったみたいだな。言い伝えや物語なんかだと、ラーデュロスが道を誤っていくのを見かねて、教会を裏切りエスクウィンに与くみしたともいわれてるし、エスクウィンと関係があったとの噂うわさもある」

　その言葉に、ミリセントは大きく首をふった。

「違うわ。その人はエスクウィンの友人だったの。彼女が好きだったのは……想っていた人は騎士ハイラムよ……」

　ミリセントのなかに、味わったばかりの悲しい気持ちがよみがえる。

　自分とリアエスタとの区別がつかなくなるほど共感したのだ。間ま違ちがえるはずはない。

「じゃあ、伝えられているこっちの伝承が正しいってことか」

　淡たん々たんと事実を確かく認にんし、紙に書き加えはじめたグレンのようすに、ミリセントはちりちりとした苛いら立だちを感じ口をひらいた。

「たぶん、二人は結けつ婚こんの約束をしてたと思う。でもリアエスタって人は指輪を返そうとしてた……それをハイラムが受け取らなくて……でも彼は間違ってなかったわ。彼女の気持ちは変わってなかったんだもの」

「ミリセント？」

　また心配するような視線を向けられて、ミリセントは自分自身に困惑した。

　──私、なんでこんなにイライラしてるんだろう。しかも、これってやっぱりグレンに対して……よね。えーっと、なんなのこれ？

　自分でもワケがわからないと困惑しつつ、不思議そうに自分を見つめるグレンの瞳ひとみの色に答えが浮うかび上がる。

「ねぇ、グレン。どうしてジーンさんに私のことを婚約者だなんていったりしたの？」

　胸に湧わいた言葉をそのまま口にすると、グレンは違う国の言葉を投げつけられたかのような、奇き妙みような表情になった。

「いま……その話なのか？」

　驚おどろきの表情にごまかされるまいと、ミリセントもグレンを睨にらむように見つめつづける。

　グレンは、考えを巡めぐらせるようにしばし沈ちん黙もくした。

「──あれは……適当にいったつもりはないんだ。そもそもは、アンジェリカがいい出したことだけど……俺も色々考えたところもある」

「それって、私を表向き婚約者にしておけば、求婚希望の貴婦人たち除よけにはいいかもしれないって、そういう理由なの？」

　それはミリセントがひそかに考えつつも、情けなくて口にできなかった気持ちだ。

　その質問に、グレンは大きなため息をひとつついた。

「君が……そんなふうに自分のことを過小評価するのは、生おい立ちとかこれまでの環かん境きようがあるのかもしれないな。でも、俺のことをそんなふうに思ってるのは、講義が厳しすぎるとか、課題が鬼おにすぎるとか、採点が辛からすぎるなんてことが原因なのか？」

　グレンの言わんとする言葉が読みとれず、ミリセントはとりあえず首をふるふると振ふった。

　確かにグレンの講義は厳しいことこのうえないが、それとこの話は別である。

「そうじゃないわ。でも、前にアンジェリカ様のパーティに招待されたでしょう？　あのときグレンは家いえ柄がらとか仕事のこととか、色々大変なんだってよくわかったから。それに、グレンのこと本気で気に入ってるお嬢じようさんも多かったし……その点、私だったら生徒で仕事仲間だし、都合がいいのかもしれないなって……考えたりしちゃったの！」

　正直に口にしたものの、自分で自分を追い詰つめる形になってしまい、ミリセントも頬ほおが赤らんでくる。

　──自分で話をふっといてなんだけど、どうして私ったらグレンにこんなこと……

　うつむくミリセントは、ふいに手を取られて顔をあげる。

　そこには、まともに見つめ返せないほど真まっ直すぐに向けられた、ふたつの瞳があった。

「考えてない。少なくとも俺は、そんなつもりで君を利用するなんてことはしない」

　怒いかりを含ふくんだ、嘘のない言葉。

　その答えに、ミリセントは胸がずきりとした。

　本当は知っていた。グレンの言葉より態度より、その心根は誰よりも真っ直ぐだ。

　嘘うそが嫌きらいで、正直だから自分にも人にも厳しい。そして、本当はとてもやさしい。

　ただ、そんなグレンを知っているからこそ、真実を知るのはひどく恐おそろしかった。

　グレンが、アンジェリカの口にする婚約を否定しているうちは良かったのだ。あれはものの勢いで出た話で、お互たがいにフリだけだと思っていられればそれもありだった。

　だがジーンに対して、グレン自らが婚約を認めるような言葉を口にしたせいで、ミリセントは自分が傷ついたことに気づいてしまった。

　──馬ば鹿かみたい私。フリが嫌いやだったなんて……振ふり回されたくなかったなんて。じゃあ、私はグレンのこと……

「それに、たぶん……俺は君のことが好きなのかもしれない」

「え？」ミリセントは吐と息いきまじりに小さい声をあげた。

　ささやかな困こん惑わくが、投げ入れられた小石のようにミリセントの心に波は紋もんを広げる。

　──グレン、いまなんていったの？

　自分が逃にげまわってつかまえなかった言葉を、ぽんと目の前に置かれた驚き。

「あの……でもその、『たぶん』ってのは？」

　甘さと苦さの入り混じった、なんともいえない感情。

　グレンが口にした「好き」と「たぶん」の言葉が、ミリセントの気持ちをばらばらに揺ゆさぶる。

　そんな顔色に気づいたのか、グレンは少し待てと慌あわてたように手のひらを向けると、先ほど書き付けたばかりの用紙をミリセントの前に置いた。

「きちんと話をさせてくれ。俺がウォーベック家やファネル家について知ったのは、ある人と話したからだ。そのときも聞かれた、『ファネルの娘むすめに惹ひかれたか？』って」

「それは……どういうこと？」

　突とつ然ぜん話が引き戻もどされて、ミリセントはようやく目の回るような不安から解放される。

「君がさっき視たっていうふたりは、ファネル家とウォーベック家の過去の人間だと思う。俺と君は、それぞれの家に連なる血を引いてるんだろう」

　グレンは確かく認にんするように、ちらりとミリセントに視線を向けた。

「ファネル家とウォーベック家が、現王室に関かかわりのある家柄なのは間違いないが、それは非公式のものらしい。代々国王が即そく位いするのを機会に、三者は秘ひ密みつ裏りに役目を確認するようなんだが……」

「じゃあ、私の母さんとグレンのご両親のどちらかが、陛下と関わっていたってこと？」

「そうなるな。だが、前国王は急病で崩ほう御ぎよされたのち、ウィレム陛下が即位したときには、すでに君の母親も俺の母親も、〈大暗室〉とかなり切せつ迫ぱくした状態だったらしい。現王室が両家との関わりをもてないままいまに至るから、王宮でも両家の現状を詳くわしく把は握あくできている者がいないみたいなんだ」

　ミリセントはグレンの説明を聞いて腑ふに落ちるところと、不思議なことがあった。

「でも、どうしてグレンが、そんなに陛下に関わることに詳しいの？」

「それはまぁ……リーアン様に取り計らっていただいた部分もあるから」

　リーアン王子からの情報だとわかれば、それは確かなものにも思えてミリセントもうなずいた。

「それで、お互いの家と、さっきのグレンの『たぶん』がどうつながるの？」

「えーと、つまりだな。ここからは推測だけど、事情があって結婚するはずだった先祖は結ばれなかったが、代々ウォーベック家はファネル家を守る位置にいるらしい。この『薔薇の騎士』はだから俺に受け継つがれた。それで、君が──」

「私が、『薔薇封じ』を継けい承しようしたってことよね？」

「そうすると、だ。これは推測だが、ウォーベック家の人間がファネル家をずっと守ってきたんだとすれば、互いに惹かれることもあったかもしれない。ただ、この『薔薇封じ』と『薔薇の騎士』には、それぞれに継承者が必要らしい。その役目がある限り、両家の人間がお互いを選ぶことは許されないことになる」

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいにも思える推測だが、ミリセントもいまでは簡単に否定できなかった。

　過去に視みてきた恋こい人びと同士の別べつ離りも深刻だったうえ、現実主義者のグレンがそんなことを口走るぐらいには、記録や根こん拠きよがあるのだろう。

「だからって、『たぶん』なの？　グレンは私への気持ちが、自分のものなのか、ウォーベック家の血のせいなのかわからないってこと？」

　つい口調がきつくなるが、グレンも負けじと言い返してくる。

「じゃあ、君はどうなんだ。だいたい、俺はまだ君の気持ちを聞いてないぞ……もちろん、君を女性除けにしてる男だなんて思われてるようなら……」

　望みはないのかもしれないな、と言いたげに、グレンはため息をついた。

　その表情に、本当に落らく胆たんするような色が見えて、ミリセントはそれを嬉うれしく思う自分が嫌になる。

「違うわ！　もうそんなふうに思ってない。……私も自分でがっかりしたくなくて、都合のいい言い訳をしてたってわかってる。でもグレン、自分の気持ちもはっきりしないのに好きだなんていわないで」

　思わず口をついた強気な言葉にミリセントは自分でも驚いた。

　でも、人の気持ちは鑑かん定ていできない。なによりそんな気持ちは本人にしかわからないはずだ。

「じゃあ、君は自分がファネルの血の影えい響きようはいっさい受けてないって、自信があるんだな」

「そうよ、自信があるわ！」

　ほとんど間をおかず、ミリセントはまっすぐ返していた。

　見あげたグレンの瞳ひとみがわずかに揺れると、ふいにその目もとが赤くなる。非常にめずらしいその光景に、ミリセントは突然あたりがまぶしくなった気がして瞬またたいた。

　急に恥はずかしさを自覚して、ようやく己おのれの発言の意味を知る。

　──ひょっとして私……いま、思い切り迷いなく、グレンのことが好きだっていってるようなものじゃない!?

　心の動どう揺ようを押し隠かくそうと、ミリセントはグレンからなかば体をそらした。

「それに……グレンは凄すご腕うで鑑定士なんていわれてるんだったら、自分の気持ちぐらいちゃんと見み極きわめて。じゃなきゃ、私もちゃんと返事はできない」

　先ほどの返事をごまかすように、ミリセントはふらつく足取りで部屋を出ていこうとした。

「わかった。そのときはちゃんと返事を聞かせてもらう」

　背にかけられたその声には、まさに鑑定に対してグレンがみせる誠実さと、ごまかしのない厳しさがこめられていた。

　ミリセントは部屋を出た途と端たん、震ふるえる手を握にぎりしめると、壁かべに背をぶつけるように座りこんだ。
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　湖のほとりは枯かれた葦あしが茂しげり、ときおり鳥が湖面に舞まい降りる姿がみえる。

　薄うす青あおい色で広がる高い空は、キンと冷えた空気をはらんでいた。

　急ぎ足で森のはずれに出たアンセルは、戸惑うようにあたりを見回す。

「私としたことが、ミリセント様に嘘うそをついてしまうなんて……」

　後こう悔かいの色がある紫むらさきの瞳は、誰だれかを捜さがすようにその場でさまよった。

　ラズウィックにきて、木々の発するしっとりとした空気や、さざめく水面、鳴り渡わたる鐘かねの音を耳にしたとき、確かにここを知っているような気がした。

　だからミリセントに話したこと自体に嘘はない。

　しかし屋や敷しきを出てくる前にも、ティーハニーに「なにか、思い出せたの？」と聞かれたが、具体的に答えられるほどの記き憶おくもなかった。

　それでも今日、ミリセントがグレンと出かけるとわかっていながら、同行できなかったのには後悔と偽いつわりがあった。

「だいたいミリセント様も、私の体調を心配されるなんて」

　なにしろ自分は死人なのだ。気分がすっきりしないことはあっても、別段どこかが痛んだり不快だったりするわけもない。

　それどころか、ここへきてからは頭のなかが普ふ段だんより冴さえるような気さえする。

　アンセルは肩かたにかけられた毛織のストールに触ふれて、小さく笑えみを浮うかべた。

　それは今朝、出かける前にミリセントと話をしたあと、彼女が自分の首に巻いていってくれたものだ。

「ここってほんとに寒いし、アルったら食事もしないんだもの。せめて暖かくしてて」

　生きた人間と変わらずに、自分に接してくれるミリセントのやさしさが、アンセルは嬉しくてもどかしかった。

　──だから、期待してしまうんだろうか。答えなど求められないとわかっていても、望んでしまいたくなる。

　いつも彼女の側そばにいて世話を焼き、安心させられるのは自分でありたい。

　いまもミリセントがグレンとふたりで出かけているという事実は、アンセルの気持ちを暗くするばかりだ。

　決して認めたくはないが、出会った頃ころを思えばミリセントはずいぶんグレンと打ち解けてきたものだと思う。

　屋敷へ迎むかえられたばかりの頃、ミリセントはあの特とく殊しゆな環かん境きように順応するのは早かったものの、とても心細そうだった。

　それは屋敷に幽ゆう霊れいがいるせいだけではなく、生きた人の気配がないからだとアンセルは思っていた。

　それでもグレンが講師として通うようになり、望んでいた勉強をはじめられるようになると、俄が然ぜんミリセントの表情は楽しげなものになった。

　死者の自分には与あたえられない、目標や未来。

　いまもこうして離はなれていれば、不毛な考えばかりが頭を埋うめつくす。

　アンセルは冷えた外気のなかで、そんな気持ちを振ふり払はらうように頭をふった。

　そのとき、後方から枯れ葉が踏ふみしだかれる音がした。ふり返ると、黒い外がい套とうをはおった三人の男に囲まれた、ひとりの少女の姿があった。

　アンセルより頭ふたつ分ほど背の低い少女は、迷いのない足取りで歩みよってくる。

　少女は浅いルビーのような瞳をしばたたくと、しげしげとアンセルを見上げた。

　以前にミリセントから、〈大暗室〉には幼い少女がいるらしいと話には聞いていた。

「尋じん常じようじゃない美少女だったわ！」という力説どおり、確かに異質な空気を放っている少女は、ひたすら硬こう質しつで人形めいた印象がある。

　さらりとした長い黒くろ髪かみを結ゆいもせず背に流し、豪ごう奢しやな飾かざりボタンがついた高たか襟えりの上着はあまり女性物らしくない。ほっそりした顎あごや袖そで口ぐちからのぞく手首はずいぶんと細く、雪のように白い肌はだは滑なめらかすぎて不自然なほどだ。

「やはりな。そなたが直接きたか……」

　その言葉に、アンセルは相手が目的の人物だと確信し、外套の懐ふところから封ふう筒とうを一通取り出すと、少女の前にかざしてみせた。

　その手紙は、ミリセントたちがラズウィックにくるより前に、ローズグレイブホールに届けられた物だ。

　封ふう蝋ろうには〈大暗室〉をあらわす生命の十字に絡からみつく蛇へびの紋もん章しようが使われ、手紙の最後には『リンウッドテラス卿きよう』の名が記されていた。

　その人物の名は、今年の社交シーズンでミリセントに依い頼らいがあったマジシャンにも関係しており、〈大暗室〉のなかでも権力を握にぎるらしい貴族のものだった。

　屋敷ではじめに郵便物を確かく認にんするアンセルは、迷いはしたが結局ミリセントに手て渡わたす前に封を開けた。

　それがどういった内容にしろ、〈大暗室〉から送られるものはミリセントには害にしかならないはずだ。

　飾り気けのない便びん箋せんには、ファネル家の後こう継けい者しやと直接話がしたいということが記され、場所はこのラズウィック湖が指定されていた。

　偶ぐう然ぜんなのかどこから知られたのか、〈大暗室〉がこちらの動きを把は握あくしている事実に、これ以上逃にげつづけてばかりはいられないのだと思い知らされる。

　なにより、いまだミリセントの母トリシアの行方ゆくえは知れず、屋敷の存在についても謎なぞが多いままだ。そのことをミリセントが気にしていることもわかっていた。

　それでも、ミリセント本人をここへこさせるわけにはいかない。

　ずいぶんと幼い姿の少女に戸と惑まどいながら、アンセルはたずねる。

「まさか……あなたがリンウッドテラス卿？」

「シャロウトゥリル・リンウッドテラス。それも、私の名のひとつだ」

　うなずいた少女の冷たく澄すんだ声は、アンセルが警けい戒かい心を取り戻もどすのに十分だった。

「ここにミリセント様はいらっしゃいません。この手紙のことも知らせてはいない。これまでもこれからも、いっさいあなたがたと接せつ触しよくを持つことを望みません」

　毅き然ぜんと告げて手の中の封筒を握りつぶすと、少女の足もとに落とす。

　背後に控ひかえていた男たちが一いつ瞬しゆん殺気立つが、少女はすっと手を上げて遮さえぎると、ほとりの少し先にある桟さん橋ばしを指さした。

「見よ、あそこに船があろう。話は湖の上でするとしよう。そなたと私のふたりきりでな」

　どこか物もの憂うげにも感じる喋しやべり方や横顔は、少女をひどく老成させてみせる。

　アンセルが先に立って揺ゆれるボートに乗り移ると、強い風がうねるように水面を渡り、木々の葉を激しく散らしていく。

　じきに冬を迎えるこの季節、頬ほおに痛いほど冷えた風にアンセルは覚えがあった。

「なにをしておる、手を貸せ」

　桟橋の端はしで、少女は当然のようにアンセルの手を借りて船に乗りこむと、呆あきれたように視線をオールへと向けた。

「ほら、さっさと漕こぎ出さぬか」

　人に命じることが身にしみついている声や表情からも、彼女が高貴な身分であることが察せられる。

　人形めいて整った顔立ちの少女は、ただじっとアンセルの顔を見つめつづけていた。

　やがて湖の中ほどまで船を進める頃には、アンセルも自分が目の前の少女のわがままにつきあわされているようでうんざりしたが、かけられた言葉に我にかえる。

「そなたは、本来なら肉体をもたぬ失われた存在だ。そうであろう？」

　アンセルは返事をしなかったが、少女はそれを気にとめたふうもなく言葉を継ついだ。

「今日、ここへくるのがそなたであればいいと、ひそかに願っていた。もちろんファネルの娘むすめが来れば、それも使い道はあっただろうが……」

「それは……どういう意味です？」

　アンセル自身がここへ来たのは、ミリセントを向かわせるより危険が少ないと判断しただけのことだったが、目の前の少女はそれすらも予測済みだったらしい。

「そう、確かにファネルの屋敷で実体化されたものは、我々〈大暗室〉の死し霊りよう術師でも自由にはできぬ。だが、今日ここへきたのはそなたとの取引のためだ」

「私との……取引？」

　主を裏切れという話なら、なんとも陳ちん腐ぷなことだとアンセルは冷れい笑しようを浮かべる。

「別にあの小娘をどうこうしろという話ではない。そなたの願いを叶かなえてやるという話だ。そもそもそなたがファネルの屋敷で実体を持ったのも、もとはといえばあの小娘がきっかけであろう？　いまも望みはあるはずだ。みよ、いまの不安定な体を」

　その言葉の意味は、アンセルには図はかりかねた。

　ただ、初めて会う少女に、しかも〈大暗室〉の人間に、まるで自分をわかっているような口をきかれることは不ふ愉ゆ快かいだった。

「あなたたちに、叶えてもらいたい望みなどない」

　その答えに、赤い瞳ひとみが哀あわれむように細められると、少女の視線がアンセルの手もとに向けられる。

　いつのまにかアンセルの手は輪りん郭かくが薄うすくぼやけ、右手を離れた片方のオールがゆらりと湖面を流されていた。

　慌あわてて手を握にぎり締しめてみるものの、はめているはずの手て袋ぶくろの感かん触しよくもはっきりとは感じられない。

「わかるか？　そなたは本来幽ゆう体たいだ。屋や敷しきを離れ、ファネルの存在から遠くなれば……そのようになる」
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　まるでなにもかも見み透すかすような少女の声に、アンセルはひどく自分が息苦しいのに気づいた。

　死人に呼吸はいらない。体は本来のものではない、実体はないと目の前の少女に言われたばかりだ。矛む盾じゆんした現象と、それを意識してしまう自分が嫌いやになる。

　以前ミリセントに、自分の体に鼓こ動どうがないのを確かめさせたこともあった。

「今日ここに、そなたがいるのはなぜだ？　失えない、望むものがあるからだ」

　薄く朱しゆをにじませたような唇くちびるが、ひんやりと問いかける。

　気づいていた。このところ、グレンに向けられるミリセントの瞳に、その姿を追うような、安あん堵どするような色があることは。

　それに怯おびえる自分には、何も知らぬまま純じゆん粋すいに案じてくれるミリセントの気持ちがときどきつらくなる。

「実体を持てるとしたら、そなたはどうする？」

　湖面を渡わたる強い風のように、少女の声が心を波立てる。

「だからといって、私があなた方に協力するとでも？」

　ずいぶん軽くみられたものだと、嫌けん悪おさえ覚えたが、不思議と少女の瞳や言葉にあざけるような調子はない。むしろ、いたわるような哀れむような感情すらあらわれている。

　その瞳を見返すうちに、つきりと頭の隅すみに違い和わ感かんを覚えた。

　目の前に、ふいに影かげが落ちてあたりが暗くなる。

「なんじゃ、これは……」

　少女の驚おどろいたような声に、アンセルはそれが自分の感覚ではなく、目の前に起きた異変だと気づいた。

　背後から落ちる影を振り仰あおぐと、ぽたり、と冷たいものが額に触ふれた。

　ぱたぱたぱたっ……

　次々と水すい滴てきをふりまくのは、水中から巨きよ木ぼくが生えるように大きく伸のびあがった影だ。

　それはアンセルの頬ほおや肩を盛大に濡ぬらす。

　途と端たんにボートは大きく揺れ、波に遊ばれるように左右に傾かたむく。

「なっ!?」

　アンセルの背後では、空に向かって滝たきが流れるような水しぶきがあがる。錆さびた滑かつ車しやをまわすのに似た咆ほう哮こうが、きしむように響ひびいた。

「竜が……？　ほんとうに、この湖に……」

　泥どろと水草のにおいをまとってあらわれた巨きよ大だいな生き物。

　唖あ然ぜんとして目を離はなせなくなったアンセルをのぞきこむように、その生き物は長い首を曲げ眼前に迫せまってくる。

　物語に出てくるような翼つばさを持ち空を飛ぶドラゴンとは違ちがい、ひび割れた皮ひ膚ふに覆おおわれた水竜は小さな目鼻をしている。エラにあたる部分に、カエデの葉を重ねたような突とつ起きがみえた。

　もう一度叩たたきつけるような咆哮を受けると、ボートはあっけなくひっくり返される。

　目の前の少女は赤い目を見開いたまま宙にとばされ、華きや奢しやな体はあっという間に水に吞のまれた。

　竜はその長い首をぐぅんとしならせると、勢いよく水に潜もぐる。

　竜の起こした流れは激しく渦うずを巻き、水の中に落ちたアンセルの体は吸い寄せられた。

　不思議と恐きよう怖ふはなかった。水の流れのなか、近づく竜の本体がどれほど大きいのか自分が知っているような気がする。

　耳みみ障ざわりだったその鳴き声も、水中では快い響きにかわりアンセルは懐なつかしささえ感じていた。

　深くへもぐった長い首がふたたびうねるように戻ってくると、アンセルの体がふわりと持ち上げられる。

　逃のがれる間もなく、そのまま首と背の間にひっかけられると、アンセルは岸辺へ導かれた。

　浅あさ瀬せにたどりつき、自力で岸にあがると、竜はまるで見守るように黒い瞳をこちらに向けている。

「ひょっとして、助けて……くれたのか？」

　竜の鼻先から、ぶしゅっと空気が抜ぬけ、エラのような突起が揺れた。

　──……私は前にも……こうして竜を見上げたことがあった？

　脳のう裏りに切れ切れに浮うかぶのは、ミルクのように濃こい霧きりに包まれたあやふやな記き憶おくだ。

　しかし浮かんできた光景に、アンセルはひやりとした恐怖を感じ、すぐに意識をそらしてしまった。

「ありがとう」

　竜の姿をまっすぐ見返すこともできず、ただそう口にすると、ふたたび頭上で何かがうごめく気配がある。

　顔をあげると、目の前の巨大な生き物はざぶりとその身を湖に沈しずめていくところだった。

　立ち上がろうとして、アンセルはひどい眩暈めまいを感じたが、意識を失うまいと木にすがる。

　いままぶたを閉じてしまえば、目をそらした光景が今度こそよみがえってしまう確信があった。

　──いま意識を手放したら、きっとあの霧きりが晴れる。知りたくない。でも……なにを？

　自分がなぜそれに怯えるのかもわからないまま、アンセルは頼たよりない足取りで湖から離れた。
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　木々の合間を縫ぬうように、ふらつく足取りで歩く男は、白い髪かみを風にあおられていた。

〈大暗室〉の一員でもあるヨナス・ギシェは大きく舌打ちすると、枯かれ葉を派手に蹴けりあげる。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。なんでこんな道どう化けの真似まねで、田舎いなか道を歩かせるかな」

　いまヨナスが押しているのは、見世物の呼びこみなどに使われるパイプオルゴールを内蔵した小型の荷車だった。

　ヨナスのように特とく徴ちようのある男が勧光地をうろつくには、この姿もひとつの手なのだろうが、なにしろ当人が投げやりだ。

　ヨナスが不規則な歩ほ幅はばで歩くせいか、手押し車からはブンカ、ブブ、ブガガと気の抜けた旋せん律りつがこぼれていく。

「はぁ、こんなもの押してたって、ガキのひとりも寄ってきやしねぇ」

　ぱっと見は旅芸人風のヨナスだが、どこか異質な空気をまとっているうえ愛あい想そもないのだから、それも当然とはいえた。

「しかし、あいつらの人使いの荒あらさもひでぇ。おかげで腹もすっかすかだ……」

　長く、あまりに長く〈大暗室〉のなかで動いてきた。

　彼らに向ける忠誠などもってはいないが、この肉体を与あたえられた義理はある。

〈大暗室〉が求める『永遠の魂たましい』はいまだ完かん璧ぺきではなく、試作品のひとつともいえるヨナスの肉体は、徐じよ々じよに擦すり切れてもきていた。

　ヨナス自身がどれほど優ゆう秀しゆうな死し霊りよう術師であれど、生者と同じように体を保つにはやはり限界がある。

　もはや機能を果たさない内臓を体に押しこめておくべく、裾すその長い外がい套とうの下はほぼすべてが包帯できつく締められていた。

　ぱさぱさと乾かわいていく体は日増しに軽くなっていく。どれだけ血で満たそうとしても、もはや皮膚も血管も疲ひ弊へいしきって役にはたたない。

「もう、待ってられねぇな」

　ヨナスがラズウィックへきたのは、〈大暗室〉幹部から指令があってのことだが、もとより指図などなくとも、ここへくるつもりではあった。

　ミリセントに渡したイヤリングのことがある以上、そろそろ自分も賭かけに決着をつけねばならない。

　だというのに、結社から下った指令のせいで、いまの自分は田舎道をほっつき歩いて探し物をさせられているのだ。胸むなくそが悪い。

　靴くつの先でもう一度枯れ葉を蹴りあげ、ヨナスはぶつぶつと小声でもらす。

「シャロウトゥリルの呼び出しに応じるのはどっちかなぁ？　賭けときゃよかった」

　今日このラズウィックに、〈大暗室〉のなかでも重要な地位にある少女がくることはわかっていた。

　自分に探し物を命じた少女が、起こした行動の結果を確かめるべく、ヨナスは湖こ畔はんをのぞき見ようとした。

　ちょうど茂しげみを抜け、桟さん橋ばしから離れた位置に出ると目の前の湖に天をつく勢いの水柱があがる。

「んんー？……爆ばく発はつでもあったか」

　ヨナスが濃く青い瞳ひとみをすがめ岸辺を眺ながめると、いつもは少女の護衛についている男たちが慌あわてふためくようすが見える。

「まー、あいつらの役立たず加減もさすがだな」

　状じよう況きようはわからないまでも、どうやら湖に漕こぎ出してひっくり返ったボートがあるのは確からしい。湖面に浮かび、苦労して岸辺に向かって泳ぐ人ひと影かげが少女だと気づいたヨナスは、とても愉ゆ快かいになった。

　水を吸った衣服に苦労しているのだろう。少女が目指しているのは、ちょうどヨナスがいるこの岸辺だ。

　あともう少しでたどり着くというところで、ヨナスは手にしていた杖つえを突つき出してやる。

「まったく、こんな無茶はあんたらしくないねぇ。シャロウ」

　名を呼ばれた少女は、汚けがらわしげにヨナスをにらみつけると、杖には触ふれずに自力で岸にあがった。

　必死に駆かけつけてきた警護の男から苛いら立だったようにマントを受け取ると、ずぶ濡ぬれの体にはおる。

「お前に名を呼ばれたくなどない。ヨナス……なぜここにいる。役目は与えてあるはずだ。塔とうのほうはどうなってる」

「だからぁ、俺もちゃんとやってるって。漁あさってみたけどやっぱあそこははずれだな。がらくたばっかだった。あるとすれば、薔ば薇ら屋や敷しきだろ」

　ぞんざいな言葉で報告しながらも、ヨナスはくだらないとしか思えなかった。

　子供にしか見えない少女が自分を顎あごで使っている。そのこと自体は気にならない。

　なにしろ〈大暗室〉のメンバーはあらゆる意味で幅はば広く、名士もいれば、生死を問わずに拾われる自分のような死霊術師もいるからだ。

　当然、目の前の少女が見た目どおりの存在でないこともうすうすわかっている。

　だがこのところの〈大暗室〉の動きは、ヨナスにとっては興味のない、茶番のような騒そう動どうに思えた。

　──誰だれが王様になったって、たいして変わりゃしないのにな。

「お前はひきつづき円えん盤ばんのありかを探せ」

「こないだ盗ぬすんできてやっただろ。あれじゃ駄だ目めなの？」

「もちろん、あの円盤を手に入れることも必要だ。だが本当に必要になるのは、もう一つの円盤だ」

　濡れた髪からしずくが垂れるにまかせたまま、シャロウと呼ばれた少女の瞳がたぎるように赤く深くなる。

「お前が、ファネルの娘むすめに執しゆう着ちやくしているのは知っている。だからこそこの任務に当てていることを忘れるな。出すぎたまねをするなら、即そつ刻こく土に埋うめてやる」

　一いつ瞬しゆんの激情を浮うかべた顔を眺め、ヨナスは承知のことだとばかりに眉まゆを持ちあげうなずいてみせた。

　自分がなにをどう考えようと、目の前の少女に、〈大暗室〉に理由を知られることもないが、お払はらい箱だと断定されれば、この肉体も土に還かえされるだろう。

　死霊術師は、己おのれの肉体を自ら甦よみがえらせることはできない。

　その不文律がある限り、自分もまた彼らの力に連なって、肉体を維い持じしている存在にすぎないのだ。

　ヨナスはずぶ濡れのシャロウの前で、おおげさに外套をひるがえし一礼してみせた。

「では、仰おおせのままにお嬢じよう様さま。また円盤探しに戻もどってやるよ」

　そう茶化すように口にすると、ヨナスは少女に背を向けふたたび森へと向かう。

　──あいつらは知らない。俺が握にぎっている札を。執着してるのはファネルの娘であっても、あの小娘じゃない。

　冷たい風が強くふきつけ、ヨナスの真っ白な髪がうねるように舞まいあげられる。

　襟えりの隙すき間まにのぞく青白い首すじには、いくつも切りつけたような傷があった。

　そのひとつが引きつれるのを感じると、湖に張った氷が割れ、水がにじみだすように記き憶おくが浮かびあがる。

　トリシアと出会ったのは、ヨナスが死霊術師として〈大暗室〉に抱かかえこまれてからのことだった。

〈大暗室〉のなかでも、ヨナスは特とく殊しゆな存在だった。

　結社の会員というよりは、結社の持ち物。生きた死体。甦りし魂。

　ヨナスは、自身が特殊な能力持ちだったからこそ実現した、死せる死霊術師だった。




　まだ結社に組み入れられたばかりで、組織のなんたるかも把は握あくしていない頃ころ、指令を下されたヨナスはローズグレイブホールへ馬車で運ばれた。

　下された使命は、そこで暮らす女性が身につけている、飾り鎖シヤトレーヌを奪うばってくるというものだ。

　生きている頃は、戦場でさんざん命を屠ほふってきたヨナスにとって、個人宅の女性を亡なき者にするぐらい、安いものだという気持ちしかなかった。

　だが、その屋や敷しきの門を乗り越こえたところで、ヨナスは思い知ることになる。

　ローズグレイブホールは、いまのヨナスにとって特殊な効果をもたらす結界があるらしく、敷地に入るなり自分の体がほころびだしたのだ。

「な……んだ、これ。聞いてねぇぞ」

　慌てる間もなく、指の表面はがさがさとひび割れ、左膝ひざが砕くだかれたように力を失う。

　そのまま地面に膝をつくと、虚きよ脱だつ感に襲おそわれて倒たおれこんだ。

「やばい。これって逆再生してないか？」

　じわじわと、だが確実に己の体を蝕むしばみはじめた不思議な作用は、もともとヨナス自身が絶命する前に負った、傷や怪け我がを正確に再現しているらしい。

「たしか、背中のつぎは……うぐっ！　ぎ……」

　命を落とすに至った致ち命めい傷しよう。それは首を切りつけられたときの傷だ。

　呼吸とともに声が途と切ぎれ、死してなお体に流れる生ぬるい血液があふれだす。

　自由にならない手でぬるりとぬぐったところで、記憶は途絶えた。




　しかし、目をひらけばそこはやはり空の下で、どうやら地面に転がっているようだ。

　体を起こそうとすると、首から腕うでにかけて異様な感覚があった。

　すぐそばに人の気配があるのを感じ、驚おどろいて身を起こす。

「すごい、もう起き上がれるんだ」

　突とつ然ぜん背後から聞こえた少女の声に、ヨナスは身をこわばらせる。

　そのまま猫ねこのようにふわりと後ろへ跳とぶと、目の前の少女を凝ぎよう視しした。

「ひどいわね。恩人なんだからそう威い嚇かくしないでよ、こそ泥どろさん。あなたがいくら瘦やせてるからって、ここまで引きずってくるの大変だったんだから」

　豊かな黒くろ髪かみをリボンで結ゆった少女は、にっこりと笑って血まみれの手をこちらに向ける。

　よくみれば、その手には針と糸があった。

「ほら、ぬいぐるみなんかも首がばかになると、こうして縫ぬったりするでしょう？」

　十七、八歳ほどに見える少女はくったくなく告げたが、ヨナスは目の前の状況が吞のみこめない。

　恐おそる恐る自分の首すじに触れると、ずいぶん太い糸で乱雑な縫い目が感じ取れた。

　どうやら傷いたんだぬいぐるみと同じように、目の前の少女が自分の首を縫いつけたらしい。

　手もとにある針に残った糸が目にはいる。

「おまえ、赤い糸で縫いやがったな」

「仕方ないでしょ。やれっていわれた薔ば薇らの刺し繍しゆうをしてたら、裏門のところであなたが倒れてたの」

「刺繍を外で？」

「そう、嫌きらいなの。家の中も、刺繍も」

　なんの問題もないとばかりに答える少女の、あまりに物もの怖おじしない態度に、ヨナスは自分のことは棚たなにあげ、いっそ恐きよう怖ふを感じた。

「お前は……誰なんだ？」

「私はトリシア・ファネル。この家の娘よ。あなたは〈大暗室〉の新入りさん？　普ふ段だんの妙みような侵しん入にゆう者だったら助けてないところだけど。聞かされなかった？　招かれざる死者が外から屋敷に入りこめば、そういう目にあうの。でもあなた、いつものと少し違ちがうみたい」

　どこか得意げにも見えるようすで話しつづけるトリシアは、意志の強そうな眉と鮮あざやかな緑の瞳ひとみをしていた。

　ファネル家の娘と聞いて、ヨナスはとっさにトリシアの姿を眺ながめたが、その身に飾り鎖らしきものはつけていない。

　その視線に察しがついたのか、トリシアは呆あきれたように鼻を鳴らした。

「お探し物かもしれないけど、私はまだこの屋敷の当主じゃないもの。残念でした」

　だからといって危険がないわけではないだろうに、〈大暗室〉のことを知っていながら、トリシアはかなり無む鉄てつ砲ぽうな性格らしかった。

「お前を人ひと質じちにとることもできる」

「そんなことしたって意味ないわ。あの人は誰よりもこの屋敷のことが嫌いなくせに、死ぬほどお役目に忠実だもの。私を見捨てておしまいよ」

　当主である母親のことを口にすると、トリシアの瞳にわずかに影かげが差す。

「お前はヘンな女だな」

「いわれなくたって。この屋敷で暮らしてる時点で、自分がどう思われるかなんてわかってる」

　笑いながら答えると、トリシアはその白い優美な首をすいとあげて耳を澄すます。

　そして慌あわててヨナスのマントをにぎると、手についた血を乱暴にぬぐった。

「ほら、さっさといって。そろそろ騎き士しの巡じゆん回かいがあるわ。見つかったら、せっかく縫ってあげた首が無む駄だになっちゃう」

　投げかけられた思わぬ言葉に、ヨナスは縫われたばかりの己の首に触ふれた。ファネルの人間に自分が見み逃のがされる理由がわからない。

「ファネルの人間が、俺を逃にがすのか？」

「でも、また塀へいを越えたら、次はないわよ」

　まるで秘密を共有するような目くばせを残して背を向けたトリシアは、それきり振ふり返らずに屋敷のほうへと歩み去った。

「なんだ……あの女……」




　その日以来、ヨナスは首に縫いつけられた赤い糸をほどかないまま、身につける衣服を高たか襟えりのものに変えた。

　ファネル家の屋敷について、事前に情報を与あたえられなかったのは、死せる死し霊りよう術師が屋敷にどう影えい響きようされるのか、サンプルを取りたかったのもあるらしい。

「ばっからしい。最初に聞いてたって、それぐらいで恐こわがったりするかよ」

　すでに死んでる自分が、これ以上なにを恐れるというのか。

　死してなおありつづけるこの無様な肉体を、惜おしむとでも思っているのだろうか？

　それ以来、ヨナスは指令がなくともローズグレイブホールへ近づくことが増えた。

　近きん隣りんの木々の枝を渡わたったり、出入りの商人の会話などをひろい聞くうちにわかってきたこともある。

　トリシアは、現在のファネル家当主であるウィルマ・ファネルの一人ひとり娘むすめだということ。

　ずいぶん年を経へて授さずかった子供らしかったが、ファネル家の夫ふう婦ふ仲はあまり良好とはいえず、夫はすでに屋敷を出てリュイシャムのタウンハウスで別居状態にあるらしい。

　それも無理はないだろう。ただでさえ〈大暗室〉がこの屋敷に執しゆう着ちやくしているうえ、さらにあの建物には幽ゆう霊れいたちが暮らしているのだ。

　その屋敷つきの娘とくれば当然婚こん期きも遅おくれに遅れ、相手を見み繕つくろうにもかなり苦労したらしい。

　当主のウィルマは陰いん気きな夫人らしく、ほとんど自室を出ることもないが、それもひとつの自衛手段なのだろうと思えた。

　しかし一人娘のトリシアはそんな母に似ず、明るく奔ほん放ぽうで、刺繍よりはダンスを、絵を描えがくよりは乗馬を好むような少女らしい。

　ヨナスは何度もローズグレイブホールを訪おとずれ、ときおり屋敷の外がい壁へき越ごしにトリシアと言葉を交かわすこともあった。

「私は母のようにはなりたくないの」

　それがトリシアの口くち癖ぐせでもあった。

「そうか？　お前も長く幽ゆう霊れい屋敷で暮らしてりゃあ、ああして陰気になれるさ」

　強気な少女をくじいてやろうと、ヨナスは何度も悲観的な言葉を口にしたが、トリシアは決まってこう答えた。

「ならないわ。私には親友がいるんだもの。エリスが、いつか彼女が私の騎士になる。だから私は役目を放ほう棄きするつもりはないし、母のようにもならない。幸せな結婚だってしてみせる」

　つやつやとしたピンクの唇くちびるがそう語るたび、ヨナスはそれを引き裂さいてやりたい衝しよう動どうにかられ、その未来が無残なものになればいいのにと願った。

　トリシアを傷つけるには、脅おどしや暴力では意味がない。その心にある強い意志が踏ふみにじられない限り、決して瞳ひとみの光は消えないだろう。

　ヨナスはそれからも、幾いく度どかトリシアのもとを訪れつづけた。

　年月が流れ、母親の呪じゆ縛ばくから逃のがれてもなお屋敷に縛しばりつけられながら、それでもトリシアの瞳は輝かがやきを失わない。

　その瞳をみて、焦こげつくように苛いら立だつ己おのれの心を感じるのがヨナスの悦よろこびになっていた。
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　ミリセントとグレンはシルグラス城から戻もどる間も、馬車の座席でほとんど無言だった。

　口をきけなかったというのが正しいのかもしれないが、ミリセントの頭のなかでは目まぐるしく考えがめぐっていた。

　──グレンがいってたことが本当なら、ひょっとして私の気持ちだってリアエスタの影響を受けてるかもしれないってこと？

　今回の鑑かん定ていでは、これまでとは違ちがってまるきり別人の体を借りて、過去を感じることができた。

　入れ子のように視みえた過去は、とても遠い出来事のはずだが、ミリセント本人の感情を激しく揺ゆさぶるものだった。

　ハイラムという騎士を前にしたリアエスタの気持ちに、同調していたのは嘘うそではない。

「そうじゃない」と心で信じて、ミリセントは息をついた。

　──あのときは影響されたかもしれないけど、私が知ってるグレンは、一いつ緒しよに過ごした時間で知っていったんだもの。

　ただそうしたことと関係なくわかったのは、自分が暮らすローズグレイブホールが特別らしいということだ。

　リアエスタが歩いていた庭は、いまミリセントが暮らす屋敷と同じだった。

　そしてリアエスタの言葉からも、彼女がそこにいなければならない理由がなにかあるのだとわかる。

　グレンの持つ『薔薇の騎士』が、幽霊や死人を消しよう滅めつさせることができるのは、当時の剣けんだったときから継つがれてきた力なのだろう。

　──じゃあ、この『薔薇封じ』は？　グレンの銃じゆうに弾たまをこめられるのはこれが関係してるみたいだけど。ローズグレイブホールの当主になる証あかしだっていわれてたけど……他ほかにも意味があるのかしら。

　ミリセントは、外がい套とうの上から腰こしに巻かれた飾り鎖シヤトレーヌに触れた。

　いまほど、母親に会いたいと思ったことはない。

　恋こいしい、家族に会いたいという思いだけではなく、母が知っているであろう屋敷と薔薇封じの秘密を尋たずねたかった。

　やがて馬車はジーンの屋敷へつづく馬車道に入り、ステラヘルムホールの正面門へと到とう着ちやくする。

　馬車を降りたグレンは、廏きゆう舎しやから出てきた御ぎよ者しやの男になにか言いつけているようだったが、考え事にふけるミリセントの耳には入らなかった。

　しかし、ふたりが屋敷に入るとジーンの姿がない。

　グレンもあちらこちらと部屋をのぞいているが、見つからないようだ。

「ジーンさんも、今日はお出かけなのかしら？」

　ふいに静まりかえった屋内でグレンと目が合うと、ミリセントは思い切り視線を泳がせた。

　──もう、さっきのいまで。なんか気まずいったらないんだけど……

「義あ兄に上は……たぶんいつものことだから、気にしなくていい。パーティだかサロンに招かれたか、気になる品がみつかったとかでふらっといなくなるからな」

　そういう行動を取る人物を非常によく知るだけに、ミリセントもうなずくしかない。

「戻ってきたばかりで悪いんだが、君にも明日、聖王廟びようへ鑑定に来てもらいたいって話になってる。これからその打ち合わせがあるから俺は出かけるけど、君はどうする？」

　ミリセントは少し迷ったが、いまだ屋敷にアンセルの姿がないのも気になった。

「いいわ、私はここに残る。まだアルも戻ってないみたいだから」

　その返事にグレンはうなずくと、慌ただしく手荷物をまとめ、ふたたび出かけてしまった。

　グレンが消えた扉とびらを見つめて、ミリセントはほっとしたような少し寂さびしいような複雑な気持ちになる。

「そっか……さっきのって、馬車をまた使うっていってたんだ」

　大広間を出て、二階へつづく階段に向かったミリセントは、背後からかすかな音楽が聞こえたような気がした。

「なんだろ、外から聞こえる？」

　扉を開いて庭に出てみると、細い音ね色いろは幻げん想そう的なつくりの生いけ垣がきの向こうから聞こえてくるようだ。ミリセントは誘さそわれるように音を追った。

　すると、ここへ着いた日に案内してもらった、湖こ畔はんにつづく道へ出る。

　砂じや利り道を歩くと、音色は次し第だいにしっかりとしたものになり、その先に鐘しよう楼ろうと並んで建つ古い塔とうが目に入った。

　角の欠けている古びた石を組んでつくられた建物はとても小さく、人が住む場所というより、なにか作業をするための場所にも見える。

　角度を保って作られた五角形の建物は、あまりみない様式だ。

　音が流れてくる塔を見上げたミリセントは、三階ほどの高さにある窓に人ひと影かげがのぞいたのに気づいた。

「そこにいるのは、ジーンさんですか？」

「あぁ、ミリセントおかえり。ちょっと待って、いまそっちにいくから！」

　そういうと、ややあって塔の裏手からジーンが姿をあらわした。

「あれ……グレンはどうしたんだ？」

　ミリセントが屋敷を振ふり返り、グレンは打ち合わせのために馬車で出て行ったと告げると、ジーンは呆あきれ顔で肩かたをすくめた。

「まったく、グレンのやつ……昔はあんな子じゃなかったんだけどなぁ」

　その言葉に、ミリセントもつい好こう奇き心をくすぐられる。

「グレンも、子供の頃ころは素す直なおだったりしたんですか？」

「うーん、そうだね……家にきてすぐの頃は私と年が八つも違ちがうし、どうやって接したらいいのかわかんなくてさ。面おも白しろがって『君は僕の弟なんだから、なんでもいうことは聞くんだぞ』っていった日から、ずっと後をついてきたね。でも、微び妙みように警けい戒かいしてるんだ。なつかない犬みたいに。いわれたことを守ろうとしてるんだけど、親しみを持ってるわけじゃないっていうか……天てん真しん爛らん漫まんじゃなくて素直で強ごう情じようっていう印象」

「ご両親は……特になにもおっしゃらなかったんですか？」

　養子といえば、夫ふう婦ふのどちらかが外で作った子供だという可能性もある。だが、さすがに家族であるジーンの前でそれは口にできず、ミリセントは口ごもった。

　ジーンもすぐにそれを察したのか、なんでもないように答えた。

「あぁ、養子の話については突とつ然ぜんでね。父上は当時、王室へ仕事で出入りしていたから王宮で押しつけられた話だったんだろう。グレンの素性は明かされなかったけど、母上も納なつ得とくしているみたいだったから、父上が裏切ったわけじゃないのはわかった。グレンは毛並みもいいし、わがままも全然いわなかったよ。まだ五歳なのに自分の立場をわきまえてるみたいで、それが気にいらなかったな」

　不満そうに眉まゆ根ねを寄せたジーンの声に、意地悪な響ひびきはなかった。

　どこか困ったような声の調子からも、グレンのことを嫌きらっているわけではないのだとわかる。

「でも、グレンがそんなにおとなしくて素直な子供だったなんて、ちょっと意外でした」

　落ち着いたというのは、いまもグレンにある印象だが、素直な性格をしていた頃もあったらしい。

　そのとき、頭上から小鳥がさえずるような音が聞こえて、ミリセントは耳をそばだてた。

「ジーンさん、この建物のなかに鳥がいるんですか？」

「ん、あぁ……そういえば。鳥といえばそうだけど、面白いものを見せてあげよう」

　招かれるまま、塔のまわりをぐるりと巡めぐると、すぐに入り口らしき木戸が見つかる。

　ジーンの持つ手て燭しよくを頼たよりに、やや薄うす暗ぐらい階段を上っていく。

　重々しい色調の古びた扉が開かれると、そこにまったく違う雰ふん囲い気きの部屋が広がっていてミリセントは足を止めた。

「うわ、外観と全然違いますね……すごくきれい」

　床ゆかの木目は複雑なモザイクを描えがき、その上に金の縁ふち取どりの絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　しっとりとした淡あわいブルーの壁かべ紙がみ。白い彫ちよう刻こくを施ほどこされた壁柱と丸い天てん井じようを、淡い金きん網あみ模様が覆おおっている。

　貴婦人のドレッシングルームのようにこぢんまりした空間は、荒あれた石肌の建物からは想像もつかない。

　それでも、先ほどジーンの影かげがみえた窓まど枠わくには、古びた鉄の格こう子しがはめ込まれ、そこだけが殺さつ伐ばつとした印象だった。

「さすがに、最初入った頃ころはなかも荒れほうだいで、昔ぼやがあったのか煤すすがひどかったんだけどね。もともとあった内装に近い形で復元してみたんだ。ちなみに、ここってうちの領地のなかだけど、この建物は王室管理のものだから、秘密にね」

　唇くちびるに指をあて、楽しげに打ち明けられたものの、実際はかなり問題がある真相を聞かされて、ミリセントも面食らう。

　それでもこんなふうにジーンが口にすると、たいした問題ではないように思えるから不思議だった。

　塔のなかは壁際にいくつも収納戸と棚だなが置かれ、こまごまとした物が並べられている。

　どうやら箱や置物に見えたそれらは、すべてオルゴールのようだ。

　骨こつ董とうや美術品としてよく目にする、色々な材質の木で作られた箱型のものや、硝子ガラスのドームがかぶせられたもの。宝石箱になっているものはもちろん、酒の小こ瓶びんを入れておく棚であったり、葉巻を入れておくようなものもある。

　この場所だけで、ゆうに五十はあろうかという数のオルゴールに、ミリセントは思わず見入ってしまいそうになった。

「どう気に入った？」

　ジーンの声が聞こえると、重なるように頭上から小鳥の声が降ってくる。

　その姿を捜さがしてミリセントが視線を巡らせると、いつのまにか梯はし子ごに足をかけてジーンがほほ笑えんでいた。

　見上げれば、丸い天井にはいくつか鳥とり籠かごが下げられ、先ほどミリセントが耳にしたさえずりもそこから聞こえてくるようだった。

「ほら、ここの鳥籠を下から見てごらん」

　いわれるままに見あげてみると、鳥籠の底には文字盤と針がはめ込まれ、照明ではなく時計として使われるらしい。

「この上の鳥も、細工物のオルゴールなんですね」

「そう。時間がくると鳴いて枝を渡わたるんだ」

「これもジーンさんのコレクションなんですか？」

　──お屋や敷しきにあった物は、侯こう爵しやく様ともいい勝負の妙みような品が多かったけど、オルゴール収集なんてまともな趣しゆ味みもお持ちだったのね。

　そんなミリセントの心の声を聞いたように、ジーンは口をひらいた。

「まぁ、このラズウィックの町は鐘かねの街としても知られているから、優ゆう秀しゆうなオルゴール職人と工こう房ぼうが多い。もともと、ここに竜伝説があるおかげで昔から鐘が鳴らされてきたんだ。竜に捧ささげる音楽を作ろうとして、釣つり鐘がね職人が腕うでを競きそったことが発はつ祥しようみたいだけど」

「ラズウィックの竜伝説って、そんなに昔からあるものなんですか」

　ジーンはうなずきつつ、室内にずらりと並んだ棚を眺ながめた。

「で、私のこのコレクションは理由がある。この町にいれば、コレクター垂すい涎ぜんのオルゴールも手に入れやすい。分野は違ちがえどコレクター同士繋つながりがあるから、互たがいの利にあった物や情報を引き換かえることもできる」

　どうやらここにある品々は、ジーンにとっては地の利を活いかした投資のひとつらしい。

「そうそう、それで君にみてもらいたいって物なんだけど……」

　ジーンはそういうと、卵の殻からのような形のオルゴールのねじを巻いた。

　白銀の繊せん細さいなレース飾かざりのついたそれは、軽かろやかな音楽を奏かなでながら、きりきりとかすかな音を立てて、上部が蓋ふたのように持ち上がる。

　中からあらわれた瑠る璃り色の小鳥がくちばしを動かすさまは、本当に鳥が歌っているようだ。

　しかしからくりはそれだけではなく、卵の台座部分にある引き出しが開くと、ジーンはそこから鉱石のような塊かたまりを取り出した。

　それは蜜みつを凝ぎよう結けつさせたような、とろりとした色合いで、ジーンの手のひらにすっぽり収まった。

「それは、琥こ珀はくですね？　このあたりのものなんですか？」

　ラズウィックの湖周辺には山が多く、鉱山もいくつかあることで知られている。琥珀は樹じゆ脂しの化石だが、天然のものだとすればかなりの価値があると思われた。

「じつは、詳くわしいことは私にもわからないんだ。ほんとはいけないことだし、秘密にしておいてもらいたいんだけど、これもここにあったんだよねぇ……」

　しれっと口にされて、ミリセントも答えに困ってしまったが、つまりは王室所有の塔とうにあったものになるらしい。

「まだグレンが小さい頃に、ここで一いつ緒しよに見つけたものなんだ。当時は人の手もはいってなくて、幽ゆう霊れいが出るなんて噂うわさもあったぐらい。建物も傷いたんで荒すさんだ感じだったから、つい怖こわいものみたさでね」

　子供らしい好奇心だったのだとジーンは片目をつぶってみせたが、彼のいうような荒こう廃はいした気配はいまのこの場所からは感じられない。

「でも、琥珀って高価なものですし、ここが王室管理されてるなら、勝手に触さわっちゃうのはまずいんじゃないですか？」

　この塔がなにに使われていたかは不明だが、いくら土地の持ち主とはいえジーンの行動は咎とがめられるだろう。

「わかってはいるんだけどね。もうここ十年近くは、隣となりの鐘しよう楼ろうで鐘を鳴らす用以外に人が近づくこともないんだ。管理とは名ばかりの奴やつらの怠たい慢まんともいえる」

　その口調にはどこか不ふ遜そんな響きがあり、リーアン王子のことを語ったときにも感じた、王室への嫌けん悪おのようなものがあった。

　ジーンから琥珀を手て渡わたされて、ミリセントはそれを透すかすように窓のあるほうへ掲かかげてみる。

　金の液体を閉じこめて見えるその中心に、うすべったい丸い欠片かけらのようなものが内包されていた。

「透とう明めい度も高いし、これだけ大きいと相当な値打ちものです。それにこの中身……貝かい殻がらかなにか？　こんなふうに内包物があって大きな琥珀は、ディンセル侯爵様みたいなコレクターにも人気があるから」

　そう口にして、目の前にいるジーンもまた同じ人種なのだと思い出す。

「あの、ひょっとして鑑かん定ていするものってこの琥珀のことですか？　ただ、私にわかるのは作られた物のことなので、自然物のことはなにも視みえないかもしれません」

「そうなんだ、人の手にかかった物に限られるのか……一度試ためすだけやってみてくれないか？」

　ミリセントはうなずくと、琥珀を握にぎったまままぶたを閉とざした。

　しかし、暗くら闇やみで残像がもやりと落ち着いてきても、やはりなにも視えてこない。

　──うーん。やっぱり自然界のものって、誰だれかの感情とか状じよう況きようが関係してるわけじゃないし無理なのかもね。

　諦あきらめかけたそのとき、耳慣れない旋せん律りつを聞いた気がしてミリセントは首をかしげた。

「あのジーンさん……また、新しくオルゴールのネジをまかれました？」

　ミリセントが目をひらいて問いかけると、ジーンに不思議そうな顔をされてしまった。

「いーや？　なにもしてないけど。君こそ、なにが聞こえてるの？」

　まるで面おも白しろがるようにジーンの瞳ひとみの色が深くなる。

「いえ……あぁ、なんか小さくなって…………いま、消えちゃいました」

　そう答えながら、ミリセントは自分が手にしていた琥珀を無意識のうちに耳に当てていた。

　貝殻から波のざわめきを感じるのとは違ちがう、はっきりとした音程があったような気がする。

　その動作を見ていたジーンは、嬉うれしそうにうなずいた。

「やっぱり！　それってなにか音がしてるよね。このところ、明け方に湖から音が聞こえてくるんだ。鐘の音でもないし、気になって見に行ったこともある。前にそれを持っていったときには、影みたいなものも見えたんだよ。あれは竜だったと思うんだけど」

　ジーンは興奮したようすで口にすると、うきうきした足取りでオルゴールの並んだ収納戸棚のひとつを開いた。

「竜といえば、見てこれ。幼き頃ころの力作」

　琥珀をどけた手の上に、ぽんと手渡された石せつ膏こうは思ったより重さがあり、ミリセントは慌あわてて両手で抱かかえた。

「うぅわ……。なんていうか、これ。怪あやしさ全開じゃないですか!?」

　いびつな形に見える石の塊は、あきらかに巨きよ大だいなトカゲの足そく跡せきに似せたくぼみがある。

　他ほかにも怪しげな爪つめやら、なにかの目に見える不気味な模様の石、鳥の羽根に包まれた鉱石などが戸と棚だなに詰つめこまれていた。

「これ、全部ジーンさんが作られたんですか？」

「ふふふ、答えは鑑定して当ててみて」

　まるで試すような響ひびきのある言葉に、ミリセントはうなずくと石膏に触ふれたまま目を閉じた。

　今度は視界の闇やみのなかに、すぐにちらちらと光があらわれる。

　視えてきたのは納な屋やだろうか、作業小屋のような場所で石膏と格かく闘とうしている少年の手だ。

　まくりあげた袖そで口ぐちにまで溶といた石膏がとんでいる。まだ十代半ばの少年はジーン本人なのだろう。誰もが思わず視線を吸い寄せられる、やわらかくも気高い面立ちだ。

　ジーンは寸分の狂くるいも許さないといいたげな設計士の目つきで、巨大なトカゲの足跡を模かたどった粘ねん土ど細工の上に、石膏を流しいれている。

　──やっぱり。ここにあるものはジーンさんが作ったの？

　作業台を眺めると、他にも砕くだかれた水すい晶しように金や銀の削けずりかす、水に長く沈しずめて腐ふ敗はいした布を荒あら縄なわでくくったミイラのようなものまで置かれていた。

　作業しているジーン少年は、ふと耳をそばだてた。部屋の外に誰かいるらしい。

　小さく笑えみを浮うかべ、すばやく手を拭ふいてエプロンをはずすと、先ほどミリセントも触れた琥珀の塊を持って扉とびらを開けた。

　──え、これって……

　ミリセントは瞬しゆん時じに相手が誰だかわかった。そこにいたのは、まだ背せ丈たけがジーンの半分ほどしかない幼いグレンだったのだ。

　今より幾いく分ぶん明るい色の金の髪かみと、くりっとした可愛かわいらしいふたつの目がまっすぐにジーンを見あげる。まだ丸みの残る頬ほおの線や面立ちからいって、六歳になるかならないかの年とし頃ごろ。

「兄上、あれのことわかりましたか？」

　緊きん張ちようと期待があるのか、やや頬を赤くしているグレンの前に、ジーンはかがんで視線をあわせた。

「あぁ、ちゃんと調べておいたぞ。これは竜の卵だった。中にキラキラした物が入ってるだろう？　これが竜のもとになるんだ。いっただろ、あそこにはほんとに竜がいるんだって」

「ほんとに……この卵から生まれる？」

　大切なものをのぞきこむように、グレンはジーンの手の中にあるものをのぞきこんでいる。

　ひたすら純じゆん粋すいな驚おどろきと喜びに、瞳を輝かがやかせた幼い表情をみていると、ミリセントもなんだか幸せな気分になった。

　そしてグレンを見下ろしているジーンも、自分と同じ気持ちでいることがその眼まな差ざしから感じ取れる。

　──すこし、わかった気がする。ジーンさんのコレクションへのきっかけも、グレンがいまの道に進んだのも……

　胸のなかがほんわりとあたたかくなり、ミリセントは瞳をひらいた。

　目の前にいる人物は、血は繋つながらなくとも確かにグレンの兄だった。

「わかりました。その戸棚にある怪しげなものは、全部ジーンさんの手づくりですね？　グレンが昔は不思議好きだったなんて……やっぱり信じられないんですけど」

　ここへくる道中でも、竜伝説についてグレンは不ふ機き嫌げんそうに「竜なぞいるか」のひと言で済ませたというのに、幼い彼は喜びに瞳を輝かせていた。

　──あんなに、可愛い頃もあったんだぁ。

　思わぬところで、知らなかったグレンの一面を見られた気がして、ついミリセントも頬がゆるんでしまう。

　ジーンは苦く笑しようを浮かべつつ、ミリセントの手にある石膏を受け取った。

「君は……本物なんだね。正解だよ、グレンは小さい頃、ここの竜伝説にとても夢中だったし、一いつ緒しよに暮らしはじめてからは、私にもとても懐なついてくれた」

　そこまで言うとほっとしたように息をつく。

「良かった。君がちゃんとしたお嬢じようさんで」

「？……それは、どういう意味ですか？」

　これまで親しげだったジーンの表情が、ゆったりと硬かたさをはらんだものへと変わり、その声も少しだけ厳しさを帯びた。

「すまないね。君に会うまでは、今度はどんな女がグレンにつきまとってるのかって心配もあったんだ。わかるよね？　家には伯はく爵しやく家の称しよう号ごうがある。元商人だった父に引け目はないけど、いまじゃ豪ごう商しようが爵位欲しさに縁えん組ぐみをするのに必死になってるところもある」

　ミリセントは、その言葉にただうなずいた。

　──そうよ、グレンは嫡ちやく子しじゃなくても、その家いえ柄がらも仕事もいろんなところから注目される人だもの。家族であるジーンさんが、私のことを気にするのも当たり前だわ。

「ただ、この頃じゃ私の放ほう蕩とうぶりも板についてしまったせいで、『マクミラン伯爵は次男に爵位を継つがせるのではないか？』なんて噂うわさがあると、こないだも話したね？」

　蒸むしかえされたその話題に、ミリセントは血相を変えた。

「……そんな、グレンはそんなこと望んではいません」

「そうかもしれない。でも、人の噂は自分たちに都合よく流れるものだ。私も父上の気持ちを確かめたわけじゃないが、噂のせいでグレンの周りに近づく人間は本当に色々だ。正直をいうと、私が夜会やサロンで直接確かめてご遠えん慮りよ願った令嬢も多い」

　その口調はどこか人を寄せつけない冷ややかさがにじみ、容姿端たん麗れいなジーンが口にするとどこか凄すごみがあった。

「グレンは本物を知り、追求していく人間だ。またそうした真実を愛している。くだらぬ貴族のしがらみや、階級に縛しばられて欲しくはない」

　──やっぱり。ジーンさんはグレンのことすごく心配してるんだ。

　ミリセントはふたりをとりまく環かん境きようの複雑さを思った。それでもジーンが、決してグレンをうとましく思ってはいないのだとわかって嬉しくなる。

「で、グレンが女性を連れてるときは……まぁ、たいてい取引関係やつきあいで押し切られたときだ。なのに君はアンジェリカのお墨すみ付つきだっていうじゃないか。まがい物じゃないだろうとは思ったけど、いろいろと調べさせてもらった」

「そ……そうだったんですか」

　あまりに徹てつ底ていしたジーンの行動にミリセントは唖あ然ぜんとしつつも、貴族階級というのはそういうものなのかもしれないと頭の隅すみで圧あつ倒とうされる。

「でもこれが面白くてね、社交界での君についての噂は仕事にまつわることばかりで、しかもディンセル侯こう爵しやく家お抱えの鑑かん定てい士しときてる。連れてるお供も尋じん常じようじゃなければ、グレン自身の婚こん約やく発言だろう？　めでたくいま本物だってわかって、あぁ、これで私は君に意地悪しなくていいんだって、安心したところ」

　まったく悪びれもせず、さわやかにほほ笑むジーンにミリセントも笑うしかない。

「私が偽にせ者ものだったら、意地悪するつもりだったんですか？」

「あぁ、しただろうねぇ。そりゃもう、二度とパーティでグレンに近づけなくなるぐらい、根深くなりそうなやつを」

　見ているほうが赤面するような艶なまめいた笑みとともに、ジーンは恐おそろしい言葉を口にする。

　内心胸をなでおろしつつも、ミリセントはもうひとつ確かめておきたいことがあった。

「……ジーンさんが、ここにあるものを手づくりしたのって、全部グレンのためですよね？」

　その問いかけに一いつ瞬しゆん驚きを浮かべると、ジーンは今度は親しみをこめてミリセントを見つめ返した。

「まぁ、そういうことになるかな？　小さい頃ころは、なかなかグレンが心を開いてくれなくて、避ひ暑しよでラズウィックへいくことになったときに、竜の話をしてやったんだ。そしたらすごく素す直なおに信じちゃうから……おとぎ話でしたっていい出せなくなっちゃって。こうしたものでも、あの頃はなんでも驚いてくれて、『兄上、兄上』ってあとをついてきてくれたのに。どうだ、いまのあいつときたら……」

　遠い日の幼い弟を懐かしんで、ジーンは寂さびしげに自分の作品を眺ながめた。

「でもいまは、ジーンさんが不思議の魅み力りよくにとりつかれちゃってるわけですか」

「まさかグレンが、あんなに堅かた物ぶつに育ってしまうとは思わなかったけどね。……たぶん、私がやりすぎた反動なんだろうけど」

　ジーンの話すところによると、探検だといってボートを出しては漂ひよう流りゆうして救助されたり、湖を一望できるところで竜を捜さがすのだと崖がけを登って転がり落ちたりと、数々の困難がグレンを襲おそったらしい。

「ほら、最初に『いうことを聞くように』なんていっちゃったもんだから、どんなときでも歯くいしばりまくって、がんばっちゃって」

　そういってからから笑うジーンのようすに、当時の容よう赦しやなさが知れるようで、いまのグレンの成長ぶりが納なつ得とくできてしまったミリセントだった。




　ジーンとの話を終えて、屋や敷しきに戻もどったミリセントは、アンセルの姿がいまだ見えないのが気になった。

　近辺を散策しているのだろうとは思っていたが、あまりに帰りが遅おそい。気になって、アンセルに与あたえられた部屋を訪ねることにした。

　階段を挟はさんで、ミリセントの部屋と別の方角へ延のびた廊ろう下かを歩くと、なにかが滴したたったような跡あとが点々とつづいている。

「なに……これ、水？」

　見ればアンセルの部屋の扉とびらも完全に閉まりきってはおらず、ミリセントはつい隙すき間まから声をかけた。
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「アル、もう戻ってるの？」

　しかしそこに白い背中を見て、ミリセントは大おお慌あわてで扉を閉めた。

「あのっ、ごめんなさい！　着き替がえてたのね……」

　──び……び、びっくりした。なんか……いけないものを見たような。でもまだ日も落ちてないのに、なんで着替えてるの？　それにいまアルの背中に……

　すらりと締しまった背筋から腰こしにかけて、赤い一筋の傷のようなものが見えた気がしたのだ。

　やや間があって、衣服を身につけたアンセルが扉を開けてくれる。

「ミリセント様？　大変失礼いたしました。少し濡ぬれてしまったもので」

「う、うぅん。こっちこそ急にきちゃって……あ、まだ髪かみが濡れてるわよ。ちゃんとふかなきゃ」

　部屋に迎むかえ入れられたミリセントは、椅子いすにかけられたタオルを手にするとアンセルの髪に手を伸ばした。

　アンセルもやや戸と惑まどったあと、諦あきらめたのかかがむようにしてミリセントにおとなしく髪を拭ふかれる。

「でもどうしたの、今日は雨なんて降ってなかったでしょう？」

「じつは……湖こ畔はんのまわりを見てまわっていて、ボートに乗せてもらったのですがバランスを崩くずしてしまって」

「アルが？　ボートから落ちたの!?」

　ミリセントは以前にも、アンセルが見事な手さばきで剣けんを操あやつるのを見たことがあるだけに、彼がボートから落ちる姿など想像できなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだった？　まさか、背中を打ったりしてない？　あの、さっきほんのちらっとだけ見えちゃって、ほんとちょっとだけなんだけど、背中が赤かった気がしたから」

　その言葉にアンセルは不思議そうに瞬またたいたあと、指を背中に伸ばしたがすぐに首を振ふった。

「いえ、とくにどこか痛めたりはしてないはずです。それに私はもう死んでおりますし、ご心配にはおよびません」

　その言葉と表情があまりに当然のように告げるので、ミリセントはふっと寂さびしくなった。

　こうしてアンセルが自分を死んだ者として語るたびに、胸がずきりと痛み心細くなる。

　自分たちとは違ちがう存在だと、線を引かれたような気持ちになるのかもしれない。

「それで、湖ではなにか思い出せそうだった？　ここに来たことがあるとか」

　問いかけに、ほんのわずかアンセルの表情が硬いものになる。瞬きひとつほどの間だったが、ミリセントにはそれがわかった。

「いえ……結局、よくわかりませんでした。ずぶ濡れになっただけです。でも、不思議ですね。屋敷にいるわけでもないのに、外へ出てミリセント様と離はなれていられるなんて」

　苦く笑しようしつつ答えるアンセルの声はいつもどおりだが、どこか違い和わ感かんがある。

　それにミリセントは他ほかにも気になることがあった。

　ローズグレイブホールで実体化した物は、屋敷の外に出せば形を失うと聞いていた。

　いくらペンダントの効果があるとはいえ、アンセルがそれに該がい当とうしないということは、彼はどこか特別なのだろうか？

「でも、アンセルが外でも実体を保たもてるなら、もっと自由に動けるわよね？」

　それが本当なら、彼も生きた人と変わらず出歩けるのではないかと思ったのだが、アンセルがふと表情を曇くもらせる。

「私も、トリシア様が屋敷を出られるときのいいつけで、外へは出られないと思っていました。ペンダントのおかげかもしれませんが、やはりミリセント様と距きよ離りがあると少し不安定になるみたいです」

　少しだけ手が透すけたのだとアンセルは漏もらした。

「ミリセント様は、マクミラン様とおでかけになっていかがでしたか？」

　その言葉に、ミリセントは昼間の自分の言動を思い出すはめになり、しどろもどろになる。

「どうって……えぇっと、そう！　ウォーベック家ってお城みたいなところだったの。そこでもちょっと幽ゆう霊れいみたいなものが視みえたりしたのよ。それで、見つかった道具を鑑かん定ていしてみたんだけど。なにがわかってわからなくなったのか……それもわからなくなっちゃって……」

　──自分の気持ちを見つけたと思ったのに。それすら迷わされる結果になったような気もする。

　腹立たしいのと、ほっとしたのがせめぎあうような、いまの気持ちが少し悔くやしい。

「ねぇ、例えばだけど、アルも昔のことを思い出せなかったりするでしょう？　でも、もし誰だれかを好きになったり嫌きらったりしたとして、それが昔の自分の気持ちに関係してるかもなんて、不安に思ったことってない？」

　幼少時の記き憶おくに曖あい昧まいなところがあるミリセントにとって、グレンの口にした言葉は真実のようにも思えるし、あまりに疑うたぐり深くも思える。

　アンセルはその問いに、やや物もの憂うげにうつむくと真まっ直すぐにミリセントをみつめた。

「過去が関係しているかはわかりません。……でも、私はいまの気持ちを信じています。自分がなにを愛し大切にしているかを、見失ったりしません」

　熱のこもった声は、どこかひたむきで寂しげだった。

「ミリセント様と離れている間に、不安定だったのは体だけではございませんでした」

　アンセルの心の中にいるのは誰なんだろうと考えたミリセントは、ふいに手を握にぎられて驚おどろいた。あたたかい指は、やはり命が通っているようにしか思えない。

　深い紫むらさきの瞳ひとみに、心の底までのぞかれるような気がして、ミリセントは目を伏ふせた。

「……そんなに心配かけちゃった？　そういえばグレンにも、今日はアルがいないのかって不思議そうに聞かれたの。私、いつもアルに世話をかけすぎなのね」

　──どうしたんだろう？　今日のアルは……少し変だわ。

　自分に向けられている熱にのぼせてしまいそうで、ミリセントはわずかに身じろぐ。

　すると、目の前でアンセルの気配がふっとゆるんだのがわかった。

　あたたかい指がいたわるように、ミリセントの手の甲こうを包む。

「ここはアンダーヒルよりも冷えます。手て袋ぶくろももっと厚手のものをお渡わたしすればよかったですね」

　いつもと変わらぬ口調になったアンセルに、ミリセントはひどくほっとした。

「手が冷たいのは、さっきまで外にいたからなの。ジーンさんに湖にある塔とうを案内してもらってたのよ」

「それは、この先の小道からいける湖の側そばですか？」

　話しはじめると、もういつものアンセルと変わらない。

　穏おだやかにうなずきながらミリセントの話を聞いてくれる表情は、やさしげでよく知るものだった。




　アンセルと別れ、自分の部屋に戻もどったミリセントは、しっかりと握られた手がまだ熱を帯びているような気がした。

　──ひょっとしてアルは、なにか思い出しかけてるけど、どこかすっきりしない状態なのかも……それで不安なの？

　ミリセントはふっとため息を漏もらすと、部屋の椅子いすに腰かけ、鏡台に置かれた宝ほう飾しよく品ひんの入った小箱をあけた。

　そこにはアンセルの瞳よりもやや浅い色をした、アメジストのイヤリングが片方だけ入っている。

「ほんとは、これのことアルにも相談したかったんだけどな」

　それはここへくる前、シーズンを迎えた王都のマジックの舞ぶ台たいで起きた騒そう動どうのなか、ヨナスがミリセントの耳に残していったものだ。

〈大暗室〉の一員であるあの男は、必ず母の手がかりをつかんでいる。

　だが心しん配ぱい性しようのアンセルは、自分がヨナスのことを調べ近づくことを喜ばないだろう。

　グレンの仕事が多た忙ぼうで講義が休みの間にも、ミリセントはイヤリングを鑑定して、使われている紫むらさき水すい晶しようがラズウィックにある鉱山で掘ほられたものだと突つき止めていた。

　湖がパイプの形をしているその先せん端たん部分、煙けむりがあがる縁ふちのあたりには山が連なる土地がある。

　そのうちのいくつかが、過去鉱山として使われていたことまではわかっていた。

　印をつけた地図とともに、イヤリングを持ってきたのは、このことをグレンにも相談したかったからだ。だが、今日の出来事のすぐあとでは、顔もあわせづらいような気がする。

「どうしよう。せっかくここまで来たんだし、やっぱり気になるけど……」

　つぶやきを落とすと、自分のすっきりしない気持ちごと封ふうじこめるように、ミリセントはそっと小箱の蓋ふたを閉めた。
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　完全に日が落ちてしまった暗がりのなか、ヨナスは木々の間を抜ぬけ、この夜をすごすため野営の火を起こしていた。

　すでに夕刻のうちにステラヘルムホールを偵てい察さつし、廏うまや番ばんの会話からミリセントたちが明日は聖王廟びようへ向かう予定であるとつきとめている。

「まったく、ミリーの奴やつ。ふらふらほっつき歩きやがって……」

　ぶつぶつともらすヨナスの顔色は悪い。

　もとより、その体自体が命の絶えた肉体を甦よみがえらせているものだ。あちこちにガタがきているのは否いなめない。

「だいたい俺だって指令で動いてるってのに、野宿つづきってさ……死体は冷えても困らないって理り屈くつかぁ？」

　ヨナスは節のはずれた鼻歌に愚ぐ痴ちをおりまぜて、起こしたばかりの火に小枝を放ほうりこんでいく。この時期、昼間のうちに枝を拾っておかないと夜には露つゆに湿しめって使えない。

　生きている時分から、戦場で寝ね起おきしてきたヨナスにとって、野営は別段つらいことではなかったが、あまりに体を冷やしすぎると起き上がれなくなる。

　なにしろ体温など、ほとんどないに等しいのだ。

　夜には獣けもの避よけもかねて火を焚たくが、それでなくともこれほど冷え込む場所にいれば、頻ひん繁ぱんに火に当たる必要があった。

　ようやく体を温められるほどになった炎ほのおにあぶられて、枝がバチンとはぜる。

　だが、その焚き火の音にまぎれて近づく足音を、ヨナスは聞きのがさなかった。

　夜や陰いんに紛まぎれるようにして、長い外がい套とうをまとった男が木々をつたっていくのが見える。

　──なんだ？　ここから先にはステラヘルムホールしかねぇ。しかも、あれは……どうみても結社の人間くさいな。

　客人による屋や敷しきへの訪問ならば、徒歩なり馬なりを使うだろう。となれば、目の前の男は招かれざる客のはずだ。

　興味を引かれたヨナスは、すぐさま男の影かげを追った。




　猿さるのように身軽な男は、屋敷の塀へいを軽々と乗り越こえるとそのまま裏手にまわり、厨ちゆう房ぼうへと姿を消した。

　そのようすをうかがいながら、ヨナスも塀の上に身をひそめる。

　再び建物から出てきた男が、懐ふところになにか隠かくしているそぶりが気になり、ヨナスは男の進路を阻はばむように塀を飛び下りた。

　音もなく着地したヨナスの影に、男は驚いたのか武器を構えようとする。

　ヨナスは鋭するどく「しぃっ」と沈ちん黙もくをうながし、自らの手袋をはずしてみせた。結社の一員だと示してみせたものの、男のようすは少し妙みようだった。

　ヨナスをじろじろと眺ながめまわしたあと、嘲あざけるように唇くちびるをゆがめる。

「その髪かみ……ひょっとしてお前がヨナスか？　ふん、特別な死し霊りよう術師ったって、ひょろっちい奴。たいしたことねぇな」

　あからさまな牽けん制せいに、ヨナスは細く口笛を吹ふいた。

「ふぅん？　俺の追つい跡せきにも気づけないようなヒヨッコが、ほざいてくれるねぇ。で、ボクちゃんは、こんなところでなにしてんの？」

「自分に指令が出されなかったわけを考えてみろよ？　お前みたいな、役立たずのお古はもう用なしってことだ」

　侮ぶ蔑べつの混じる視線を投げた男は、驚きよう異い的な脚きやく力りよくで塀へと飛び移った。ヨナスもすぐにその後を追う。

　ふたりは枝葉を撒まき散らしながら、屋敷を離はなれ森の奥へと駆かけた。

　ヨナスは自分の野営地の明かりが見えたところで、枝を力いっぱい踏ふみ切ると、男の背に蹴けりを入れる。

　しかし男はその勢いで回転し、一度地面を蹴りつけると、再び森の闇やみへと姿を隠す。

　すぐに周囲の木立がざわりと鳴って、あたりに湿った土の臭においが漂ただよいだした。

　木の幹と幹の間にある闇から、腐くさりかけた肉をまとい近づいてくる者たちの気配を感じる。

　ヨナスはすぐさま懐から短たん剣けんをぬきはなち、低く背後へと跳とんだ。

「ちぃっ！　てめぇもかよ」

　ヨナスの刃はが切りつけたのは、硬かたく冷えきった肉の存在だ。

　どうやらこの男も死霊術師らしい。ヨナスは木の幹から幹へと身を隠しながら頭上をうかがった。

「腰こし抜ぬけ！　死体で俺を始末できると思ってんのか？」

　ヨナスは木の上にいるであろう男に向かって叫さけぶ。

〈大暗室〉の死霊術師といっても色々だ。自分のように甦りを施ほどこされ、死霊術師となった者があらわれて以後、似たような形で生み出された死霊術師もいるらしいがその数は少ないと聞く。

　ただ生身の人間にせよ、甦りにせよ、戦せん闘とう能力は個々のものだけに差が大きい。

　相手がまず死体を差し向けてくるからには、自身の腕うではそれほどでもないのだろう。

　ヨナスは男を誘さそい出すように、再び焚き火のある方角へと走った。

　だが、それを追って茂しげみから飛び出してきた黒い影は、全身を毛に覆おおわれた太い脚あしを持つ狼おおかみだった。

　その獣けものもまた命を持たず、男の手て駒ごまになったやっかいなケダモノだ。

　裂さけんばかりにひらかれた顎あごに黄ばんだ牙きばが並ぶ。大きく跳ちよう躍やくした狼に右腕を噛かまれ、勢いよく引っ張られたヨナスの肩かたが妙な方向へと曲がる。

「ありゃ……」

　ヨナスはすかさず狼の後こう肢しを蹴って体勢を崩くずさせると、逆の腕に握にぎったナイフをその首元に叩たたきこむ。

　しかし太い首を持つ野生動物は、それだけではびくともしない。

「夜中に騒さわぐと怒おこられちまうけどな」

　すぐにナイフを諦あきらめると、ヨナスは外套の下から紐ひもで縛しばった紙かみ筒づつのようなものを取り出した。

　腕の骨が折れる音を聞きながら、なんとか左腕を伸のばし、紐の先を焚き火に近づける。

　宙に投げたそれを右足で高く蹴りあげると、ヨナスは自分に噛みついている狼を背負うようにしてその場に伏ふせた。

　ドウッ!!　鈍にぶい音とともに空気が破は裂れつする衝しよう撃げきがあたりを包み、焚き火も爆ばく風ふうで消し飛ぶ。

　ぼろぼろの毛皮へと変わり果てた狼の下でヨナスはしばらく身を潜ひそめていた。

　やや間をおいて、砂じや利りを踏む音と人の気配が近づいてくる。

　男の長ちよう靴かが細い視界にのぞいた瞬しゆん間かん、ヨナスは懐で抜いた短剣を思い切り薙なぎはらった。

「ぐぅっ!!」

　靴くつごと男の足首を切断せんばかりの一いち撃げきに、相手は後ろ向きに倒たおれこむ。

　跳はね起きざま、ヨナスは男の両りよう腕うでを地面に縫ぬいとめるように踏みつけた。

「で、お古の俺がなんだってぇ？」

　全身を獣の血で濡ぬらし、見下ろしてくるヨナスの表情がにやついていることに、男は恐きよう怖ふを覚えたようだ。

「だ、だから……俺への指令を邪じや魔ましたりすれば、リンウッドテラス卿きようのご不興をこうむってだな……」

「ふぅん。だから指令ってなんだ？　お前、さっき厨房から出てきたよなぁ？」

　身動きできない男の姿をヨナスが眺めまわすと、どうやらその懐から妙にかん高く細い音が漏もれている。

「なるほど。お前が持ってるものに聞いたほうが早そうだ……な？」

　ヨナスはにっこり笑えみを浮うかべると、右足を思い切り振ふりあげた。

　鈍い音が響ひびき、男の顔がありえない方向へ曲がると、そのままだらりと体から力が抜ぬけていく。ヨナスは遠えん慮りよなくその懐をさぐった。

　男は小さなブリキ缶かんと、一通の封ふう書しよを持っていた。

　ブリキ缶の中にはぎっしりと布が詰つめられ、甲かん高だかい声の生き物を丁寧に包みこんでいる。

　封書を開けるさい、中身のカードにわずかに血がついてしまったが、内容を見たヨナスはそれもまたよしと、満足そうにうなずいた。

「まったくシャロウのやつ。俺に内ない緒しよで楽しいことばっかりしてんなぁ……ふぅん、あとはこの恋こい文ぶみを屋敷に届ければ任務完かん了りようってやつね」

　もの言わぬ死体となった男をふり返ることもなく、ヨナスは歩きはじめたが、あたりの惨さん状じようと己おのれの衣服のひどさに顔をしかめる。

「しっかし、こんな時間から湖で洗せん濯たくとかって、そりゃねぇだろ」

　だが、湖に向かう前に足もとがよろけ、ヨナスはその場に腕をついた。

　先ほど傷を受けたばかりの肩だけでなく、もとより脆もろくなっていた自分の肉体に限界が近づいているのがわかる。

　──あの男の言葉も一理ある……か。使えねぇ新米も、お古の死体も用済みには違ちがいない。

　今日この場所で使者を襲おそったことが知れれば、今度こそ結社は自分を始末するだろう。

　ヨナス自身、結社の思想に共感するところがあって〈大暗室〉の一員になっているわけでもない。

　思うままに使えない死霊術師。しかもあきらかに使用期限切れが近い自分は、彼らにとって邪魔にしかならない。〈大暗室〉は不用品となった男から情報が漏れることのないよう、すみやかに始末するはずだ。

　──まぁ、こいつのおかげでカードも手に入れたしな。これを使って、早いところ手を打つか。

　ヨナスは杖つえを拾うと、血に濡れて滑すべる手て袋ぶくろでにぎり締しめる。

　地面のあちこちに散らばって炎ほのおをひらめかしている燃えさしに、取り出した小こ瓶びんを傾かたむけた。

　子供の水遊びのように乱暴に酒を遺体にふりかけると、火は勢いを増して甦よみがえり、倒れた残ざん骸がいに走っていくとその上で踊おどりはじめる。

「やっぱ、火か葬そうだよなぁ……」

　ぼそりと実感をこめてつぶやくと、ヨナスは肩をいびつに揺ゆらしながら草地を後にした。

　そのくたびれた足取りとは裏腹に、深く鮮あざやかな青の瞳ひとみに炎の明かりが映りこみ、狂くるおしいような色を与あたえる。

「もう、時間がないってさ。なぁトリシア？　明日は、この恋文ではじめなくちゃな」

　懐なつかしむように記き憶おくのなかの人ひと影かげに呼びかけると、ヨナスはしあわせそうにほほ笑んだ。
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　紋もん章しようのない焦こげ茶色の箱馬車が、ジーンの屋や敷しきの前に乗り付けられると、ミリセントとグレンはそれに乗りこんだ。

　今日はリーアン王子から依い頼らいがあった、聖王廟びようで鑑かん定ていをする日なのだ。

　互たがいに向かい合わせに座って馬車に揺られているものの、先日の気まずさが残っているせいか、ミリセントの気持ちも晴れない。

　ふと気づくと、シルグラス城で視みた過去のことを考えてしまうのだ。

　──ファネル家とウォーベック家にあんな繋つながりがあったのは……少し、嬉うれしいような気もするのよね。

　不ふ謹きん慎しんかもしれないと思いながらも、ミリセントはそんな気持ちを自覚していた。

　ジーンが口にしたように、果たして自分がグレンにつりあう人間なのかもわからない。

　それだけに、はるか昔の因いん縁ねんが自分たちの間にあるのなら、それもひとつの絆きずなのようだと思えるからだ。

　──でも、結局その両家のふたりって、惹ひかれても結ばれないみたいな話なのよね。それもなにか記録があるのかな、聞いてみたいけど……そんなこと聞いたら、また気まずくなりそうだし。ほんとだったら、どうしていいかもわかんないし……

　そんなことをぐるぐる考えるうちに、知らずため息が漏れた。

「今日は、休きゆう暇か中に悪かったな」

　グレンがぼそりと口にした謝罪に、ミリセントはなんのことかと顔をあげたが、今日の鑑定依い頼らいについてのことらしい。

　一いつ瞬しゆん、またペンダントからアンセルが苦情を言いにでてくるのではと焦あせったが、薔ば薇らの細密画ミニアチユールは変化のないまま胸むなもとで揺れている。

　湖に落ちた日からどこか疲つかれているようすだったアンセルは、ペンダントで休んでいるらしい。

「鑑定のことはいいの。まだ役に立てるかどうかもわからないし……」

「それに、きちんと礼をいってなかったけど、シルグラス城にも一いつ緒しよに来てくれて助かった」

　その城で自分がグレンになにを言ったのかを思い出し、ミリセントは気まずいながらも聞いてみた。

「それって……私もちょっとは役に立てたってこと？」

「あぁ、頼たよりにしてる」

　微び妙みように視線をそらしているものの、グレンの声こわ音ねに嘘うそはないようだ。『頼りにしてる』その響きを反はん芻すうして、ミリセントは思わず手を握にぎりしめた。

「……なんだ？」

「なんか……やってやったわ！　みたいな気持ちなの」

　グレンから頼りにされるなどという事態に、ミリセントは舞まい上がりそうになる。

「いっておくけど、それと講義は別だぞ？　また帰ったらきっちり課題を出すからな」

「もぅ、いいの！　気持ちの問題なんだから」

　言い返しつつも、ミリセントはやはり笑みが浮かんでしまった。

　──あーぁ。帰ったら、また厳しい講義があるのに。でも帰っても、またグレンは講義にきてくれる。課題も、考えてくれるんだ……

「今日の君は、さっきから変だぞ？」

「変じゃないわよ。今日も仕事がんばろうって思ってるだけ」

　困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せるグレンの顔を見ても、いまは楽しい気持ちになれる。

　ようやく仕事に気持ちが切り替かえられそうで、ミリセントは単純な自分に苦く笑しようした。

　やがて馬車は、ジーンの屋敷からそれほど離はなれていない森の奥で止まった。

　馬車を降りると迎むかえの兵士の姿があり、そのあとについてふたりは聖王廟の入り口まで案内された。

「いいか、今日ここへ俺たちが来たことは絶対に口外しないでくれ。本来なら、王室関係者以外がここに立ち入ることはないんだ」

　少し硬かたいグレンの声に、ミリセントも緊きん張ちようの面おも持もちでうなずく。

　聖王廟は荒あら削けずりの分厚い石壁を持ち、まるで教会のようにも見えた。

　黄おう褐かつ色しよくの建物は見事な彫ちよう刻こくや彫像が壁や柱にあしらわれ、当時の教会の権けん威いを示しているようだ。あちこちに薔薇の模様や蔓つるがみられるのは、前王室の紋章だからだろう。

　尖せん鋭えいのアーチ型をした入り口をくぐって中にはいると、蔦つた模様の絨じゆう毯たんがまっすぐ聖せい壇だんまで延のびている。

　あちこちに視線をやっていると、グレンが教えてくれた。

「ここは前王室時代にとても大きな教区だったんだ。ユスカリスとの繋がりも深かったから、ここが聖王廟になっている」

「やっぱり、もともと教会だったのね」

　言われたとおり、ここは王都の大聖堂にも引けをとらないほど内部が広く、その構造も立派なものだ。

　最さい奥おうの聖壇には、リュイシャムの大聖堂と同じく、聖人ユスカリスの行いを記したという聖典がおかれているらしい。

　左右の壁面には、低いチェストがずらりと並び、銀の燭しよく台だいが炎を揺らす。

　建物のなかで高い位置にある薔薇窓だけが、息づくような光をにじませていた。

「グレン、到とう着ちやくしたのか？　こっちへ降りてきてくれ！」

　突とつ然ぜん聖壇の向こう側から声が響ひびいて、ミリセントは思わずグレンに飛びつきそうになった。

　驚おどろいたことに、聖壇の真裏には地下に下りるための階段があるらしい。

　綺き麗れいに石を組んで作られた入り口から、立派な体たい躯くを窮きゆう屈くつそうにあらわしたのは、前に舞ぶ台たいの王室観覧で警護についていた近この衛えのイニアスだ。

「な……なにかと思ったら、ここって地下があるのね？」

「そうだ、実際に王廟として品物が保管されてるのは地下になる」

　イニアスがミリセントに軽く会え釈しやくすると、その肩かた口ぐちにつけられた星を象かたどった徽き章しようが揺れた。

　彼をはじめとする王子の近衛兵は、リーアン王子を慕したい、王子を守るために存在する『輝かがやける我が君リーアン聖星騎士団』とやらを結成している。

　グレンいわく、その責任者である赤毛の青年イニアスは、熱意にあふれ過ぎた人物らしい。

　厚い胸むな板いたをむんとそらした、イニアスのよく通る声が天てん井じように響く。

「もう、リーアン様もいらしてるからな。ここで凍こごえて機き嫌げんが悪くなられる前にとりかかってくれたまえ！」

　イニアスの言葉に、ミリセントはぎょっとした。

「リーアン様!?　まさかご本人がここにいらっしゃってるの？」

「はじめにいってなかったか？　リーアン様からの依頼だって」

「それはわかってたけど、直接ご本人がいらっしゃるとは思わないじゃない！」

　グレンはいまひとつぴんときていないようだったが、ミリセントはより緊張が高まる思いで、階段をひとつひとつ下りた。

「すごい……地下もこんなに広いなんて」

　階段を下りてすぐの太い通路は、ちょうど教会の入り口にあたる位置まで延びている。

　その通路の左右には、いくつか部屋があるらしい。

　一番奥の石室からひょこりと顔を出したのが、リーアン王子その人だとわかる。

「やぁ、レディ・ファネル。休暇中だと聞いていたのだが、きてもらって助かった」

　リーアンのいる石室に近づくと、彼が普ふ段だんよりいくぶん着き膨ぶくれているのにミリセントは気づいた。

　イタチの毛をあしらった外がい套とうのフードをしっかりかぶり、そのなかにまで毛織物を巻いている。どうやらかなりの寒がりらしい。

　ミリセントはスカートをつまむと、深く膝ひざを曲げて礼をした。

「もう一度お声をかけていただけるなんて、光栄です」

　本来なら自分がこうして王子の目の前に立つということだけでも、ありえない事態なのだ。

　王室関係の墓地にいるという雰ふん囲い気きや、リーアンの周囲についている近衛兵の、どこかぴりぴりした面おも持もちから、ミリセントも知らず緊張していた。

「女性をお招きするにはあまりふさわしい場所でもないのだけどね。今回は品物そのものの鑑かん定ていというよりは、それに関かかわることがなにかあれば知りたいんだ。逆に君に出会ったから、そう思いついたともいえるな」

　そういうと、リーアンは石室に入れるよう体を傾かたむけ、手を差し伸べてくれる。

　ミリセントはこわごわとリーアンの手に触ふれると、敷しき居いの段差を乗り越えて中へとはいった。

「ここにあるのは自動演奏楽器なんだが、それに使用される円えん盤ばんはもともと二枚あったらしい。うち一枚はすでに紛ふん失しつされて、残っていた一枚が少し前に盗ぬすまれた」

　グレンに話を聞いたときには、自動演奏楽器というからには、教会などでみられる大型の置き時計のような形の物を想像していた。

　しかしその現物は、高さがミリセントの胸あたりまでしかなく、そのかわり面積がある。

　グレンが箱上部の板をあけてくれ、そこに近づくと規則正しい音がカタリカタリと鳴っていた。それは時計の秒針よりはやや早いようだ。

　グレンはさらに機械の前にしゃがむと、筐きよう体たいの下部分の開き戸をあけ説明してくれた。

「本来なら、この時代に自動演奏楽器が普ふ及きゆうしたっていう話はきかない。この機械はここに置くためだけに作られたものだろう。その証しよう拠こにこの仕し掛かけを見てくれ」

　グレンが示したオルゴールの背面をのぞくと、石で組まれた細い水路があった。

　そこを流れる水は機械と壁を繋つないでおり、地下水をくみ出しているのか、湖の水を引いているのかもしれない。この石室が特に冷えるのは、どうやらこれが原因なのだろう。

「どうして、楽器に水なんて……」

「この楽器は水力で動いてるみたいだな。水路に接してる木の板が水で動いて、この芯しん棒ぼうをまわす。それが動力の中心になる歯車に繋つながって、この機械を延々動かしてるらしい」

　単純なようでいて、不可思議な目の前の機械を、ミリセントもよく眺ながめてみる。ジーンが集めていたような、いまのオルゴールとはずいぶん作りが違ちがうようだ。

　しかも円盤が盗まれてしまったというのに、この機械はまだ動きつづけている。

「でも、どうしてそんなものを？　人が手を入れないことを前提に作られたみたい。それにここって霊れい廟びようなのよね……」

　めったに人も入らない、忘れ去られたような地下墓地で、繰くり返し奏かなでられる音楽とはなんだったのか、ミリセントは気になった。

「盗まれた円盤っていうのは、どんな音楽だったかわからないの？」

　ミリセントの問いにグレンは小さく首をふる。

「あくまで噂うわさだが、前王室の王おう妃ひが出産の祝いに国王から贈おくられた『眠ねむり歌』って名前の楽曲があるらしい。子こ守もり歌うただったのかもしれないが、それを円盤に起こしたものだろうといわれてる。だから死者を悼いたむ意味もあって、ここで奏でられることになったのかもしれない……」

　それを盗み出すことにどういった意味があるのかわからないと、グレンはこめかみを押さえ息をつく。

　そこへリーアンからも声がかけられた。

「申し訳ないことだが、当時はこの聖王廟の管理をめぐって、王室と教会側でもめたらしい。内乱の後始末やらなんかで、正確な記録もないみたいなんだ」

　確かに以前、リーアンに贈られたいわくつきの姿見を鑑定した際に、本来ここに葬ほうむられるはずではない女性の魂たましいが迷っていたという事件もある。

　ミリセントはうなずいてみせながらも、断っておかねばと口をひらいた。

「これから機械を見せていただきますが、私にわかるのはその物に関わった人、たいていはそれを作った人に限られます。これがなんの目的を持ったものかまでは、視みえないかもしれません」

「無論、結果がどうであっても君を責めたりはしない。なにかの手がかりになるだけでもかまわないんだ」

　リーアンの返事を聞いて、ミリセントは機械の内部をのぞきこんだ。

　本来なら円盤が挟はさまれているはずの部分は空のまま、突とつ起きがむき出しの状態でゆっくり回転していく。

　その縁ふちに指を置くと、ミリセントはそっとまぶたを閉じた。

　いつものように暗くら闇やみが訪おとずれたあと、少しずつ輪りん郭かくを取り戻もどした視界には、精密な秤はかりを手にした男の姿が見えた。

　男は機械の内部をのぞきこむと、今度は手元のぜんまいの集合体と見比べている。

　それは時計の内部のように見えた。

　ついいましがたミリセントが見ていた、円盤をなくした自動演奏楽器とは違ちがい、こちらはちゃんと音楽が聞こえている。

　まるで銀の雫しずくが互たがいを打つような、透すきとおった音が機械からあふれ、壁かべや天上を伝い回遊しながら流れ落ちていく。

　それはやさしい雨だれにも似た、眠りを誘さそう旋せん律りつだった。

　──ひょっとして、この男の人は時計職人なのかもしれない。もっと昔には水を使った時計もあったって、グレンも講義でいってたし。

　半ば確信しつつ、ミリセントはさらに意識をこらしていく。

　男は神経質そうな指で、歯車の調整をつづけている。

　その手に持った道具に、獅し子しを象った紋もん章しようがあることがミリセントの印象に残った。

　美しい音色に混じって、水が木板を動かす音がカタカタと響ひびく。

　男はひとりのせいか、それ以上の会話もなく動きもないまま、映像はぼやけはじめてしまった。

　やがてそれも意味をなさない粒りゆう子しに散ってしまうと、ミリセントはまぶたをひらく。

　周囲の誰だれもが自分に視線を注そそいでいるのに気づいて、申し訳ない思いで肩かたを落とした。

「ごめんなさい。あんまりこれといった物は視えなかったわ。これを作ったのは時計職人だと思われる男性で、獅子の紋章がついた道具を使っていたことぐらい……」

　リーアンは、気にするなといいたげにうなずいてみせた。

「いいんだ、それでわかったこともあるな。獅子の紋章ってことは、王室うちのお抱かかえ職人だったのかもしれない。だとすれば、この機械が作られたときには、ここは教会のものではなく現王室の管理になっていたってことだ」

　その言葉にうなずきながら、ミリセントは妙みようにすっきりせずつぶやきをもらした。

「でも……あの音楽、前にも聞いたことがあるような気もするのよね……」

　曖あい昧まいな記き憶おくがもどかしくて、ミリセントはしきりに思い出そうとしてみるのだが、どうにもしっくりこない。

「せめて、円盤がありゃなぁ。俺ももう少し具体的にみてやれたかも」

　突とつ然ぜん耳に響いた声に、ミリセントは「うっ」と息を詰つめた。

　慌あわててリーアンやグレンに背を向けて、ペンダントをのぞきこむ。

　そこには案の定、褐かつ色しよくの肌はだをした少年が浮うかび上がり、起きぬけなのかのんきに欠伸あくびをかみ殺していた。

「ちょっとアスワド、急に口を挟まないでよ。びっくりするでしょ！」

「でも、あれだぞ？　お前が聞いたと思ってる音って、ジーンとかいう男が持ってた琥こ珀はくから聞こえた音と同じだろ？」

　鑑定時には、ミリセントと五感を共有するらしいアスワドの言葉に、ミリセントは「あっ！」と思い当たる。

「どうした。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ひとりでぶつぶつ言っているミリセントに不安を覚えたようすで、グレンが声をかけてくれたが、なんとか笑ってごまかした。

「えらいわ、アスワド。そうよ、ジーンさんが持ってたあの石だわ。でも、ここでそれをいうわけには……」

　あの塔とうへジーンがしのびこんで、なかば私室化していることを知られれば、問題になるだろう。なにより、グレンとジーンの間がこれ以上険悪になるのは避さけたかった。

　ふいにリーアンがパン！　と大きく手を叩たたき、一同の注目をうながす。

「とにかく、この機械自体に大きな手がかりがないのなら、それだけでも収しゆう穫かくというものだ。ここに押し入った賊ぞくは教会関係者の線が濃こい。教会に仕えるものだけが知る、王廟への入り口から入りこんでいる。これで奴やつらの狙ねらいは、はじめから円えん盤ばんにあったということになったな」

　もう演奏楽器自体が狙われることはないと予測をつけたらしいリーアンは、すっきりした表情で石室にいる人間を見み渡わたした。

「さぁ、レディをこんな寒い墓に立たせておく失礼もここまでにしよう。シルヴィア、食事の支し度たくは？」

　入り口に控ひかえるように立っていたプラチナブロンドの女性が、きりっと敬礼を返し、たおやかな声で答える。

「はい。ここからすぐのエシュクール宮にて、お食事とお茶の手配をいたしております」

　近この衛えのなかで唯ゆい一いつの女性兵らしい彼女は、白い肌と金茶の瞳ひとみが優美で、兵士だというのがミリセントには信じられないほどだ。

　ぼうっと見とれていると、シルヴィアがやわらかな笑えみを向けてくれる。

　それから一同は、外で待たせてある馬や馬車で、近くの離り宮きゆうへ移動することになった。

　グレンはイニアスに話しかけられているようだったため、ミリセントはシルヴィアについて歩きだした。

　淡あわいプラチナブロンドをさらりと肩で揺ゆらして、シルヴィアが話しかける。

「ミリセント様。あなたのことは、リーアン様からうかがいましたわ。例の姿見の件、とても感謝なさっておられました。私もお話をうかがってわくわくしてしまいましたわ。幽ゆう霊れい退治だなんて、素す晴ばらしいお仕事です！」

「いえ！　あの、別に幽霊専門ってわけでは……」

　ここでも大きく誤解されているらしい事実に、ミリセントは力なく訂てい正せいを試みたが、シルヴィアは興奮したようすで指を組み話しつづける。

「私もミリセント様のように、自分の力をリーアン様のお役に立てたいと思っているんです。でも、なかなかうまくいかなくて、イニアスに𠮟しかられてばかりなの」

「それは、私も似たようなものです。グレンに怒おこられてばかりだもの」

　同じような言葉を口にしたふたりは、互いに親しみを覚えると小さく笑いあった。

　シルヴィアはイニアスがいるほうへちらりと視線を向ける。

「でも、イニアスにいわれたの。私は近衛のなかで唯一の女性だから、私にしかできない仕事もあるんだって。はじめは男の人に負けてるみたいでくやしかったけど、いまではそうじゃないって思えるようになったわ。とくにリーアン様は繊せん細さいな方だもの、男性兵じゃ行き届かないことも多いの」

　ミリセントはうなずきながら、身分ある女性が兵士として生きる道を選んだきっかけはなんだったのだろうと思う。

　それでも、シルヴィアの横顔はしなやかで、いまの仕事を心から楽しんでいることがわかる。

　仕事に打ち込む女性の強さを垣かい間ま見みた気がして、ミリセントはなんだか嬉うれしくなった。

「シルヴィア様は素す敵てきです」

「まぁ、ありがとう」

　ミリセントより少し年上だろうシルヴィアは、どこかあどけない笑えみで答えた。




　到とう着ちやくしたエシュクール宮では、幾いく人にんもの給きゆう仕じが立ち働いている。

　綺き麗れいに整えられた庭園にはテーブルが並べられ、食事が運びはじめられていた。

　教会の地下は特別冷えていたようで、まだ日の高い時間ならば、屋外のほうがラズウィックの自然を堪たん能のうできる。

　庭には枯かれ色の交じる緑と、真っ赤に色づいたニシキギがあり、その下にフリルの蝶ちようがとまったようなロムニアの花がふわりと咲さいている。

　低木のまわりには、ぎっしりと実をつけたベリーの枝がしなり、秋の実りに彩いろどられた庭園に、楽しげな近衛の兵士たちの声が響いた。

　ここにいる二十人弱ほどの近衛兵は、出自もしっかりした家の子息たちばかりだ。

　それでも彼らに気取ったところはなく、鍛きたえ上げられた体たい躯くでじゃれあう姿はどこか暑苦しくさえある。

　男性がほとんどのなかにあっても、シルヴィアが話し相手になってくれたおかげでミリセントも居い心地ごこちが良かった。

　ふいにシルヴィアが背せ伸のびして、その目で遠くを見つめる。

「あら……ひょっとしてあれ、ジーン様じゃないかしら？」

　その声に、ミリセントもまさかという思いで顔をあげると、そこにはさっそうと黒馬にまたがったジーンの姿があった。

　深緑の上着、長い足はぴったりとしたズボンに包まれ、折り返しのある長ちよう靴かは光るほど磨みがき上げられている。

「ご存じですか？　ジーン様は、あのクラヴァトが完かん璧ぺきに結ばれるまで、三十枚はタイを取り替かえられるそうですわ。シワのひとつでも気に入らなければ身につけないんですって」

「それは……出かけるだけで一大事ですね。でも、どうしてここに？」

　ここにいる誰もがジーンを知っているらしい。ざわめく場から、すっとリーアンが進み出た。

「いかがなされたかな、マクミラン卿きよう。本日は弟君のみをお招きさせていただいたと思っていたのだが」

　声はいつものリーアンと変わらないが、その横顔に見えるサファイアの瞳はひどく挑ちよう戦せん的だ。

　だが王子を前にしているというのに、ジーンは馬上からリーアンをたっぷり五秒は見下ろすと、ようやく下馬して優ゆう雅がに一礼した。

「いや、行きがかりのようなものです。キャラハン夫人の夜会に運ばせる果実酒を吟ぎん味みしていたのですが、今年の地麦酒ビールの評判を耳にしたものですから。たしか王子の近衛の方々は、勇ゆう壮そうな麦酒祭りをされるという噂うわさを思い出したんです。それに、リーアン様には愚ぐ弟ていも世話になっております。せめてもの差し入れですよ」

　ジーンの言葉に、リーアンの細い眉まゆがひくりとしなる。

「なるほど、心づかい感謝しよう。私のほうこそ、いつもグレンを頼たよりにしている。もちろん陛下も、マクミラン家に感謝しているだろう」

　向かいあって立つふたりの間に、鋭するどい牽けん制せいの火花を感じてミリセントは悟さとった。

　──わかった。リーアン王子もジーンさんも、グレンのことがとっても大好きなんだってことは……。結局、グレンがリーアン王子と仲良しなのがジーンさんは悔くやしいのかしら？

　しかし肝かん心じんの当人は、そんなふたりのぎすぎすした挨あい拶さつに気づいていないのか、入り口の騒さわぎに背を向けてイニアスと話し込んでいた。

　それでも近衛の者たちは、運びこまれた地麦酒の樽たるを前に、顔を輝かがやかせている。

　その状じよう況きようを見ていたシルヴィアが、軽くため息をもらす。

「だめね。ああなると、リーアン様もジーン様もどちらも引かないし、誰だれも間にははいれないのよ」

　確かにふたりとも、地位と美び貌ぼうに恵めぐまれた男性であり、しかもどちらも他人の言葉に耳を貸しそうもない。

　ミリセントはジーンが夜会に出かけるという言葉を聞いて、屋や敷しきにティーハニーを残してきている状態なのを思い出す。

　とくに問題はないはずだったが、動いて喋しやべるクッキーが屋敷にいることを、他ほかに知っている人間もいないだろう。屋敷の使用人を驚おどろかせてしまうかもしれない。

　一応アンセルにも確かく認にんしておこうと、ミリセントは庭の片かた隅すみでペンダントを手に取った。

「ねぇ、アル。ティーハニーのことなんだけど」

　しかし、ペンダントの表にある薔ば薇らの細密画が変化してあらわれたのはアスワドだった。

「アンセルならここにはいないぜ？　今朝こっからでていったけど」

「……え、そうなの？　こないだ湖で濡ぬれちゃって調子も悪いみたいだったし、今日はペンダントのなかで休んでるんだとばっかり──」

　──なんか、変だわ。いつものアンセルなら、黙だまって側そばを離はなれるなんてことはないのに。

「どうしよう。ほんとに具合が悪くて屋敷に残ってるのかも……私、戻もどらなきゃ」

　確かに、ここしばらくアンセルのようすは妙みようだった。

　これまで一いつ緒しよにいられる限り、ほとんど自分の側を離れることのなかった彼が、ラズウィックにきてからは妙にひとりでいる時間を作っている。

　アンセルが湖へいった日の、どこか寂さびしげな、言いたい言葉を押し隠かくしていたような菫すみれの瞳ひとみを思い出す。

　一度気になりだすと、不安な心は落ち着きそうもない。

　ミリセントはグレンのところへと向かおうとしたが、まだ深刻な表情でイニアスと話しこんでいるようだ。

　ふたりとも人の輪を離れて、やや声をひそめているようすからも聞かれたくない話らしい。

　声をかけていいものかと戸と惑まどっていると、察したシルヴィアがふたりに声をかけグレンを呼んでくれた。

「ありがとうございます。シルヴィアさん」

　礼を言って、今度はグレンにアンセルのことを打ちあける。

「幽ゆう霊れいに体調不良ってのがあるのかはともかく……君がそんなに気になるなら、戻ってみたほうがいいだろう。悪いな、俺も一緒に戻れるといいんだが、あと少しだけイニアスと話を詰つめておきたい。なるべく早く戻るようにする」

　馬車の用意のため、グレンはミリセントの手を取って御ぎよ者しやのいるほうへと歩き出す。

「ごめんなさい、せっかくの集まりなのに」

「いいさ。こっちこそ、夜までいたらひたすら酒樽をぶつけまくる祭に参加させられるところだ。いっそ助かる」

「ジーンさんのこと……いいの？」

　ミリセントは、ためらいつつも口にした。

　グレンはミリセントを馬車に乗せながら大きなため息をつくと、ふっと力を抜ぬいて苦笑いした。

「俺はこれでも、ジーンのことは心配してる。仮にリーアン様を激げき怒どさせることがあっても、処分を受けたりしないよう手はつくすさ」

　どうやらグレンも気づいていないようにみえて、ふたりのプライドをかけたにらみあいを察していたらしい。

　いつものグレンらしい表情にミリセントはほっとする。

　やがて馬車が走り出しても、ミリセントは小さくなるグレンの姿をいつまでも眺ながめていた。
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　ミリセントは、滞たい在ざい中のステラヘルムホールへ戻ったものの、やはりアンセルの姿は見えない。

　アンセルの部屋と自分の部屋ものぞいてみたが、どちらにも気配はなかった。

　執しつ事じや使用人に尋たずねても、姿をみたという者がいないため、ミリセントはますます不安になる。

「ねぇ、アスワド……まさかもうペンダントにアンセルが戻ってるとかいわないわよね？」

　胸むなもとのペンダントに問いかけてみるが、アスワドは姿もみせず「いんや、ここにはいねぇ。俺は広々してて快適だけど？」とそっけない返事だ。

「もう！　ちょっとは手伝ってくれたっていいじゃない。そうだ、ティーハニーなら知ってるかも」

　そう思いつき、ティーハニーが厨ちゆう房ぼうにもぐりこんでいないか捜さがしてみたが、今度はクッキーの姿も見当たらない。

「どうなってるの？　一緒にいるならいいんだけど」

　しかもティーハニーは壊こわれ物なのだ。濡れたり、庭にいる動物にかじられたりでもしたらことである。

　ふたりを捜して屋敷を歩き回ったミリセントは、自分のゲストルームに戻ると鑑かん定ていの疲つかれもあってソファに腰こしを下ろした。

　──どうしよう。やっぱりラズウィックにきてから、アルのようすがどこか変よね。いままでだって一緒にいられるときにこんなに離れたこともなかったのに。ひょっとして、心残りのなにかをラズウィックで思い出したとか？……まさか、いつのまにか消えちゃったりなんてことないわよね？

　不安にかられるミリセントの耳もとに、ふいに気配があった。

　パチン！

　硬かたいバネを弾はじくような音と、左耳に小さな痛みを感じる。

「ひゃっ!!」

　跳はねるようにソファから立ち上がり、ミリセントは驚いて振ふり返った。

「やぁ、ミリー。おかえり」

　そこに立っているのは、黒い外がい套とうを身につけ白い髪かみをふわりと垂らしたヨナスの姿だった。

「な……どこから!?」

　あまりに忽こつ然ぜんとあらわれたヨナスに、耳を触さわられたことに気づいて、ミリセントはイヤリングをむしりとって後ずさる。

「どこからもなにも、使用人の通用口から入ってきただけだぜ？　ここは使用人も少ないからな、ここまでくるのも簡単なもんだ」

　にやついた笑い。真っ青な瞳ひとみが白い肌はだにくっきりと映はえ、何度みても異様な風ふう貌ぼうだ。

　考え事のせいで気配を感じられなかったのかと、ミリセントは歯は噛がみする。

　──イヤリングまで持ってきてたのに、私、油断してた……

　ここしばらく〈大暗室〉の動きもなかったせいか、旅先の屋敷にまで入り込んでくるとは思ってもみなかったのだ。

「で、久しぶりだなぁ、ミリー。イヤリングを旅先まで持参してくれるってこたぁ、やっぱり俺に会いたかった？　待ちきれないから迎むかえに来てやったんだ」

　ふいに嫌いやな予感がわきあがり、ミリセントの喉のどはしゃっくりのような音を立てた。

「……っ！　まさか、あんたがアルになにかしたわけじゃ……」

「アル？　あぁ、あの幽霊執しつ事じのことか。あいつは邪じや魔まだからな、外へ使いにいってもらったのさ。そうそう、こんな失うせ物探しとかね」

　ヨナスは手て袋ぶくろに包まれた手を外套の下に入れる。取り出されたのは、捜していたティーハニーの姿だった。

「ティーハニー!!」

「おーっと、落ち着けよ。じゃなきゃ、クッキーなんか一いつ瞬しゆんで粉々だ。もちろん俺はこんなもん食わないけどなぁ」
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　ヨナスは顔をそむけると、クッキーをつまみあげた手を嫌そうに遠ざけた。

「こんなもんとは何よ！」

　キンキンとした声で、ティーハニーが言い返したが、それは強がりだとわかる。

　なにしろ相手が悪すぎた。目の前の男は、なんの躊ちゆう躇ちよもなくティーハニーを砕くだいてしまうだろう。

「やめて！　絶対に壊したり傷つけたりしないで」

　思わぬ人ひと質じちをとられ、ミリセントは逃にげ場をなくす。

　──どうしよう。いまここにグレンもいないし、アンセルも見つからないし……やっぱり、これが狙ねらいなの？

　焦あせる思いで、腰に巻いている飾り鎖シヤトレーヌの存在を強く意識する。

　旅先であっても肌はだ身み離はなさず持っている『薔ば薇ら封ふうじ』を〈大暗室〉が狙っていることはわかっていた。

　しかしヨナスはミリセントの気持ちなどとっくに見通しているのか、軽い口調で言い放つ。

「別に難しいことじゃない。俺と一いつ緒しよにくりゃいいのさ。そうすれば、トリシアに会わせてやる」

「……母さんに!?」

　思わぬ申し出に、ミリセントは混乱した。

　ヨナスにイヤリングを渡わたされたときから、母に関する手がかりがこの土地にあるのではないかと思っていた。

　それでも、頭の隅すみではどこか妙みようだと感じている。

　──そうよ、やっぱり変だわ。はじめてヨナスに会ったときには、母さんのことを捜せっていってた。なのに、マジックの舞ぶ台たいで騒さわぎを起こしたときには、「トリシアに会いたい」って……

「あなた、ほんとに母さんの居場所を知ってるの？　私に見つけさせようとしてたし、それにあなたが居場所を知ってるなら、〈大暗室〉につかまってるってことじゃない」

「質問の多い女だなぁ。まずは、その目で確かめてみりゃいいだろう」

　混乱するミリセントにヨナスは笑いかけ、手にしたクッキーを招くように振ってみせる。

　疑い出せばきりがない。なにしろ相手は〈大暗室〉の一員なのだ。

　ミリセントはヨナスをにらみつけたまま、一歩踏ふみ出した。

「ちょっと、ミリセント！　よしなさいよ、ひとりでこの男についていくなんてっ」

　ティーハニーが𠮟しかりつけるように声をあげたが、黙だまれとばかりにヨナスはそれを懐ふところに突つっ込みなおした。

「わかった。一緒にいくわ。だからティーハニーに手て荒あらなことはしないで。人質なんでしょう？」

　ミリセントが外套を手にとると、ヨナスはついてこいとばかりに背を向けた。
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　ミリセントたちが聖王廟びようへ鑑定に向かう当日の朝。

「ティーハニー？」

　捜し物の名を呼びながら、アンセルはステラヘルムホールの中を歩いていた。

　本来なら、今日はミリセントの外出に同行するつもりだった。

　先日ウォーベック家の城へ出かけたあと、ミリセントとグレンの間に変化があったのは間ま違ちがいない。

　グレンのことを尋ねた途と端たん、ミリセントが浮うかべた表情に、打ちのめされる思いを味わった。その事実は、さらにアンセルにやり場のない苦しみを与あたえた。

　そばにいれば苦しくなるだけだとわかっていても、これ以上、ふたりきりにさせておきたくない気持ちもやはり消えない。

　そんなうらはらな思いでいたアンセルのもとに、妙な手紙が届けられたのは今朝早くのことだった。

　ステラヘルムホールの執事から渡された封ふう筒とうは、人目を気にしたのか差出人の名も封ふう蝋ろうもなかったが、それは以前ローズグレイブホールに届けられた封筒と同じだとわかる。

　なかのカードにはわずかながら血の跡あとらしき汚よごれがあり、つづられていたのは謎なぞかけのような短い一文だ。




　──　失せ物に気づいておいででしょうか？　あなたの大切な欠片かけらは甘く苦く焦こげたまま、鐘かねが響ひびく古石のなかで眠ねむっています　──




　朝食の席が整えられる前に、アンセルにはその謎が解けた。ティーハニーの姿がみつからないことに気づいたのだ。

　カードの内容と一いつ致ちするのは、『甘い』と『欠片』ぐらいだったが、その符ふ丁ちようにアンセルはどこか気になるものを感じた。

　これから仕事に向かうミリセントを不安にさせてはいけないと、同行をとりやめたことは黙ったまま、ひとりでティーハニーを捜さがすことにしたのだ。

　厨房を出て使用人通路を歩きながら、アンセルはため息をつく。

　ミリセントの側そばについていられないのは心配でもあったが、今日はグレンが一緒なうえ、聖王廟には王子の近この衛えたちも配備されていると聞いていた。

〈大暗室〉の動きも、いまは自分に矛ほこ先さきが向けられているようにも感じられ、危険は少ないように思われる。

　──だいたい、ティーハニーはどうしてここまで一緒にきたのか……

　改めて疑問を感じると、それはアンセルのなかで大きな違い和わ感かんになる。

　そもそも今回の旅に、ティーハニーが同行すること自体が妙だった。

　彼女がもとは人間だったらしいということは、アンセルも屋や敷しきの住人たちから聞いて知っていた。

　頑かたくなに人の姿を取ることを嫌きらう少女は、もともと外の世界に興味がなく、屋敷から出たこともないらしい。

　ローズグレイブホールのなかでも、ティーハニーのように物の形を借りてあらわれ、はっきり個人の意識があるのは珍めずらしいことだという。

　──それに、ここにきてから妙に私にまとわりついていたような？

　アンセルがリンウッドテラス卿きようからの手紙に応じて出かける際や、湖から戻もどった翌日にも、ティーハニーは問いかけてきた。

「なにか、思い出せたの？」と。

　それはミリセントが問いかけてくれるのとはまた違ちがう響きで、不安と怯おびえが入り混じった感情があるようだった。

　──あの子も、強い心残りがあるから……ローズグレイブホールにいるはず。

　まだ幼い少女のように思える彼女がどうして命を落としたのか。記き憶おくのない自分には問いかける資格がない気がして、アンセルはそれを尋たずねたことはなかった。

　しかしその身を案じて捜さがし回っているものの、屋敷の厨房から各部屋と思い当たる場所はほぼ調べ終えてしまった。

　念のためにと外へ出たアンセルは、庭や廏きゆう舎しやの近くまで足を運んだがやはりどこにも姿はない。

　庭園のあちこちにある奇き妙みような植えこみを眺ながめながら、正門のほうへと視線をやったアンセルはふと気づいた。

　昨日ジーンと会っていたミリセントが、この先の湖こ畔はんに古い塔とうがあると話していたはずだ。

　──ティーハニーは塔のことを知らないはず。けど、カードにあった『鐘が響く古石のなか』というなら、そこがあてはまるかもしれない。

　アンセルは砂じや利りの敷しかれた道を抜ぬけ、湖畔へつづく草地を歩く。

　すると、船着場からやや森に入った位置に古びた塔が見えた。

　ひと気のない木々の中に寂さびしげに立つ石の塔は、継つぎ目まできっちりと作られており、風雨にさらされていても堅けん牢ろうな雰ふん囲い気きがある。

　その周囲をぐるりと歩くと、アンセルがやや背をかがめなければならないほどの、小さな入り口を見つけた。

　普ふ段だんは施せ錠じようされているのだろう、太く大きな鍵かぎが壊こわされたままぶら下がっている。まるで入ってこいといわんばかりに、扉とびらは薄うすく開いていた。

　──あからさますぎる誘さそいだが……あの手紙は、やっぱりここを指しているのか。

　あまりに怪あやしい状じよう況きようにアンセルは周囲に意識を凝こらしてみたが、あたりに人がいるようすはない。さらにその暗くなっている階段の先、塔の上からは銀の雨が響きあって降るような、澄すんだ音色が聞こえてくる。

　いぶかしみながらも、アンセルはその階段を上っていった。暗いなか、手て探さぐりで階段を上がりきると、重苦しい色の扉があらわれる。

　その扉は、力を込めるとすんなりと押し開くことができた。

「ここは……？」

　貴族のサロンのように整えられた五角形の小さな部屋。壁かべ際ぎわに並んだ陳ちん列れつ棚だなにはジーンの物なのか、オルゴールがびっしりと並んでいる。

　さきほどから聞こえる音色は、このなかのひとつが奏かなでているのだろう。

　アンセルがさらに首を巡めぐらせると、鉄てつ格ごう子しのはめられた窓まど枠わくが視界に入った。高価そうな内装と比べて、ちぐはぐな印象を与えるその眺めがひどく気になる。

　ふいに頭上からその窓へ向かって風が抜け、アンセルは天てん井じようをあおいだ。

　その天井の白い漆しつ喰くいは一部が砕くだかれ、床ゆかにも埃ほこりや屑くずがひどく散っている。まだ壊されてそれほどたってないようにも見えた。

　あきらかに侵しん入にゆう者があったようすの塔のなかで、アンセルは怪け訝げんに思いながらも、室内にあった梯はし子ごを使い、破は壊かいされた天井裏をのぞきこむ。

　光の届かないその場所は、奇妙な空間になっていた。

「なんだ……額？」

　暗がりに置かれている物もの影かげに気づいて、アンセルは天井がそれ以上くずれないよう気をつけながら、その品物に手を伸のばす。

　慎しん重ちようにおろしてみると、それは半はん壊かいしている大きな額がく縁ぶちといくつかの小さな箱だった。

　そのどれも煤すすに汚れ、炎ほのおで炙あぶられたような焦げ跡がみられた。

　なかでも額縁は半分以上燃えてしまったのか、中の絵も途と中ちゆうまで焼けてしまっている。

　それでも額の一辺はアンセルの腰近くまであり、かなり大きなものだった。

　額を壁に立てかけ、厚く埃に覆おおわれた表面を払はらおうとしたとき、塔の外からジーンの声が響いた。

「ミリセント？　レディ・ミリセント！　そこにいたら返事をしてくれ」

　アンセルは塔の鉄てつ柵さくがはめこまれた窓から、外へと声をかける。

「ミリセント様が、どうかなさいましたか？」

「アンセル？　どうして……君が」

　驚おどろいたようすで、塔の上へと登ってきたジーンは、内部のありさまに一いつ瞬しゆん息を詰つめると、息を吐はきだしながら「それで？」と問いかけた。

「これは……賊ぞくでも入ったか、それとも君が犯人なのかい？」

　そう口にされても無理はない状況だが、どうやらジーンは本気で自分を疑っているわけではなさそうだ。

「もちろん私ではありませんが……、疑われても仕方のない状況ですね」

「そうか？　少なくとも君は生きていないから、金銭に執しゆう着ちやくがあるようにも思えない。君の意思でこれをしでかしたなら、私はその理由が知りたくなるだろうね」

「なるほど、それもそうですね」

　じつに彼らしい冷静さと公平さだと、アンセルはジーンの考え方に苦く笑しようした。

　──この方は、私をちゃんと幽ゆう霊れいだと認にん識しきして向き合っておられる。珍しい人だ。

　この状況でも、独特の好こう奇き心に満ちた瞳ひとみを向けられて、アンセルは素す直なおに口にした。

「今朝からティーハニーの姿が見えなくて、彼女を捜してここまできたんです。入り口が開いておりましたし、なかから楽の音が聞こえてきましたので、失礼ながら立ち入らせていただきました。まだオルゴールの音も聞こえていますから、侵入者はコレクションにも触さわっていったかもしれません」

「音……？　私にはなにも聞こえないが？」

　不思議そうにジーンが周囲を見回すのに、アンセルも首をかしげる。

「そうですか？　私にはまだ聞こえていますけど、細くて小さいですが……たぶん、このあたりから」

　アンセルは音源を辿たどるように、卵の殻からを象かたどったオルゴールを指差した。だが、仕し掛かけオルゴールであるはずのそれは、動いている気配はない。

　ジーンはひとりなにか納なつ得とくしたのか、そのネジをまくとオルゴールをいじりだした。

　アンセルは、天井裏で見つけた品についても説明した。

「あとはこのとおり、天井の一部が壊されていて、こんなものが天井裏に残っていました。あそこは隠かくし部屋かなにかあったんでしょうか？」

　アンセルが頭上を差し示すと、今度はジーンが首を傾かしげる。

「いや、初耳だな。それでも置いてあったものがこの状態なら、過去に火が回ったことがあるのは確かだな。それは、絵なのか？」

　ジーンは陳列棚の一部にかけられていた布を手にとると、額の埃を払うようにふった。

　埃がぬぐいさられると、立派に額装された絵には人物が描えがかれているようだ。

　やはり炎に炙られたのか、煤と溶とけた絵の具がほとんど絵を駄だ目めにしてしまっている。

「これは、相当古いものだな。貴族の肖しよう像ぞう画がのようだが……」

　絵の前に膝ひざをつくようにして、ジーンは額を見つめていたが、アンセルはその横で微び動どうだにしなかった。

　焼け残って確認できる部分には、輝かがやくように淡あわい銀の髪かみをした少女がひとり描かれていた。

　レースをふんだんに使ったドレスは、長い裾すそがゆったりと流れる豪ごう華かな衣い装しようで、肖像画のために着付けられたものだとわかる。

　まるで陶とう磁じ器きの人形のように整った顔立ちのなかで、深い紫むらさき水すい晶しようのような瞳ひとみが、少女のほほ笑えみを人らしくみせていた。

「この少女……ティアラに薔ば薇らの紋もん章しようがあるな。背にしてる衝つい立たてにも同じ紋章がある……前王室に遡さかのぼる時代のものかもな。どうした、大だい丈じよう夫ぶか？」

　食い入るように肖像画を見つめていたアンセルは、その声に我にかえった。

「いえ、なんでもありません。そういえば、ミリセント様がどうかなさいましたか？　外出先からお戻もどりになったんでしょうか」

　ジーンがここへあらわれたときのことを思い返しアンセルがたずねると、ジーンも慌あわてて口にした。

「あぁ、そうだった。ここへは彼女を捜しにきたんだ。ミリセントは私より先に屋や敷しきへ戻ったはずなんだが、部屋に見あたらなくてね。一いつ緒しよに戻ったグレンが、彼女の部屋でこれを見つけたあととび出していったんだが……」

　ジーンが上着のポケットから取り出したイヤリングを手て渡わたされて、アンセルの表情が凍こおりつく。

　それは以前、マジシャンに関かかわった騒そう動どうのなかで、ヨナスがミリセントに残していった物だった。母親の手がかりをつかめず焦あせりを感じていたミリセントは、当然そのイヤリングの意味を調べたはずだ。

　──まさか、おひとりでヨナスのところへ!?

　思い切りはいいものの、それほど無む謀ぼうな行動はとらないはずの主あるじを思って、アンセルは首をひねった。

　しかしラズウィック湖にリンウッドテラス卿きようがあらわれた以上、〈大暗室〉の動きがあったと考えるべきなのだ。それを思うと、いま自分がここへ誘さそい出されたのも、ミリセントと引き離はなすための計画なのだと気づく。

　アンセルはジーンに詰めよった。

「このあたりに、こうした細工で有名な工こう房ぼうか、紫水晶が採れる場所はありますか？」

　突とつ然ぜんの剣けん幕まくに、ジーンは混乱しながら視線を巡らせ、すぐにうなずく。

「ここから湖こ畔はん沿いに北東へいくと、ラニラ鉱山がある。もう廃はい鉱こうになってるはずだが、そこで紫水晶が採れたはずだ」

　アンセルは自分の手の中にあるイヤリングを握にぎり締しめた。

「そこまで案内していただけますか？　ミリセント様とグレン様が、危険な状じよう況きようになっているかもしれません」
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　ヨナスについて部屋を出たミリセントは、屋敷の裏につながれていた馬に乗せられ、湖畔沿いに森のなかへと連れていかれた。

　なだらかな坂がある道を辿ると、やがて赤っぽい岩がん盤ばんに覆われた山の連なりにたどり着いた。

　硬かたそうな山やま肌はだに、黒く塗ぬりつぶしたような横穴がぽっかりと並んで見える。

　同じような形の暗くら闇やみには、ひと気がまったくなく、寂さびしげな眺ながめはどこか気味が悪かった。

　岩場を歩きながら、ヨナスが口をひらく。

「ここらもいまじゃ、おとぎ話でばかり知られてるが、昔は鉱山で栄さかえてたことがある。いまじゃ鉱石もとりつくしちまって、廃はい棄きされてるけどな。〈大暗室〉がこの坑こう道どうを拠きよ点てんのひとつにしてたのも……もう昔の話だ」

　ぶつぶつと独り言のように話しつづけるヨナスの言葉を耳にしながら、ミリセントはその背中を睨にらみつけて歩く。

　ヨナスは坑道へ頻ひん繁ぱんにくることがあるのか、トンネル横にあるひしゃげてしまった番小屋から吊つり角灯カンテラを取り出した。

「ついてこい。このラニラ坑道はなかで繋つなげちまってるからな。はぐれたら終わりだ」

　坑道に踏ふみこんだヨナスの声が、前方の暗闇に反はん響きようする。

「本当に、ここに母さんがいるのね？」

　ミリセントは聞き返しながらも、やはり妙みような違い和わ感かんをぬぐえずにいた。

　──〈大暗室〉の狙ねらいが薔薇封ふうじなら、とっくに私から奪うばっているはず。しかもここが、昔〈大暗室〉の拠点だったってことは、いまは人がいないってことよね。それじゃヨナスは、結社には関係なく私を連れてきたってこと？

　だがヨナスはミリセントがついてくるのを疑いもせず、靴くつ音おとを立てどんどん奥へと踏み入ってしまう。

　坑道はヨナスが立って歩いても、まだ頭上に余よ裕ゆうがあるほど大きなものだった。

　過去には鉱石を運びだすのに荷車を使ったのだろう。

　足もとの岩盤は車輪の幅はばに窪くぼみが走り、大人が四人は並んで歩けそうな道みち幅はばがある。

　このままおとなしくヨナスについて行くのもしゃくだったが、長くて暗い道筋はときおり抜ぬける風があるのか、気味の悪い音を立てる。

　──うぅぅ、ほんとにやな雰ふん囲い気きなんだけど。でも前を歩いてるのも死し霊りよう術師なんだし……どっちにしろ最悪よね。

　ミリセントは自分の置かれた状況を茶化すことで、なんとか平静を保とうとした。

　すっかり入り口が見えなくなると、ヨナスの手にした角灯だけが頼たよりだ。

「この坑道は、なかを広げて、いくつかある坑道を繋げちまったから、迷めい路ろになってるだろうなぁ。なにしろ俺は人手にだけは困らない」

　逃にげても無む駄だ。そして、おそらくここには死人がいることを匂におわされているのだ。

　ミリセントはさんざん迷ったあと、ヨナスとの距きよ離りを縮めた。嫌きらいな相手だが、この暗闇のどこかに死人がいると言われれば心細くもなる。

　自分たちのまわりだけが明るいなかで、今日は比ひ較かく的てきまともな言葉を紡つむぐヨナスがどこか不思議だった。ミリセントはいつの間にかヨナスの横にならぶと、その顔を凝ぎよう視しする。

「なんだ？」

「今日は普ふ通つうに喋しやべってるし、あなたも人間だったんだなぁって」

「お前……この状況でその発言。けっこういい性格してんな」

　妙に嗄かれた声で笑うヨナスに、思えば目の前の男とまともに会話するのは、はじめてかもしれないとミリセントは気づいた。

「だって、あなたは〈大暗室〉の人じゃない。死んでるのか生きてるのかわからないし、死体を操あやつったりするからすごく嫌いやよ。それに、いっつもひとりではしゃいで話してばっかりで、質問にも答えてもらってないし」

「はしゃいで……って、お前からみた俺の印いん象しようってまるで阿あ呆ほうだな」

　さすがにヨナスも眉まゆをひそめたが、その件は否定せずミリセントは足を止めた。

「ここ、水が流れてるの？　音がするし、なんかすごく寒い……」

　部屋から出るときにとっさに外がい套とうをつかんできたものの、それでも追いつかないほど坑道のなかは冷える。

　もともとラズウィックは肌はだ寒ざむい季節ではあったが、ここはさらに空気がしっとりと冷たく全身を包む。

「あぁ。そういやお前らは、暑かったり寒かったりすんだな」

　ヨナスはあまり頓とん着ちやくしないようすでつぶやくと、さらにその奥の枝道に入った。

「足もと、溝みぞがあるぞ」

「きゃあぁっ!!」

　ヨナスの声も間に合わず、ミリセントは側そつ溝こうらしき場所を流れる水に足を踏み入れてしまった。

「もう、なんなのこ……」

　最後の言葉は、ミリセントの口のなかでぷつりと途と切ぎれた。

　小道の先には、楕だ円えん形の小さな空き地のようになっている岩室があった。

　燭しよく台だい置きとして削けずり取られた壁かべには、蝋ろう燭そくがいくつも炎ほのおを揺ゆらし、岩の結けつ晶しよう成分をキラキラとさせている。

　しかし悪あく趣しゆ味みなことに、そこには人の背せ丈たけほどもある額が立てかけられ、表面には〈大暗室〉のシンボルである、黒い生命十字に蛇へびが絡からみつく細工がほどこされていた。

　ヨナスが手にしていた角灯を岩いわ棚だなに置くのを見て、ミリセントはその袖そで口ぐちと手て袋ぶくろの隙間からのぞく肌はだが、異様に青ざめひび割れているのに気づいた。

「今日、ここへ連れてきたのは確かめたいことがあったからだ。それに、お前も聞きたいことがあるだろう？　とくに母親に」

「そのまえに答えてもらうわ。母さんをどうしたの？」

　だがヨナスはそれには答えず、ミリセントの顔をじっと見つめた。

「俺がお前に確かめたいのは、母親を恨うらんでるかってことだ」

「どうして、私が母さんを恨むの？……それに、なにをいったって無駄よ。あんたたちのせいで家を出たあと、私はあの屋や敷しきのことも記き憶おくになかったわ。最近少しずつ夢をみて、やっと昔あそこにいたんだって思えたんだもの」

　その答えをヨナスは予想していなかったらしい。

　禍まが々まがしいほど鮮あざやかな青い瞳ひとみの中心で、瞳どう孔こうがぎゅっと縮んだ。

「お前……母親がしたことを知らないのか？」

　驚きよう愕がくを押し殺すようにして、ヨナスの瞳は爬は虫ちゆう類るいのように感情をなくしていく。

「ひでぇ話だな。だからお前は、奴やつらとあの屋敷でのうのうと暮らしてるってのか……。は、お笑いだな。トリシア、ずいぶんと卑ひ怯きようなことをする」

「あんたに母さんのこと口にしてほしくない。ちゃんと答えて。母さんに会わせてくれるっていったんじゃない！　どこにいるのよ」

　ヨナスの思わせぶりな言葉に騙だまされまいとしながら、ミリセントは不安のまま無意識にペンダントに手をやった。

「ふん。じゃあ、お前がいま握にぎってるそれも、トリシアが〈大暗室〉から盗ぬすみ出したものだってのは知らねぇってことか。薔ば薇ら封じと同じぐらい、それを手に入れたい奴もいるってのになぁ」

　思わぬ言葉にミリセントは動どう揺ようした。

　このペンダントには母の肖しよう像ぞうが細工されているのだ。そんなはずはないと、ミリセントは首をふった。

「アスワド、あいつのいうことなんて嘘うそなんでしょう？」

　彼なら本当のことを知っているはずだと、ミリセントはペンダントを必死に見つめたが、そこには変わらず薔薇の花が描えがかれているだけだ。

「どうして答えてくれないの？　ねぇ、アスワド！」

　何度呼びかけても、薔薇の細密画ミニアチユールはいっこうに変化を見せない。

　そんなミリセントの心を打ち砕くだくかのように、ヨナスは楽しげな声でこう告げた。

「真実は直接本人の口から聞くんだな。会わせてやるよ、トリシアに」

　ヨナスの手が〈大暗室〉の印を掲かかげた額にかかったかと思うと、それを乱暴に引き剥はがし床ゆかに捨てる。

　額の向こうにあらわれたものに、ミリセントは息をつめた。

　壁に斜ななめに埋うめ込まれた石せつ棺かんのなかに、大量の布とともに納められているのは、眠ねむるようにまぶたを閉とざしている女性の姿だ。

　右みぎ肩かたで黒くろ髪かみを束ねたその女性の顔を、ミリセントは何度も見ていた。

　ペンダントや屋敷の肖しよう像ぞう画が。夢でみる記憶のなかの母トリシアだ。

「母……さん、なの？」

　穏おだやかな表情だったが、土色がかった肌や、その影の濃こい面おも立だちから、すでに息のないことはわかる。初めて目にする母の姿は、もはや魂たましいを宿していない。

　ミリセントの唇くちびるが震ふるえ、不安定に息が漏もれる。

　足が前にすすもうとしているのか、後ろへ逃げようとしているのかわからなかった。

　ミリセントは呼びかけることもできずに、母の亡なき骸がらと向き合っていた。

　ファネル家の遺産。遺ゆい言ごん証書。

　そんな言葉とともに迎むかえの使者がきたときから、母の死を考えたことがないといえば嘘になる。

　それでもローズグレイブホールで、心残りのある魂があらわれると聞いたときには、もし母が死んでいるなら必ずあらわれるはずだと思った。

　幼い我が子を街に置いて姿をくらました母に、心残りがないはずはない。

　夢でみる母はやさしく陽気で、自分を愛してくれていたとわかる。

　だからこそ、母を知る幽ゆう霊れいたちと暮らしはじめることもできたのだ。

「どうして……母さん」

「お前がトリシアの後こう継けい者しやなら、死者を呼び戻もどせるはずだ」

　ぽつりと返されたヨナスの声に、ミリセントは場ば違ちがいにも笑い出しそうになった。

「どういうつもり？　母さんを殺しておいて、私に生き返らせろっていいたいの？」

「俺は死し霊りよう術師だが、操れるのは死者の肉体だけだ。死んだ人間の心までは呼び戻せない」

　ヨナスはミリセントの感情などおかまいなしに、その手を伸のばしてくる。

　炎に透すかした瑠る璃り硝子ガラスのような瞳に、体が縛しばられるように動けなくなった。

　だがその指がミリセントに届く前に、ヨナスの薄うすい唇がおどろきの形にひらかれる。

「伏ふせろっ!!」

　肩を押され、ヨナスに突つき飛ばされたミリセントは地面に転がるように倒たおされた。

　思い切り背中を打って思わず呻うめくと、ミリセントはヨナスの体の下から這はいだす。

「……い、った。なに!?　ちょっと血が──」

　相手の肩を押した手が、ぬるりと生暖かく濡ぬれてぎょっとする。

「っくしょう！　追っ手を差し向けやがったな」

　咽むせるように喉のどを鳴らす声とともに、ヨナスがゆらりと身を起こした。

　その喉元から滴したたり落ちる大量の血に、ミリセントは立ち上がれないまま後ろへはいずる。

「下がってろ」

　言葉を投げたヨナスは、外がい套とうの下に手を突っこむと細身のナイフを鞘さやから抜ぬいた。

　それを胸の前で構え、片手を添そえると低い姿勢で入り口付近の高い位置へと跳とぶ。

　まるで獣けもののように壁かべを蹴けって駆かけ上がると、その闇やみからぼこりと浮うき上がった人ひと影かげがざざっと壁を擦こすって地面に落ちた。

　その影は四つ這いになって、ミリセントに近づいてくる。

　恐きよう怖ふに息を吞のみ、転がって横へ逃にげようとしたミリセントの間近に、再び壁を蹴ったヨナスが、男の体を踏ふみつけるように着地した。

　地面を転がった黒い影は、薄うす黒ぐろく肌の色が変色した壮そう年ねんの男だ。

　瞳の白い部分が闇に浮き上がり、そのぎらぎらとした目はミリセントのペンダントに注そそがれている。

　異様な風体の男は、あきらかにヨナスと同じ〈大暗室〉の人間だとわかった。

「お前はもう廃はい棄きだとよ。その女をよこせ。『還かん命めいの書』は俺のものだ」

「は、無様だな。てめぇの腐くさった肉がそんなに惜おしいかよ？　もう死体を使う力もないってことか」

　あざ笑うように吐はき捨てたヨナスは、無造作にナイフを構えると左から右へと横ざまに振ふりあげた。

　男はどこか呆ぼう然ぜんとした表情のまま、ぱっくりと開いた喉をさらすと「裏切り……だ」と濁にごった声を漏らし地に膝ひざをついた。

　ヨナスはさらに男の肩に足をかけると、そのまま相手を地面に叩たたきつけ、容よう赦しやなく手にしたナイフをその額に討うちこんだ。

　真っ赤に濡れた手て袋ぶくろに包まれた手がふられ、その飛まつがミリセントの頬ほおにとぶ。

　もはや声もだせずに座り込んでいるミリセントの前で、ヨナスは青白い顔のままふっと膝から崩くずれ落ちた。

「ちょっと、やだ……もう、どうなってるの」

　確かめるまでもなく、ヨナスの外套は肩あたりまでが水を浴びたように濡れ、それが返り血だけではないとわかる。

　相手の男と同じく、首筋を切られているのだ。

　──仲間割れ？　でもヨナスは追っ手だっていってた。じゃあ、やっぱりここへ連れてきたのは〈大暗室〉の命令じゃないってことなの!?

　状じよう況きようがのみこめず、ミリセントの頭は混乱するばかりだ。

　それでも、倒れたヨナスを前にじっとしてもいられず、外套の裾すそをにぎると襟えり元もとをくつろげ押さえつけた。

　肌はだは冷たく死人のような色なのに、流れ出す血は不思議とわずかに温かい。それは見る間に外套とミリセントの指を真っ赤に染めた。

　──血が……思ったより傷が大きい。……それに首筋を切られたら、押さえたって血は止まらない。どうしよう、どうしたらいい？

「馬ば鹿かな、女だな。お前はやっぱりトリシアの娘むすめだ」

「黙だまって。血が……止まらなかったら、あんたでも死ぬの？」

　目の前には母の遺体がある。そんな場所で、母を殺したかもしれない男を助ける必要があるだろうか。

　──でも、さっきは私のことをかばったみたいだった。死なれたら困るから？　そうよ、私だってまだヨナスに死なれるわけにはいかない。確かめたいことがたくさんある。

　もっと傷口をしっかり押さえなければと、ミリセントがヨナスの襟を引いたときだった。

　青白い肌にぶつりとした違い和わ感かんがある。

　古い傷口に見えた線状の黒いものに触ふれた途と端たん、ミリセントはめまいを覚えた。

　思わず目を閉じると、いきなり砂すな嵐あらしが巻き起こって視界が荒あれる。

　──まさか、なにか視みえるっていうの？




　じわりと、視界の隅すみに薄うす赤あかいインクがにじんだような映像が、粗あらい状態であらわれた。

　幻げん燈とう写真を早回しにしたように風景が目まぐるしく変わる。

　ローズグレイブホールの庭が見え、血だらけで朽くちていく体の男が倒れている。

　白い髪かみや独特の瞳ひとみの色で、それがヨナスだとわかった。命を失いかけたヨナスは、まるでうわごとのように「死にたくねぇ」と繰くり返している。

「人の命を玩具おもちやにしといて、その言い草？」

　呆あきれたような女性の声が聞こえた。

　そのあとにつづく光景に、ミリセントは自分が触れたものが、母トリシアがヨナスの首を縫ぬいつけるのに使った刺し繍しゆう糸だと知った。

　恐おそれることなく、血まみれの男の首を縫いつける少女は、まだ幼い頃ころの母だ。トリシアは男の前にしゃがみこむと、その額にそっと指で触れた。

　再び入れ子のように過去へと遡さかのぼる時間の奔ほん流りゆうに、ミリセントは意識を手放しそうになる。

　──これは……母さんが視ている映像……？　母さんは、人に触れて過去を視ることができたってことなの？

　雑多にあらわれる映像に、しがみつくように意識を凝こらす。

　すると、ヨナスの生おい立ちらしきものが、断だん片ぺん的に流れこんできた。

　彼はエスクウィン王朝が立って間もない時代に生きた、傭よう兵へいのひとりだった。

　国が荒れたこの時期には、国境付近で小規模な戦いくさが絶えず、瘦やせた土地の農村からも、男手がほとんど駆かり出されていたらしい。

　まだ大人になりきれていない少年は、なによりも殺し合いの場に恐怖した。

　殺さなければ殺される。

　ただ恐怖と混乱のなか、はっきりとしているのはそれだけだ。

　少年は生き延びるためだけに必死になり、敵兵に剣けんを突き立て、味方の死体から武器を奪うばう。その姿は痛ましいの一言だった。

　戦を必死にやり過ごせば、夜を迎むかえた塹ざん壕ごうのなかで、少年の前にふたたび姿を見せる存在があった。血まみれであったり、体の一部を失った命なき者たち。

　それらは少年が、戦で屠ほふった人間だった。

　その光景にミリセントは確信を得た。

　──こんなふうに幽霊を見てるなら、ひょっとしてヨナス自身が霊れい媒ばい体質だったのかもしれない。自分が殺した相手がいつまでも……つきまとっていた？

　無限地じ獄ごくのようなおぞましい状況だというのに、塹壕にいる少年は、後こう悔かいするどころかほっとした表情を浮かべた。

「そうだ、お前らはもう死んでるんだ」

　乾かわいた唇くちびるから漏もれた言葉が、死者に現実をつきつける。亡もう者じやの無念を目にして、相手を葬ほうむったと実感することでしか、ヨナスは安心できなかったのだ。

　そんな少年が、傭兵として戦場に身をおいていれば、どんな変化を遂とげるのか。

　そのうち、ヨナスは人を殺すだけでは飽あき足らず、その亡なき骸がらをも完全に支配下におくことを望んだ。

　やがて戦場でも恐れられる手て練だれの傭兵となったヨナスが命を落とすと、その肉体は〈大暗室〉の手に渡わたる。

　そして傭兵だった男は死せる死し霊りよう術師として、いまの世に甦よみがえることになったのだ。

　ヨナスの過去を知り、トリシアも迷ったのだろう。

「死にたくない」と口にしたのが、戦場で怯おびえる少年のものだったのか。

　死霊術師と化してなお生き延びる、残ざん虐ぎやくな魂たましいを持った男のものなのか。




　それからふたりの間に流れたのは、奇き妙みような時間だった。

　トリシアがファネル家を継つぐまでは、その関係に名はなかった。

　ヨナスは屋や敷しきの塀へいを越こえない距きよ離りに踏みとどまり、トリシアも彼が投げかける言葉と問いを楽しんでいるようにさえみえた。

　だが先代のウィルマ・ファネルが亡なくなると、ふたりの関係も変わりはじめる。

　ヨナスが塀にあらわれたある日、トリシアは華はなやかなヴェールを手に庭にあらわれた。

「なんだ、裁さい縫ほう嫌ぎらいのくせに」

「うるさいわね！　これは花はな嫁よめ衣い装しようよ。私やっと旦だん那な様をみつけたの」

　いつも自分の願いを否定するヨナスにあてつけるように、トリシアは自じ慢まんげにほほ笑えんでみせる。

「そりゃまぁ……物好きがいたもんだな……。金で買ったのか？」

「ちょっと、ほんとに怒おこるわよ。だいたいこの家には、爵しやく位いもなけりゃお金だってないんだから、純じゆん粋すいに私の魅み力りよくに決まってるじゃない！」

　怒ど鳴なりつけてヨナスを睨にらむトリシアの前で、ヨナスは突とつ然ぜん「おぉ？」と驚おどろきの声をあげると塀の外に落ちていった。

　途端にドガガッ！　と激しい音が塀の向こうで聞こえ、トリシアは慌あわてたようすで声をあげた。

「巡じゆん回かいの時間忘れてたっ。ちょっと！　エリスったら、待って。まだそいつに自慢しおわってないんだから、殺さないでよ」

　慌てて裏門から屋敷の外へと回ると、すでにヨナスはその右みぎ肩かたを外がい壁へきに矢で撃うちつけられ、張りつけのようになっている。

　そばに立つのは、馬を下りた長身の女性だ。

　しっかりとした肩かた幅はばの女性は、男ものの衣服を身につけ、華やかな金の髪を背に流している。

「エリス、待ってったら！」

　エリスと呼ばれた女性の右手には、ベアボウと呼ばれる弓が握にぎられていた。どうやらヨナスを引きずり下ろして撃ったらしい。

「いっておいたはず。今度この男を見たら絶対に殺すって」

　色の異なる双そう眸ぼうには怒りがたぎり、せっかくの美び貌ぼうも不ふ機き嫌げんさで台無しだ。

　ヨナスは顔をゆがめて体から突つき出た矢を短く折ると、自力で矢を体から抜ぬいた。

「まぁったく。こいつの不機嫌も、お前の結けつ婚こんのせいじゃねぇのか？」

　いまやファネル家の当主となったトリシアのそばには、幼おさな馴な染じみであったエリスが騎き士しとして常に身の回りを固めている。

「あなたたちこそ、猫ねこと鼠ねずみみたい。お互たがいを見つけたら追いかけっこなんだもの」

　飽きることなく互いを牽けん制せいしつづけるふたりに、感心したようすでトリシアがもらす。

「トリシア、私はあんたに近づく害がい獣じゆうをほうっておけない。わかるでしょう？」

　トリシア自身、いまのヨナスと自分の関係が褒ほめられたものではないとわかっているのだろう。ごめんなさいとうなずいて、おとなしくエリスの腕うでを取る。

　まるで物語の騎士と姫ひめ君ぎみのように自然に寄り添そうふたりの姿に、ヨナスはしらけたように舌打ちした。

「まったく、俺は厨ちゆう房ぼうの鼠かよ。せいぜい、その騎士とやらに旦那を暗殺されねぇようにな！」

　とんでもない言葉を吐はき捨てて、ヨナスは再び塀に飛び上がると木々の狭間はざまへと消えた。




　そんなふうに過ぎていた三人の間が、決定的に『宿敵』へと変わったのは、〈大暗室〉に騎士エリスが殺されたときだった。

　トリシアがまだ幼いミリセントを連れて屋敷を逃にげ出すまでの間、時間かせぎを行っていたエリスは屋敷への侵しん入にゆう者を阻はばむさなかに絶命し、その亡骸を〈大暗室〉に押さえられてしまった。

　そして〈大暗室〉は娘を連れて姿をくらましたトリシアを捕とらえようと、エリスの遺体を取引に使えとヨナスに命じたのだ。

　ヨナスが決着の場に選んだのが、この坑こう道どうだった。

　トリシアはエリスの遺体を〈大暗室〉から取り戻もどそうと躍やつ起きだった。自分の騎士であった彼女が、結社の手にあるというおぞましい事態に耐たえられなかったのだ。




　ミリセントの目に映る光景が、つい先ほどまで自分がいた坑道と同じ、洞どう窟くつのような場所へと変わる。
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　かすかな水の音、あたりは薄うす暗ぐらくほとんど光がない。

　荒あらい息づかいと岩場を走る足音だけが響ひびくなか、ヨナスの「よせ！」という声が響いた。

　その途と端たん、あたりを包んだのは、激しい爆ばく音おんと炎ほのおのうねり。

　岩の崩くずれる音がつづき、炎の色を暗くら闇やみが遮さえぎっていく。

　ミリセントはその闇やみに突き落とされるように、過去視から覚めた。




　おぼろげながらよみがえる、母とベルフィールドへ出てからの日々。隠かくれて暮らす日々のなか、いつも母は緊きん張ちようし思いつめたようすだった。

　親友であったエリスの死、伴はん侶りよであったロイゼの死。あまりにも多くのものを失って、母はあの街へ逃げ延のびたのだ。

「……母さんは、あなたに呼び出されて、自分でここへきたのね？」

　呆ぼう然ぜんと口にするミリセントに、ヨナスが震ふるえる喉のどで答える。

「あぁ、呼びだしたときから予感はあった。あの女なら、腹をくくってるはずだってわかってたんだがな……持てるだけの爆ばく薬やくを持って、乗りこんできやがった。あいつはエリスの遺体を吹ふき飛ばしにきたんだ。俺みたいなのが、いる、から……」

　血に濡ぬれたヨナスの口もとが皮肉げにゆがむ。

　自分の大切な人が、死んだあとまで支配され穢けがされることを望む人間はいない。

　だが、〈大暗室〉を相手にするというのは、そういうことなのだ。ミリセントは、母がどれほど激しい覚かく悟ごを持った人だったのか思い知る。

「でも、母さんの遺体はここにある」

「あのときは、トリシアがエリスの遺体を吹き飛ばして、結社の人間もたくさんやられた。トリシアはあいつも怪け我がをしてて……最後は自分で爆薬をにぎりやがった」

　その肉体の消しよう滅めつをはばんだのは、ヨナスだったのだろう。

「あなたは、母さんの遺体を隠してたのね」

　過去を視みたいまなら、どうしてここに母の遺体が置かれているかわかるような気がした。

　この男が、なぜ自分に母の魂を呼び戻せと口にするのかも。

「ヨナス……母さんのこと」

　目の前の眠ねむるような表情の母をみあげる。

　ヨナスの命を糸で縫ぬいつけた母の気持ち。それをずっと身につけたまま、生きてきたヨナス。

　だが、ヨナスは自分でもわかっていないのかもしれない。

　その気持ちをなんと呼ぶのか、きっとこの男は知らない。

　少しずつ、浅くなっていく呼吸を感じながら、ミリセントはヨナスに教えた。

「あなたにいっておくわ。ローズグレイブホールに、母さんの幽ゆう霊れいがあらわれたことはなかった。他ほかの何からも、母さんのことを知る手がかりはなかったの」

　ミリセントが止血をする手に、ぎゅっと力をこめると、ヨナスがくくっと笑った。

「そうしてると、お前に絞しめ殺されてるみたいで、笑える」

「気持ち悪いこといわないで」

「俺を殺さないのか？」

「もう死んでるのに？」

　お互いに、馬ば鹿かみたいにちぐはぐな会話をしてる自覚はあった。

　ミリセントもわからなくなってしまった。ヨナスもまた、望んで〈大暗室〉に加わった人間ではなかった。

　ただ長い戦いくさに倦うんだ心と魂たましいが、そのいびつさゆえ結社に利用されたとも言える。

「母さんとの賭かけってなんだったの？　母さんはなにをしようとしてたの？」

「あいつは、自分の母親をひどく嫌きらってた。だから娘が、お前が生まれてから必死だった。嫌われたくない、自分は母のようにはならないってな。あいつと結社がやりあってたのは『永と遠わの薔ば薇ら』をめぐってだ。だが、そんなものはない……肉体を、魂を与あたえたって死人は死人だ。永遠なんてない」

「それは、さっき男の人がいってたこのペンダントも関係してることなの？」

　ヨナスの体はすでに血を失いすぎているのか、小刻みに震え、まぶたの動きが緩かん慢まんになっている。

「俺は……お前にトリシアの魂を呼び出させて、罪を告白させるつもりだった。お前がトリシアを許せば、トリシアがひとつ勝ち。もうひとつは、あいつが手がけた薔薇にも賭けてたんだが、見届けられそうにねぇ……」

　ヨナスの言葉が終わる前に大きな地じ響ひびきが起こる。坑道のずっと離はなれた場所で、なにか爆ばく発はつ音のようなものが聞こえた。

　その響きのあと聞こえた声に、ミリセントは腰こしを浮うかせた。

「グレン……」

　さらに坑道のあちこちで蝙蝠こうもりの群れがたてるはばたきと、チーチーとかん高い鳴き声があがる。

「同情だったら馬鹿な女だ。自分のことをよく考えるんだな」

　ミリセントの手を押しのけ、だるそうに身を起こしたヨナスは、トリシアの遺体が入った石せつ棺かんから、包みをひとつ取り出した。

　何重にも巻かれた油紙の中からは、鉱山爆ばく破はに使われる筒つつ状じようの爆薬があらわれる。

「じきに〈大暗室〉の奴やつらがここへくる。お前に残されてる道は、ここをすぐにでるか……俺と一いつ緒しよに跡あと形かたもなくなるか」

　ヨナスの狙ねらいはすぐにわかった。

　トリシアがエリスの亡なき骸がらを葬ほうむった爆発が脳のう裏りによみがえる。

「……やめて」

　諦められるはずもなかった。目の前にある母の体に、まだ触ふれてもいない。

　このまま母を残していくことなど考えられず、ミリセントは石棺に近づこうとした。

　だが、ヨナスはそれをせせら笑うように懐ふところに手をいれると、カードを差し出すように指にクッキーを挟はさんでみせた。

「あぁ、そうだ。これを返してやるよ」

　指を鳴らしてその手が放物線を描えがくと、焼き色のついたクッキーはまっぷたつに割れ宙を舞まう。

「嫌いやっ、ティーハニー!!」

　目の前の光景が信じられず、ミリセントは欠片かけらを拾おうと岩室を走り出た。

「ミリセント!?」

　暗い道の先で、グレンと数人の足音がする。

　するとミリセントの背後の岩室から、おぞましい気配と岩をこするような音が聞こえた。

　何度もヨナスとまみえたいまは、穴だらけの革かわ袋ぶくろに息を吹きこんだようなその音が、死人の息づかいだとわかる。

　ヨナスがこの坑道をつなげるのに、死人を使ったと口にしていたことをミリセントは思い出した。目覚めさせた死人で、〈大暗室〉の追っ手を迎むかえ撃うつつもりなのだろう。

　岩室から伸のびる異様な影かげを目にして、ミリセントはティーハニーの欠片を拾って胸むなもとに入れると、暗闇の坑こう道どうへ踏ふみ出した。

「グレン……グレン！　助けて、ティーハニーが……」

　走りだすと、濡れた足がほとんど感覚をなくしているのに気づく。

　襟えりもとから立ちのぼる、甘いジンジャークッキーの香かおりがこの場にひどくそぐわない。

　ミリセントはあふれる涙なみだをぬぐえないまま、暗い坑道の壁かべを手で擦こすりながら必死に進んだ。

「ミリセント！　そこを動くな」

　グレンの声を必死に追うなか、暗闇に目が慣れると、枝分かれしている道にわずかに明暗がついているのがわかる。

　そこに揺ゆれる明かりが徐じよ々じよにはっきりすると、ミリセントは袖そででぐいっと顔をぬぐった。

　──グレンなら、気づいてくれると思ってた。

　ヨナスに連れていかれることになったとき、とっさに机の端はしにイヤリングを残してきたのだ。

　角灯カンテラの明かりがまぶしく思わず目をつぶったが、グレンの手に思わぬ力で抱だき寄せられる。

「生きてたか……」

　大きく息をついたグレンの押し殺した声が耳もとで聞こえる。それはどれだけ自分が彼に心配をかけたか知るのに十分だった。

　岩室で目にしたばかりの現実がよみがえり、ミリセントは身み震ぶるいする。

「ごめんなさい」

　謝りながらも、心の底からほっとしてグレンの胸に体をあずける。

　そのまま、安あん堵どと悲しみに気持ちが緩ゆるみそうになり、ミリセントはようやくその腕うでから身を離した。

　──まだ、いまは駄だ目め。泣くならあとにしなきゃ……

「グレン、急げ！　あっちからもきやがった……うえぇぇ。ほんっと気味悪いな」

　やや緊きん迫ぱく感かんに欠ける声で明かりをかざすのは、リーアン王子の近この衛えであるイニアスだった。

　その後ろに、三人ほど同じ軍装をした兵士たちがつづいている。

「ミリセント様、寒かったでしょう」

　同行していたシルヴィアが、自分のマントをミリセントに着せかけてくれる。

「シルヴィアさん、それに近衛の人たちまで……どうして？」

「たまたま、マクミラン様が屋や敷しきへ戻もどられるのに私たちも途と中ちゆうまで同行してたんです。でも、屋敷からそう離れないうちに、グレン様が馬を駆かって飛び出してこられて。あなたが危ない状じよう況きようかもしれないとおっしゃるので、ご一緒したんですの」

　その隣となりで、グレンが少し不ふ機き嫌げんそうな表情で言葉を添そえる。

「イヤリングと別に、君の部屋の机に地図があったからな。このあたりの鉱山にばかり印をいれてただろう。アメジストだったらここが一番大きな鉱山になる。でも他ほかにも来客があるみたいだけどな……」

　グレンの言葉が終わらないうちに、なかば悲鳴まじりで兵士が声を張りあげる。

「隊長！　右手からも来ましたっ」

　それは闇やみのなかをうろつく相手が、死人であることを知っているからだ。

　しかも別の方角からは、再び爆ばく音おんと地鳴りのような響ひびきが伝わってくる。

「〈大暗室〉がヨナスを追ってるみたいなの。このなかは迷めい路ろみたいになってるらしいから、道がわからなくて爆ばく薬やくで壁を壊こわしてるのかも」

　ミリセントの言葉に、イニアスが嫌そうに背後を振ふり返り眉まゆをつりあげる。

「なんだそれは。ここは、奴らの拠きよ点てんじゃないのか？」

「前はそうだったらしいんですけど、なんか揉もめてるみたいで。とにかく、早く離れたほうがいいです。こっちの道にもヨナスっていう死し霊りよう術師がいて……」

　ミリセントの言葉に、グレンがぱっと反応した。

「やっぱり、あの男か……」

　低い声でもらすと、険しい顔で懐の銃じゆうに手を伸ばし、グレンはミリセントの背後にある通路へと駆け出す。

「グレン!!　待って」

　慌あわてたミリセントが声をあげると、すぐ背後でイニアスの厳しい声がとぶ。

「グレン、ひとりで突つっ込むな！　皆みな、援えん護ごにつけ、銃は使うなよ」

　後を追う兵士の後ろから、ミリセントももときた道を戻もどる。

　だが暗く狭せまい通路には、すでにヨナスが呼び覚ました死人たちがうろうろと歩き出していた。

「こないだの舞ぶ台たいの護衛から、こんなのばっかりですわ」

　シルヴィアがどこか緊きん張ちよう感かんの足りない口調でいうと、すかさず銃じゆう剣けんの台座で近づく死人を殴なぐり倒たおした。

　見た目からは想像もつかない雄お々おしい姿だが、やはりシルヴィアも近衛の名に恥はじない兵士なのだ。

　通路で入り乱れる兵士たちの間をすりぬけ、ミリセントはヨナスのいる岩室へと再び飛び込んだ。

　そこにはヨナスと対たい峙じするグレンの背中が見えた。グレンはすでに自分の銃を使って、相手の肩かたを打ち抜ぬいたらしい。

　だがヨナスの手には、先ほどの油紙の包みの中身が握にぎられていた。

　その周囲には、泥どろとボロ布を固めた人形のような死体たちが揺れ、こちらの攻こう撃げきをさえぎろうとしている。

「グレンお願い。ヨナスの手には爆薬があるの。銃は……」

　ミリセントの言葉に、グレンは一いつ瞬しゆんぎょっとしたようにふり返る。

「わかった……いま、薔ば薇ら封ふうじは使えるか？」

　問いかけながら、グレンは手にした銃を、懐にある薔薇の騎き士しに持ち替かえようとした。

　ミリセントも自分の腰こしに巻かれた薔薇の飾り鎖シヤトレーヌに手を伸ばす。

　しかしヨナスはグレンの銃じゆう口こうに怯おびえることなく、岩いわ棚だなに置かれた角灯カンテラに手を伸ばした。

「少し考えてみたらどうだ？　幽霊じゃないんだ。そんなもので俺は片付きゃしない。ここにある遺体を、あいつらに触れさせず外へ運び出せると思うのか？　なぁ、ミリー。俺ならトリシアを救える。自分の後始末も一いつ緒しよになぁ。それにいくらかの巻き添ぞえが増えたところで、どうってことはないがな」

　ヨナスの青い目はもはや淵ふちのようだった。深い、光の差さない青黒い闇。

　──母さんの魂たましいは戻らない、ヨナスの賭かけは成立しない。永遠に……

　角灯のホヤの留め金を、ヨナスの指がはじく。

　その手に握られた包みに炎ほのおがうつるのが、ひどくゆっくりと見える。

　瞬まばたきをひとつして、ミリセントはグレンの手をつかんで岩室を走り出た。

「逃にげて!!」

　張り裂さけんばかりに叫さけんで、坑道の兵士たちに走るように告げる。

　その背中を爆音と熱風が襲おそった。

　喉のどや鼻が焼けるように痛み、岩が砕くだけ落ちる音のなか、砂すな埃ぼこりが吹ふき荒あれる。

　自分がどちらに転がったのかわからなくなりながら、硬かたい岩に体を押しつけられミリセントは地面に倒れたことを知った。

　覆おおいかぶさっている重みから「怪け我がはないか？」とグレンの声が響いて、爆ばく風ふうから自分をかばってくれたのだとわかった。

「グレンこそ……それに、皆は……」

　あたりで低く呻うめくような声がもれ、それが近衛隊員のものなのか、洞どう窟くつをさまよう死人のものなのかがわからずどきりとする。

「待て、ここに──」

　身を起こしたグレンが、石に埋うもれた角灯カンテラを見つけて掘ほり出した。

　奇き跡せき的に明かりを失っていないその角灯を、瓦が礫れきの転がった方へかざすと、壁に手を這はわせながらイニアスとシルヴィアが近づいてくる。

「いったいなんだってんだ!?　〈大暗室〉の奴やつらはまだそんなに近づいてなかっただろう？」

　ミリセントは自分たちが来た方向を見つけようとしたが、もはやその周囲は岩に囲まれ、かなりの岩がん盤ばんが崩ほう落らくしたらしい。

「この爆発だ……ヨナスももう」

　助かるはずはないと、グレンは確信したように崩くずれた瓦礫を睨にらみつける。

　ミリセントもきゅっと唇くちびるをかみ締しめた。

　ヨナスのことを許す気持ちにはなれない。

　それでも、いまここで母の遺体が〈大暗室〉の手に渡わたることになれば、それは母本人がなにより望まない事態になったはずだ。

　グレンが角灯であたりを照らす。どうやらミリセントたちは、爆発の余波でさらに奥の枝道へとばされ、落石に閉じ込められてしまったようだ。

　出口がないと知った兵士が慌あわてて壁をさぐりだすが、イニアスはそれを諫いさめると音を殺すようにあたりをうかがった。

「待て、落ち着くんだ。ここで〈大暗室〉の奴らと鉢はち合あわせるほうがなお悪い。グレン、状況はどうなってる？」

「俺の左手の壁は、もともと通路だったみたいだな。落石の隙すき間まから向こう側が見える。あっちに、角灯の一つが転がってるから、少しだけ明るい」

　グレンはさらに手にした明かりを近づけ、向こう側をのぞきこむ。

「あぁ、通路っていうより、妙みように空間があるから作業場だったのかもしれない。なにか箱が積まれてるな……」

「ちくしょう、出口はそこだけか」

　イニアスがグレンの隣となりで岩の隙間をのぞきこむと、反対側から同じく顔を寄せたシルヴィアが口をひらいた。

「あの、ここが鉱山だったなら、あの木箱は残されてる爆薬ってことはないかしら？　書かれてる文字は見えないけど……たぶんあの色は危険物の印だと思うの」

　シルヴィアの言葉に、ミリセントもヨナスが手にしていた爆薬がはじめからこの坑こう道どうに用意されていたことを思い出す。

　ヨナスが結社に隠かくれてここを使っていたのなら、今日のような日のために爆薬を準備していた可能性もある。

　ミリセントが目の前の石をひとつどけてみると、それを目にした兵士たちもすぐに手伝いはじめた。だが思った以上にその量は多く、かなり時間がかかるとわかる。

「まて、さっきの爆音が近づいてきてるぞ」

　落石の反対側へ耳を寄せたグレンが口にして、ミリセントも壁に近づいてみた。

「ヨナスの起こした爆発で、場所がわかったのかも」

　死霊術師がヨナスに差し向けられていたことを考えると、やはり〈大暗室〉の追っ手だと考えるしかなさそうだ。

　暗くら闇やみに閉じこめられ、いつどこに死者があらわれるかもしれない。その状じよう況きように思い当たり、全員の顔に不安がにじむ。

「私が──私にやらせてください！」

　ふいにシルヴィアの澄すんだ声が響ひびいて、ミリセントは驚おどろかされた。

「シルヴィアさん……なにを？」

　落石をどかすのだとしても、彼女の細ほそ腕うでではそれほど事態は変わらない。だが、シルヴィアには別の考えがあるようだ。真しん剣けんな表情で、落石の隙間をのぞき見た。

「あちらに転がってる角灯カンテラの火を、置いてある木箱にうまくつけられたら……」

　その言葉に、イニアスが思わずといったように口笛を鳴らす。

「本気かシルヴィア。そりゃ、大きく道は変わるだろうが、爆発を起こせたとして、かなりの至近距きよ離りだぞ？　俺たちもろとも吹っ飛ぶか……いや、でも他ほかに方法はないな。時間もない、試ためしてみるか」

　イニアスはシルヴィアの横に待機すると、残りの兵士たちにも、合図があったらすぐにできるだけ反対側の壁かべへ伏ふせるよう指示した。

「それと、グレンとミリセント。君たちは装備もほとんどない、なるべく距離をとってそちらの壁に伏せていてくれ」

　グレンはうなずいてミリセントの手を引くと、火薬が見える反対側の壁に座らせてくれた。

　そして自分は、ミリセントの真正面で向かいあうように腰を下ろす。

「いいか、万が一があってもとにかく道のできたほうへ走れ」

　ミリセントには、シルヴィアやイニアスがどういうつもりなのかまったく理解できない。

　状況をすでに受け入れているようすのグレンに問いかけた。

「ねぇ、ちょっとまって。シルヴィアさんは、通路の向こうへ抜ぬけたりできないでしょう。これからなにをする気なの？」

「壁抜けができたら、それこそマジックだな」

　グレンは笑いを含ふくんだような声でいうと、ミリセントの体の両側に手をついて、自分の体でミリセントを隠すようにする。

　その向こうで、かすかに硝子ガラスが割れるような音が聞こえた。

「いいか、俺もあんまり信じてるわけじゃないが、どうもシルヴィアは手を触ふれずに物を動かす力があるみたいだな……うまくいけば、あっちの角灯の火で火薬の箱を吹き飛ばせるかもしれない。ただ、本人にもあまり加減ができる力じゃないらしいから」

　結果がどうなるかは予測不可能だと、グレンは肩かたをすくめてみせた。

「やだ、待ってよ。それじゃグレンが……」

　グレンがどういうつもりで、自分の前にいるのかを知ってミリセントはその手をどけようとした。

　だが、ミリセントがいい終わらないうちに、「点ついたわ！」と細い声が聞こえた。

「なにがあってもここを出るんだ。いいな！」

　グレンの有う無むをいわせぬ声と、イニアスの叫び声があがったのは同時だった。

「総員退たい避ひ!!」

　ミリセントは、そのままグレンの腕うでに強く抱だきこまれる。

　その体が傷つくことのないよう、ミリセントも祈いのる思いでグレンの背に腕をまわす。

　襲ってくるだろう爆発に、誰だれもが体を硬くした。

　ドンッ！　ドォン……!!

　爆薬の箱に順に火が回ったのか、体をゆるがす音が二度起きると、ひどい火薬の匂においに誰もがむせ返った。土ぼこりが視界をふさぎ、岩の転がる音があたりを包む。

「……グレン？　大だい丈じよう夫ぶ、怪け我がは……」

　またしてもあたりは暗闇になり、ミリセントはグレンの体を確かめようとした。右手に触れたグレンの手が握にぎり返してくれて、ほっと息をつく。

「平気みたいだ。イニアスたちがかばってくれたから。イニアス、そっちは大丈夫か？」

　見ると、気を失っているらしいシルヴィアを支えながら、イニアスと兵士たちがこちらへ向かってくるようだった。

「あぁ、シルヴィアが……どうやら岩を……そこの大きなやつも止めてくれたらしい。俺たちに怪我はないけど、彼女が──」

「シルヴィアさん、大丈夫なんですか？」

　ミリセントが立ち上がりかけたときだった。

「まて、なんか妙な音が」

　グレンの声に、誰もが一いつ瞬しゆん黙だまりこむ。

「なんか、水の音が大きくなってないか？　たしかここの水路の水は……──しまった！」

　なにごとかに気づいたグレンが立ち上がると、もう一度あたりに轟ごう音おんが響いた。

　爆破された岩がん壁ぺきの向こうから、怒ど濤とうの勢いで水が流れこみ、煙けむりや岩を一気に押し流し押し寄せる。

「水!?　こんなに、どこから……」

　ミリセントも慌あわてて身を起こしたが、激流といってもいい大量の水に、一瞬で足もとをさらわれる。その場にいる全員が、構える間もなく流された。

「手を離はなすな！」

　グレンが伸のばしてくれた手をミリセントは強く握る。

　水はさらにその量を増し、まるで坑道全部が沈しずんでしまうのではないかというほどになった。

　頭まで水に浸つかり、息苦しさをこらえたミリセントだったが、すぐにその水流は渦うず巻まくように急変した。

　勢いはそのままに、今度は水が入ってきた方向へと逆流をはじめたのだ。

「ぷぁっ！　グレン、どうなってるのこれ」

　ようやく水位が落ち着いた流れのなかで、なんとか息を継ついだミリセントは、グレンの手を握りしめる。水を吸ってまとわりつくスカートでは、泳ぐことなど到とう底ていできない。

　角灯カンテラもとうに流されてしまい、暗闇のなかで激しく流れる水の音が天てん井じように反はん響きようしている。

　グレンの手を握ってなければ、とっくにパニックに陥おちいっていただろう。

「この水は湖から流れこんでる。確かラニラ鉱山は、掘ほってるうちにラズウィック湖を貫かん通つうしかけて掘くつ削さくが止まったはずだ。湖から洞どう窟くつに繋つながる道があるって、昔ジーンがいってたから、このまま流れにのれば外へ出られるかもしれない」

　水音に負けじと声をはりあげたグレンに、前方からイニアスの声が返る。

「湖に出るってのか!?」

「とにかく、岩から頭をかばって流れにまかせるしかない」

　グレンの声に、イニアスが兵士たちになにか命じている声も聞こえた。

　握った手に力がこめられ、グレンが自分にも言い聞かせるような声で話す。

「昔は、このあたりによくジーンと来た。地図をみたこともあるから、間ま違ちがっていないはずだ」

　信じていると答えるかわりに、ミリセントもグレンの手を強く握り返した。

　流される暗闇の先に、ほんのりと薄うす明あかりが差す。

「天井が低いぞ！　水に潜もぐれっ」

　イニアスの声が響くと、水の流れがさらに激しいものになり、ミリセントは一気に水のなかへと腕を引かれた。

　肌はだを刺すような冷たい水に目を閉じると、不規則にごぼごぼと鳴る水音に全身が包まれる。




　やがて、一気に水面に浮うき上がり、こらえた息を思い切り吸いこむ。

　頭上に広がるのは、暮れた色の空。

　薄うすい雲が淡あわい薔ば薇ら色いろに染まりゆく光景は、暗闇での死に満ちた出来事や爆ばく発はつが嘘うそのように、ただ美しかった。

「すごい、ほんとに湖に出られた……の？」

　グレンと顔を見合わせたミリセントは、少し離れた場所にイニアスやシルヴィア、兵士の全員が浮かんでいることを確かめて安あん堵どする。

　岸を探そうと首をめぐらせた途と端たん、体が波に乗ったように、大きくふわりと浮かび上がった。

「な、なに!?　足もとになにか──」

「うわぁっ、隊長!?　イニアス様！」

　悲鳴をあげた兵士たちの体の下を、巨きよ木ぼくのような影かげがぬぅっとよぎり、それは水面に姿をあらわした。

　滝たきのような水しぶきをあげて、長い首をさらした生き物は、子供の頭ほどもある爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみを、ぎろりと細めてこちらを見た。

「竜……本物……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいて見あげると、さらに水音にまじって聞こえる澄すんだ音がある。

　ミリセントの脳裏を、ジーンとリーアンの言葉がそれぞれよぎって繋がった。

　──竜に捧ささげられた音楽と、聖王廟びようにあったっていう『眠ねむり歌』の円えん盤ばんは、どっちも同じ歌だったんだわ。

　目の前にあらわれた本物の竜の姿に、ミリセントは思わず手を伸ばしかけた。

　するとそれは、長い首をぐぅんとしならせて身をひねる。流れ落ちる滝のような飛沫しぶきが霧きりとなり、あたりは瞬またたく間に白く煙けむってしまった。

　大きな波が起きるとミリセントたちは体を流され、水の揺れだけが竜の存在を感じさせるものになる。

　イニアスに抱かかえられたシルヴィアも意識を取り戻もどしたらしい。

「伝説じゃ……なかったの？」

　そこにいる誰もが驚おどろきに言葉もなく、目の前の光景を見つめていた。

　やがて波の余よ韻いんも小さくなった頃ころ、湖面はすっかり霧に包まれ、互たがいの位置もわからなくなる。

　ミリセントの体を支えていたグレンの腕にふいに力がこもった。

「ミリセント、あの……船に乗ってるの、ひょっとして義あ兄に上とアンセルか？」

　すがめられた瞳ひとみが向けられた先、水平線もさだかではないミルクのような湖面に、平たい船の影があらわれた。

「ほんと……アルだわ」

　船のへりから身を乗り出して、自分の名を呼ぶアンセルの声にミリセントは手をあげてみせた。

　──良かった。アンセルが……ちゃんと戻ってきてくれた。

「ミリセント様！　お怪我は……!?」

　いつもの落ち着きが嘘のように、アンセルは切せつ迫ぱくしたようすで船から身を乗り出すと、ミリセントに向かって手を伸ばす。

　ミリセントはグレンに助けられ船に押し上げられると、アンセルの手をにぎりしめる。

　その途端、安心したのかどっと体の力が抜ぬけた。

　なかば朦もう朧ろうとした状態で船に引き上げられながら、霧のなかに巨きよ大だいな影がうごめくのを感じて、そのまま目の前が暗くなる。

　──もう……なにも視みたくない。過去のことも母さんのことも、いまだけは。

　あまりにもたくさんのことを突つきつけられて、ミリセントの心は混乱しきっていた。

　ぼんやりと眠りに落ちそうな頭の隅すみで、グレンの声が聞こえたのを最後に、ミリセントはまぶたを閉じた。
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　ミリセントは、休きゆう暇かの残りをジーンの屋や敷しきで眠りつづけることになった。

　それでも五日目の今日は、なんとか寝しん台だいから起き上がれるようになり、着き替がえることもできた。意識のない間は、アンセルがついていてくれたらしい。

　ちょうど身み支じ度たくを調ととのえた頃、アンセルが扉とびらをノックして来客を知らせてくれた。

「ミリセント様、ジーン様がお見えです」

　その表情は心配の色が濃こく、ミリセントは洞窟であったこともいまだ話をさせてもらえずにいた。意識がぼんやり戻った合間に何度か口をひらこうとしたが、すぐにアンセルに寝ねかしつけられてしまったからだ。

　しかし、そろそろラズウィックからの帰り支度も必要なため、アンセルはそのまま階下へと降りていく。

　入れ替かわるようにあらわれたのは、相変わらず寸分の隙すきもなく衣い装しようを身につけたジーンだ。

「良かった、熱ももう下がったみたいだね」

　品のいい笑えみを浮かべられ、ミリセントは深々と頭を下げると椅子いすを勧すすめた。

　部屋の暖だん炉ろは赤々と炭がおこされ、ジーンと共にあらわれたメイドがテーブルに薬湯を置いて下がっていった。

「ほんとに、ご迷めい惑わくをかけてしまってすみません」

　ミリセントの謝罪を聞きながら、ジーンは気にすることはないと手を振ふったが、向かいあって座るミリセントを見て、気づかわしげにため息をつく。

「あまり無理はしないで欲しいな。決して、まだ顔色は良くない。医者の話じゃ、かなりの高熱が出て絶対安静だっていわれたんだから」

　ジーンの話によると、ミリセントは丸二日意識が戻らなかったらしい。

「もう、大だい丈じよう夫ぶです。大きな怪我はないですし、熱も一時的な知ち恵え熱みたいなものだと思います。あんまり横になっていても、かえって調子がくるっちゃいそうで」

　ミリセントは自分に言い聞かせるように口にする。

　意識が戻ったいま、ただ体を横たえていたら、坑こう道どうでのことを思い出してしまいそうで恐こわいという気持ちもあった。

「また仕事もはじまりますし、休暇はおしまいです！」

　ジーンはまだ心配そうな顔つきだったが、自分を納なつ得とくさせるように小さくうなずくと、テーブルに運ばせた銀盆ぼんを手にとった。

「わかった。じゃあ、これは君へのプレゼントだ」

　そう告げて、盆を覆おおっている蓋ふたをあける。

　レース模様で花を象かたどった紙ナプキンの上に、むらなく焼けた見覚えのあるクッキーが一枚のせられていた。

　ミリセントの記き憶おくに、たちまち坑道でのことがよみがえる。

　ティーハニーの体は、ヨナスによって砕くだかれてしまったはずだった。

　必死にその欠片かけらを拾った覚えはあるが、胸もとにしまいこんだあとのことを思ってミリセントの手が震ふるえる。

「私……あのあと水に浸つかっちゃったから……ティーハニー……？」

　ミリセントが祈いのるような思いで呼びかけると、脇わきに立つジーンはやんわりとほほ笑む。

　カタリ。

　聞きなれた音を立てて、そのクッキーが立ち上がった。

「ちょっと、泣いたりしないでよ。別にあんたのせいでもないんだし。やめて、そんな濡ぬれた手で触さわんないで！」

　いつもと変わらぬ少女の強気な口調が嬉うれしくて、ミリセントは涙なみだが止まらなくなる。

「もう、戻らないかと思ったの……ほんとに、良かった」

　闇やみと死に満ちた坑道。

　あの暗がりにあったのは、なにもかも取り戻せないものばかりだった。

　そのうえ、ティーハニーまで失ってしまうかもしれないと思った瞬間、ミリセントはたまらない恐きよう怖ふを味わったのだ。

「君は湖から運ばれたあとずっと、胸に手を当ててたんだ。苦しいのかと思ったんだけど、うわごとでずっとクッキーのことを口にしててね。アンセルに話を聞いて、私も久々に創作に情熱を注そそいだというわけだ」

「ひょっとして、このクッキー、ジーンさんが作ってくださったんですか？」

　無論だといいたげに、ジーンは得意げにうなずく。

「菓か子しづくりは立派な芸術だよ。しかも素す敵てきなレディのためだと思えば、じつに楽しめたね」

　言葉のとおり、よくみるとティーハニーのスカート部分にも白いアイシングで愛らしいレース飾かざりが描えがかれている。手先が器用なジーンらしい細やかな仕上がりだった。

　それに満足しているのか、ティーハニーは新しい衣装を見せびらかすように銀盆のうえでくるりと回ってみせる。

「新しいドレスは気に入ったわ。あんたも、早く起き上がれるようになることね」

　いつもと同じ、つんけんとした口調でティーハニーは告げると、ジーンの袖そでから肩かたへひらりと乗り移る。

「それとね、これのことなんだけど……」

　そう口にして、ジーンはミリセントに手を差し出した。渡わたされたのは、石の塔とうにあった大きな琥こ珀はくだ。

「結局、君とエシュクール宮で別れたあと、私も夜会をとりやめてグレンと一いつ緒しよにここへ戻もどってきたんだ。でも先に戻ったはずの君がいなくて、グレンは飛び出していってしまうし、湖の石の塔まで捜さがしに出てみたんだよ。そうしたら、同じく捜し物をしてた君の執しつ事じのアンセルと鉢はち合あわせたんだ」

「アルが、あの塔にいたんですか？」

「あぁ、ティーハニーを捜してたらしい」

　その言葉に、ヨナスがアンセルにもなにか仕し掛かけていたようなことを言っていたと、ミリセントも思い出した。

「塔のなかで、アンセルにもこの石が奏かなでる音が聞こえてたみたいだった。話をしてたら、グレンが飛び出していったのは〈大暗室〉が関係してるっていうじゃないか」

　ジーンのため息まじりの言葉に、ミリセントもしゅんと頭がさがる。

「ほんとに、ご心配をおかけしました」

　幽ゆう霊れいについてや〈大暗室〉のことを秘密にしようと思ったわけではないが、ジーンを巻き込みたくなくて伝えなかったのだ。それでも、結局迷惑をかけてしまった。

「いや、君にも事情はあるようだし、それはいいんだ。ただ、あのあと君たちを捜して、アンセルと湖から洞どう窟くつへ向かおうとしたんだけど……途と中ちゆうからあの霧きりだろう？」

　それはミリセントも覚えていた。岸もまったく見えなくなるほどの濃い靄もやをくぐるように、船はあらわれたのだ。

「船の針路に困ってたら、アンセルがまだ石が歌ってるっていいだしたんだ。私には湖から音が聞こえてるような気がしたな。結局アンセルにいわれるまま、音の聞こえるほうに船を進めていったら、君たちが浮うかんでたってわけだ」

　まるで石から聞こえる音と、竜がたてる音律とが引き合うようだったとジーンは告げた。

「じゃあ、この琥珀はやっぱり竜に関係しているものだったんでしょうか」

　ミリセントの言葉に、ジーンはうなずいた。

「アンセルがいうには、これは竜の鱗うろこっていうのかな……竜の一部が閉じこめられている琥珀かもしれないって話だった。だったら、この石は湖に還かえしてやるべきだと思うんだ。君とグレンに頼たのめないかな？」

　ミリセントは手のひらに置かれた、丸みのある琥珀をみつめる。

　ジーンの言うとおり、これが自分たちの命を救ってくれたのなら、ラズウィック湖に還すのは正しいような気がした。

「あのとき、ジーンさんも竜をごらんになれました？」

「残念ながら、そうはっきりとは。でも、あの影かげや湖の波のうねりはただ事じゃない。ミリセント、君は竜を見たんだね？」

　ミリセントは琥珀のなかの欠片を見つめてうなずいた。

「あれが幻まぼろしだったとは思えませんし、グレンもイニアスさんたちも一緒に見たはずですから」

「グレンもいまなら、ラズウィックの竜伝説を信じるかもしれないな」

　ジーンがそう口にしたときだった。いつの間に扉とびらが開かれていたのか、そこにはグレンが立っていた。

「信じてますよ。昔、妙みような伝説とやらで連れまわされたことはともかく。これまでもこれからも、ずっと義あ兄に上のことを信じています。だから、家へ戻ってください」

「グレン……」

　ジーンは驚おどろいたようすで立ち上がると、弟を迎むかえいれた。

　グレンに体調を気づかうように視線を向けられ、ミリセントは安心させるようにうなずいてみせる。

「ねぇ、グレンもジーンさんも、ずっとお互たがいのことを心配してたんでしょう？」

　ミリセントは、グレンに向かって琥珀を差し出した。グレンも黙だまってそれを受け取ると、ややあって口をひらく。

「俺は……マクミラン家に迎えてもらえたことを感謝しています。居場所も名前も、義理の兄ができたことも嬉しかった」

　めずらしく素す直なおに感情を言葉にするグレンに、ジーンも思いがけないのか目をみはる。

「そうだな……私も嬉しかったぞ。小さいお前は素直で、ちょこまかしてて、なにをいっても兄上、兄上とあとをついて──」

　調子のでてきたジーンの声を遮さえぎるように、グレンは口を挟はさんだ。

「だから、マクミラン家の役に立ちたかった。父上の仕事を助け、いずれ伯はく爵しやくになる貴方あなたの片かた腕うでになりたいと思って鑑かん定ていの腕を磨みがいたんだ。競売にも顔を出して、顧こ客きやくとのつきあいも深めた。でも貴方は……いまじゃほとんど家に寄りつきもしない。ご存じでしょう？　周囲のくだらない噂うわさは」

「マクミラン伯爵は、家か督とくを二分させる気だというやつか。爵位は嫡ちやく子しである私に、稼か業ぎようは養子であるお前にというやつだな」

　ジーンがさらりと口にしたその言葉に、ミリセントもはっとする。

「わかっているなら、どうして──」

「わかっているからさ。お前は、マクミラン家の爵位に興味があるわけじゃない。家業のことも、居場所を作ろうと一生懸けん命めいに努力したことだと知っているよ」

　ジーンの落ち着いた口調には、みじんもゆらぐところはない。

「いまはこうして社交界を渡り歩いているが、いずれマクミラン家にとって敵や味方となる人々の見み極きわめもつきつつある。それでも、お前がそうした噂に生き真ま面じ目めに腹を立てて、私をもどかしく思ってくれることが、嬉しい」

　そう告げてほほ笑えみかけるジーンの表情はあまりにやさしく、幼い子供を見守るような慈じ愛あいに満ちていた。

「別に……っ、俺はあなたのことを案じてるわけじゃない……、俺自身がそんな懐かい疑ぎの目で見られるのが嫌いやなだけです！　勝手に勘かん違ちがいして喜ばないでもらいたい」

　兄の視線に耐たえかねたように、グレンは琥珀を握にぎり締しめると壁かべに向かって文句を口にする。

「まぁ、そういうわけだ。私も見極めがついたら、もちろん家に戻るとも。お前を片腕にしてこき使っても、出来の悪い兄の八つ当たりってことで、周りも当たり前に思うだろうしな。本当に孝行な弟を持って私は幸せだぞ？」

　あとはごゆっくりといいたげに、ジーンはティーハニーを載のせた銀盆を手に部屋を出て行こうとする。

　その言葉に、結局ジーンは放ほう蕩とう生活をしばらく改めるつもりはないと気づいたのか、グレンが慌あわてて振ふりかえる。しかしそれと同じタイミングで、扉は静かに閉められてしまった。

「また、逃にげられた……」

「ジーンさんが一枚上うわ手てね」

　小さく笑ってしまったミリセントを、グレンはじろりと睨にらんだが言い返さなかった。

「ね、グレン。いまからこの琥珀を湖に戻したいの。少しだけつきあってくれる？」

「外へ出るのか？　体が冷えるぞ」

「ほんとに少しだけだから。湖へ行きたいの」

　渋しぶるグレンを押し切るように、ミリセントは毛織の外がい套とうをしっかり着こんで屋や敷しきの門を出た。




　湖へと向かう小道を歩きながら、グレンは隣となりにいるミリセントをそっと見つめた。

　その横顔はやや病やみつかれたようにも見えて、グレンの気持ちは落ち着かない。

　──母親の死を知ったからって、泣きつづけるわけじゃないだろうけど……それでも、あれはつらかったはずだ。

　生前そのままにも見えたトリシアの亡なき骸がら。

　いまだ詳くわしいことを聞き出すのもためらわれて、グレンはミリセントになにも尋たずねてはいなかった。

　湖こ畔はんの短い草を踏ふむと、ミリセントはくるりとふり返る。

「ちゃんと、話をしたいことがたくさんあるの。この琥こ珀はくとか、私のペンダントのこととか……ヨナスと母さんの……母さ、が──」

　声が不安定に途と切ぎれて、ミリセントの顔がくしゃりとゆがむ。

「ミリセント」

　まだ口にするには早い。作ったばかりの傷を自分でかき壊こわした子供のように、ミリセントの目からぼろぼろと涙なみだがあふれる。

　その体を抱だき寄せると、ミリセントは肩かた口ぐちに頭をおしつけ、大きくしゃくりあげた。
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「母さん、死んでた。そうかもしれないって……思ったことも、ある、の。でも、信じたらほんとになると思って、口にしなかったのに……信じてなかったのに……死んでた。あんなに暗い寒いところにずっと。ど…して、私もっと早くに捜さがしてあげられなかった……だろ」

「わかってる。本当に残念だった」

　ほんのわずかでもこの痛みをやわらげてやりたいと、グレンはミリセントを抱きしめる腕を深くする。

　震ふるえて熱を帯びる額や、涙に濡ぬれたまつげにそっと唇くちびるを落とした。

　あまりに激しい悲しみに襲おそわれて、ミリセントはしばらく呼吸も苦しそうにしゃくりあげていた。

　自分の外套を着せて、グレンがあやすように背を軽く叩たたいていると、少しずつその息も落ちついて、安心したように目を閉じる。

「ごめんね。ちゃんと、話をしたかったのに」

「急がないから。気持ちの整理がついてからでいい」

　ミリセントは小さく身じろぎすると、グレンの腕のなかでくるりと体を反転させた。

　グレンに背中をぴったり預けるようにして、「うぅん、いま聞いて欲しいの」と口にする。

　ミリセントの表情は見えなくなったが、それでも互いに預けた体の熱を頼たよりに、グレンも小さくうなずいた。

「私、ヨナスに触ふれて視みえたことがいくつかあったの。ヨナスは、〈大暗室〉の一員だったけど、母さんの遺体は奴やつらに渡わたさなかった……」

　少しひそめたような声で、ミリセントはゆっくりと言葉を口にした。

　ヨナスとトリシアの奇き妙みような関係や、そのせいでトリシアが選ぼうとしていた死が遂とげられなかったということ。

「それとね……母さんが坑こう道どうに向かったのは、グレンのお母さんのことも関係してたみたいなの」

「俺の母親が……？」

　ミリセントがつっかえながら口にした過去の出来事は、グレンにとってそれほど意外なことではなかった。

　むしろウォーベック家の騎き士しとして、母がそうした形で命をまっとうしたことは、当然だったのかもしれない。

　それでもエリスにとっては、トリシアを残して逝ゆくことがなにより心残りだっただろう。

「ごめんなさい。湖から戻もどって早く話しておきたかったのに」

　ミリセントと自分では、母の死も受け止め方がずいぶん違ちがうのだとグレンは気づく。

「ほんとに、気にしないでくれ。俺の母が亡くなってるのは分かっていたことだ。それに、いっただろう？　俺は母との記き憶おくもない。正直なところ、あまり実感はないんだ」

　だから気にすることはないのだと、ミリセントの髪かみに触れる。

「ありがとう。グレンがいてくれて、良かった。ひとりじゃないって思えるから、まだ知らなきゃいけないことがあるって思える」

　その言葉に、グレンは胸をつかれた。

　彼女を守りたいという想おもいが、心に強く満ちてくる。

　──家いえ柄がらとか、役目とか……きっとそういうことじゃない。

　母エリスがそうであったように、きっと自分もウォーベック家に連なる騎士たちと同じようにミリセントを守るだろう。

　ずっとぼんやりしていた、ミリセントと自分の関係が少しずつ形になる。

　いまなら、身につけている銃じゆう『薔ば薇らの騎士』の持ち主が、自分であったことに感謝したいと素す直なおに思えた。

　──俺も馬ば鹿かだな。影えい響きようされてるとかどうとか……答えなんてとっくにでてる。

　別の誰だれが彼女の騎士を務めるとわかっても、自分は納なつ得とくできなかっただろう。

「……レン、グレンってば、これを湖に還かえさないと」

　いつまでも緩ゆるまない腕うでのなかで、ミリセントは目と頬ほおを赤くして見上げてくる。

　つい先ほど、当たり前のようにそこに唇で触れたことを思い出す。

　やましい気持ちではなかったが、普ふ段だんの自分からは考えられない行こう為いに、グレンは急に気き恥はずかしさを覚えた。

「そうだったな。これ以上冷えるといけない」

　互たがいにぎくしゃくしながら、それでもグレンはミリセントの手を引いて、水際へと向かった。

　かがんで差し伸のべたミリセントの手が、寄せてくる水に浸ひたされる。

　グレンが子供の頃ころに竜の卵だと信じていた琥珀は、するりと水にさらわれていった。

「きっと、ジーンさんとも、うまくいくわね」

「あぁ、妙みような競売でこれ以上振ふり回さないでいてくれたらな」

　憎にくまれ口をたたくと、ミリセントが「また、そんなことばっかりいってる」と呆あきれたように苦く笑しようする。

　ふたりが屋敷へ戻ろうと湖に背を向けると、ちょうど対岸から鐘かねの音が響ひびきはじめた。

　北の岸から東へ、湖を囲むようにその音色は重なっていく。

　あたりがほんのり霧きりがかってくるなか、ミリセントはグレンに手を引かれながら、少しだけ名残なごり惜おしそうに湖を振り返った。
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　思いがけない休きゆう暇かを終えて、ローズグレイブホールへ戻ったミリセントは、自分の部屋でペンダントをはずすと鏡台の鏡に吊つるした。

　薔薇の細密画ミニアチユールが描えがかれたペンダントに向き合って話しかける。

「アスワド……出てきて。説明でもいい訳でもいいから、きちんと話をして欲しいの。ヨナスがいってたことは本当なの？　追っ手の男がいってた『還かん命めいの書』ってなに？」

　しかし問いかけにもペンダントは変化を見せない。ミリセントはしびれを切らして部屋においてある石せき墨ぼくを手に取った。

「そう、だんまりなの。じゃあいいわよ。私は母さんを呼び出せるか試ためしてみるから」

　ミリセントは自室の絨じゆう毯たんをめくりあげると、床ゆかに石墨で思い切りよく線を引く。

　苛いら立だった手もとは、石墨を床ゆか板いたの継つぎ目にひっかけてしまい線をゆがませる。

　──わかってる。母さんは心を残さないで逝いったんだもの。幽ゆう霊れいになってここに残ってるはずない。いままでだって、この屋や敷しきで母さんが視えたことなんてなかった。

　肖しよう像ぞう画がや過去視で視た母の面おも影かげを頼りに、ミリセントは必死に線をつないでみたが、それは床と自分の手を汚よごしただけだった。

「もう……どうして……」

　──私、なにしてるんだろう。アスワドにまで八つ当たりして……

　ミリセントが自己嫌けん悪おにかられはじめると、耳元で「悪りぃ、俺もまだ整理がつかなくて」とアスワドの声がした。

　見あげると、鏡のふちに吊るしたペンダントにある薔薇の細密画が、ゆっくりと変化する。

　渦うず巻まくように花びらが形を崩くずすと、そこにまばゆい金の髪を持つ少年があらわれた。

　だがあらわれたアスワドは、まっすぐミリセントを見ることもなく、ひどく深刻そうな表情を浮うかべていた。

「俺も、同じなんだ。ミリーが昔のことを全部思い出せなかったみたいに、俺もここに入れられたときに、封ふうじられてた記憶があった。それが解ける鍵かぎは、ミリーがトリシアの死を知ることだ」

「母さんが、アスワドの記憶も……？」

「トリシアは遺ゆい言ごんを残してたよ。俺がいるこのペンダントに──」

　アスワドの声が途と切ぎれると、ペンダントがすぅっと透すけて色をなくしていく。

　無色の硝子ガラスのようになったそこには、独特の光こう沢たくがある黒いレース状のものがあらわれた。

　複雑に編みあげられたそれがなんであるのか、ミリセントにはすぐわかった。

「これ……髪の毛だわ」

　大切な人の遺い髪はつや、恋こい人びとの髪などを装そう飾しよく品に取りこむ意い匠しようは珍めずらしくはない。だがこのペンダントに、こんな細工が隠かくされていたとはまったく気づかなかった。

　その表面に触れた途と端たん、目の前にある鏡の表面が不自然に波立ったように見えて、ミリセントはふり返る。

「母さん……」

　そこにあらわれた母の姿は、どこか透けるように存在が希き薄はくで、部屋の中でもその周囲だけが妙に沈しずんで暗かった。トリシアの表情にも、周囲を気にするような落ち着きのなさがある。

　ここではない、どこか別の場所にいるようにその視線は不自然だ。まとめられた髪がところどころ乱れ、なにかに追われているようにも見えた。

「母さん、私……」

　ミリセントが発した声を遮さえぎるように、トリシアの口が動く。

　その声は地下室で聞くように、少しくぐもって聞こえた。

〈　ミリセント、聞いて欲しいの。もしこれをあなたが視みているとすれば、私の死を知ったあとってことになるわ。なにも説明できないままで本当にごめんなさい。〈大暗室〉への手がかりを残さないためにも、記録はもちろん、体も気持ちも残していくことはできなかったの。だから、この姿は私からあなたへの一方的な伝言でしかないわ　〉

　そう話すトリシアの視線はミリセントを捉とらえてはおらず、たえず視線をめぐらせている。

　──母さん、すごく慌あわててる。このときも〈大暗室〉に追われてたの？

　そこにだけ過去の時間が流れている奇き妙みような光景に、ミリセントはただ立ち尽つくすしかなかった。

〈　あなたがこれを聞くことになれば、私は失敗したってことね。屋敷の務めを終わらせることができなかった。ミリー、あなたのところへ戻るって約束したのに……。でも、あなたが薔ば薇ら封ふうじを継けい承しようしたのなら、二階の薔薇の間を開いてほしいの。そしてウィレム陛下に円えん盤ばんのことを──　〉

「母さん!?」

　話の途と中ちゆうで、トリシアの姿がひどく揺ゆれて、ところどころが線のように伸びて乱れる。

〈　愛してるわ。あなたに新しい世界をあげたかったの。ごめんね、ずっと一いつ緒しよに……　〉

　乱れた音と映像は、それきりぶつりと途切れてしまった。

　ミリセントは言葉もなく、その場に座りこんでいた。

　いまのトリシアは、坑こう道どうにあった遺体やヨナスの記き憶おくを通したものではない。

　娘むすめとしての自分に向けられた声や言葉が、ただ嬉うれしくて悲しかった。

　坑道で望まぬ形で母を諦あきらめることになった事実が、また後こう悔かいとなってわきあがる。

　──私だって……ずっと一緒にいたかった。母さんのこと忘れたりなんてしたくなかったよ。

　あふれた涙なみだをぬぐっていると、普段から屋敷を飛んでいる白い飛行物体『ハンカチ』が、ひらりと舞まい降りて頬を撫なでていってくれる。

　この屋敷ならではの慰なぐさめに、ミリセントもやっと気持ちが落ち着いてきて、母の言葉が気になりだす。

「円盤とか、二階の間っていってたわよね。ここにきたとき、アンセルは二階には近づいちゃいけない部屋があるっていってた気がするけど……関係あるのかな？」

　思い当たる言葉に首を傾かしげつつ、ミリセントはふたたびペンダントを見たが、そこにはもういつもと同じ薔薇の細密画ミニアチユールがあらわれていた。

　思わぬ母の遺品がずっと側そばにあったことを知って、ミリセントはもう一度ペンダントを身につける。

「それに、アルともちゃんと話をしておきたいし……」

　それは少しだけミリセントの気持ちを重くした。

　ラズウィックから帰ってくるまでは、ミリセント自身寝ねこんでしまったこともあり、まだちゃんと母のことも話ができていない。

　ペンダントのことも含ふくめて直接話を聞いてみようと、ミリセントはアンセルを広間に呼ぶことにした。




「ラズウィックでのこと、話がしたいの」

　そう告げると、アンセルは仕事の手をとめて、広間でお茶の支し度たくをしてくれた。

　細く立ちのぼる深いお茶の香かおり。金きん彩さいを施ほどこした青いカップ、銀のティースプーンなど見慣れたものを目にすると、自分の家に戻もどってきたのだというほっとした気持ちになれる。

　それでも、坑道で起きたことをきちんと説明できるかどうか、ミリセントには不安があった。

　アンセルもずっと母の安否を気に掛かけてくれていたのだ。

「ねぇ、アルもそこに座って聞いてほしいの。あの日、ヨナスに坑道に連れていかれて、私、母さんをみつけた……」

　口にすれば、自分のなかでもその事実がずっしりと現実になっていく。

　途中何度か言葉が止まってしまったが、一度グレンに悲しみを受け止めてもらったおかげか、最後まで話をすることができた。

　トリシアの選んだ最さい期ごを聞いて、アンセルはさすがに言葉をなくしたようだ。

　つらそうな表情で視線を落とすその姿に、ミリセントも胸が痛む。

　──アルも、私とはまた違ちがう時間を母さんと過ごしてきたんだもの。

　しばらくの沈ちん黙もくを経へたあと、アンセルはただ静かな声でこう告げた。

「トリシア様が亡なくなられた以上、ミリセント様がこのローズグレイブホールの正式な主となられます。これからも、私がお側そばにおります」

　しっとりとしたその声こわ音ねが、沁しみるようにミリセントの心をなだめてくれる。

「ありがとう。アルがいてくれたから、私もここで暮らしてこられたんだって、ラズウィックでも思ってたところだったの」

　だからこそ、アンセルがラズウィックで見せた、どこか不安定な表情が気になってもいた。

「私……正直にいうとね、アルがあそこで何か思い出したら、どこかへいっちゃうんじゃないかと思ったの。でも、アルにとってもなくしたものなら、思い出せたほうがいいわよね？　ほんと、ごめんなさい」

　自分勝手な気持ちを打ち明けて、ミリセントはアンセルの力になりたいのだと伝えた。

「もったいないお言葉です。許されるならいつまでもお側にありたいと、私は願ってやみません。それだけは誓ちかえます」

　艶つやのある穏おだやかな声でほほ笑えみかけられて、ミリセントも笑みを浮うかべてうなずく。

「さっきね、アスワドとも話をしようとしたんだけど、ペンダントに妙みようなことが起きたの。これまでこんなことってなかったんだけど……──」

　ミリセントは、ペンダントが見せた母の伝言についてもアンセルに話してみた。

「アルにも見てもらえるといいんだけど……まだアスワドも、母さんのことでショックを受けてて、きちんと話ができないみたい。それで、この屋や敷しきに『薔ば薇らの間』っていうのがあるなら見てみたいんだけど」

　しかしその言葉に、アンセルはむずかしげな顔で眉まゆ根ねを寄せた。

「すみません。私も二階の薔薇の間については、トリシア様から立ち入らないようにとしかうかがっていないのです。以前から、薔薇の間はずっと締しめ切られておりましたし、鍵かぎも複雑な構造になっているようです。外からも鎧よろい戸どが厳重に閉められていますので、入るとなればどちらかを壊こわすか、鍵を探しませんと」

「そうなの……。鍵があるなら、壊すより開けたほうがいいわよね。ひょっとしたらここの誰かが知ってるかもしれないし、手分けして聞いてみましょう」

　落ち着いたらアスワドからもなにか聞けるかもしれないと考えて、ミリセントはうなずいた。







[image: Ｅｐｉｌｏｇｕｅ]

　休きゆう暇かの荷物もすべて片付いてしまうと、ミリセントはディンセル侯こう爵しやくあてに手紙を書いたり、二階の鍵を探したりして日々を過ごした。

　じきにグレンの講義が再開されることもあり、課題にも取り組んでいる。

　机の両側に積みあげられた本の間で、ミリセントは絵画についてのレポートを延々書きつづっていた。

　──グレンったら、帰ってくる前に課題を出してくれる余よ裕ゆうがあるなんて……ちょっと冷静すぎじゃない!?

　憤ふん慨がいしつつも、旅の終わりに湖でグレンに抱だきしめられたことを思い出すと、恥はずかしさでペンを握にぎる手にも力がこもる。

　──わかってるのよ。あのときのグレンは私を慰めようとしてくれてたんだって。それ以外に意味なんてないんだって！

　ミリセントは、悶もん絶ぜつしては課題の山に憤慨するという奇き行こうを幾いく度どとなく繰くり返していた。

「ま……真ま面じ目めにやろ。終わんないからほんとに」

　じきに講義がはじまれば、グレンが鬼おに講師になるのは目に見えているため、ミリセントはおとなしく課題をかたづけていく。

　日に一度は開かない扉とびらの前にも立ってみるのだが、オーク材の扉はかなり厚みがあるらしく鍵穴の形状もみたことがないもので、簡単に開きそうにない。




　昼を過ぎ、日も傾かたむきかけた頃ころ、ミリセントが自室で本をひらいていると、アンセルが扉をノックした。

「ミリセント様、マクミラン様がおいでになりました」

「えぇ!?　講義にはまだ早かったはずだけど」

　予定外の来訪に、ミリセントは慌あわてて階下へと向かった。

　応接室に通されていたグレンは、ミリセントが部屋に入るとすぐに立ちあがる。

「悪い。届け物があったから、ちょっと立ち寄らせてもらっただけなんだ」

　そういってグレンが手て渡わたしてくれたのは、深緑色の紙箱に金色のリボンがかけられたものだった。リボンに挟はさまれたカードを見てミリセントも驚おどろく。

「これ、ジーンさんからじゃない」

　開けてみると、なかにはほんのりとショウガの香りがするクッキーがいくつも入っていた。

「すごい、これってティーハニーの形よね？　可愛かわいい、ひとつずつ飾かざりがちがってドレスみたいなのもある」

　みれば、アイシングで描えがかれたレース飾りも色もとりどりなら、小さな飴あめやアラザンを花や宝石に見立てて飾りつけられたものまである。

「どうも、本人が焼いたらしいぞ」

　憮ぶ然ぜんとした表情でつけくわえたグレンに、ミリセントも思わず吹ふきだしつつ納なつ得とくしてしまった。

「ジーンさんったら。……ほんと凝こり性しようっぽいわよね。ありがとう、ティーハニーもきっと喜ぶわ」

　あとで礼状を出そうと思いつつ、ミリセントは近ちか頃ごろ元気のないティーハニーには良い贈おくり物だと感謝した。

　あの坑こう道どうでの事件以来、かつての主だったトリシアの死を知って、この屋敷の誰だれもが複雑な感情を抱いているのだろう。

　アンセルがお茶の支度をしようと扉へ向かうと、グレンが押し留めた。

「あぁ、かまわないでくれ。これからすぐベルフィールドへ戻るんだ。あの湖の側にあった塔とうで見つかった、絵画の来歴が判明した」

　どうやらジーンが出入りしていた塔で発見された絵画は、そのままグレンが鑑かん定ていを行うことになったらしい。

　アンセルから話を聞いていたミリセントは、現物を見ていないだけにぴんとこなかったが、グレンの言葉を聞いて息をのんだ。

「焼け残ってる絵の少女の部分からなんだが、あれはユスカリス王家の肖しよう像ぞうだな。少女の名はフィーラメイア・エリン・ユスカリス。前王室ラーデュロス五世の娘むすめにあたるんだが、ユスカリス王室の人間は、あの内乱ですべて粛しゆく清せいされたといわれている。たぶん、彼女も……」

「王女さま……ラーデュロス王の」

　これまで教会や書物が伝えてきたのは、初代の聖ユスカリス王の名だった。ミリセントは過去視で目にした、ラーデュロス王の最さい期ごを思い出す。

「絵については、まだ調べをつづけることになる。君も王都へくるときに、鑑定に協力してもらえると助かるんだが」

　王室管理の塔から見つかったものとして、発見された品物はすべて、リーアン王子が王都へと引き上げていったらしい。

　ミリセントもその絵を見てみたい気がしてうなずいた。

「侯爵様から、じき博物館で展覧会をひらくっていう手紙を頂いてたところなの。たぶん、手伝いにいくことになるから、そのときでもいいかしら？」

「あぁ、十分だ。でもディンセル侯爵の展覧会となると忙いそがしくなりそうだな。アンセルも一いつ緒しよにくることになるのか？」

　だがミリセントの隣となりで、アンセルはしずかに首を振ふった。

「いえ、じきに薔薇の大祭ですから。私は屋敷に残ります」

「アンセル？」

　思わぬ留守の申し出にミリセントが驚くと、アンセルはなんでもないことのようにほほ笑んだ。

「この国の人間なら、大祭はじっくり支し度たくをして迎むかえるものです。ミリセント様がはじめてこの屋敷で迎えられる大切な日ですから。戻もどられる頃には、万ばん端たんに調ととのえておきますよ」

　その声や言葉があまりにもいつもどおりだったせいか、グレンは特に気にしたようすもなく「そういえば、もうそんな時期だな」とつぶやいた。

　ミリセントは、じっとアンセルの横顔を見つめる。

　──アンセル。湖から戻ったあと、やっぱり少し変わったみたい。

　紫むらさきの瞳ひとみが庭へとつづく大窓へとそそがれると、長いまつげがそっと伏ふせられた。
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　嬉うれしいことに、おかげさまでこうして三冊目が発売となりました。

　こんにちは、月本です～。

　今巻はわりと色々と動きがあったような、謎なぞが明かされつつも増えたような（！）

　グレンの義兄ジーンは、新キャラながら書いていてとても楽しかったです。

　アンジェリカを義母に持ち、義兄がこれだと、グレンもさぞ苦労性しようの子供だったことでしょう。

　そして担当さんにはばればれでしたが、ヨナスの周辺のことはとても書きたかった部分でもあり、満足いくまで書かせていただけたことを感謝しております。

　この三冊目、前半はしっとりした湖こ畔はんでの休きゆう暇かなのですが、後半からアクション冒ぼう険けんものみたいなノリになっている気がしないでもない……。楽しんでいただけたらなによりです。

　いつも素す敵てきなタッチで物語を彩いろどってくださる椋本先生のイラストが、また華はなを添そえてくださることになるだろうと楽しみにしています！

　ミリセントとグレンの関係も一歩進展しつつあるところで、次巻アンセルはどうでるか！

　がんばってもらいたい、作者としてもほんとに（しみじみ）。




　物語も次巻から佳か境きように入ってまいります。

　ミリセントとグレンのふたりも、次は王都で本業を手がけつつの展開となるでしょうか。

　美術品とか博物館ネタというのは、調べているととても面おも白しろいものが転がってますね。

　うさんくさいもの好きの私としても、過去に大英博物館であったという贋がん作さくの博覧会などかなり見てみたかったです。

　今作にでてくるオルゴールについては、思わぬ近場にオルゴールを聴きかせていただける機会があって、またしてもＳ戸様にご助力いただき、いってまいりました。

　生で聞くオルゴールの音は、思った以上に力強かったり繊せん細さいだったりして、本当に心地ここちよいものですよ。筐きよう体たいの材質でかなり音が変わってくるなんてことも知らなかった私です。

　他ほかにも仕し掛かけが凝こったものなど多くて、目にも楽しい逸いつ品ぴんが盛りだくさんでした。

　これからは少し暖かくなるので、もう少し積極的に美術鑑かん賞しようなどにおでかけしたいところ。




　そしてとてもありがたいことに、いただくお手紙に怖こわい話や体験談などを書いてくださるやさしいお嬢じようさんたちがいらして、大変喜んでおります。

　作者めのホラー好きにおつきあいくださるなんて、世の中怖いもの好きの女性は少ないというのに、なんて皆みな様さまおやさしい！

　怖い話にかかわらず、いつでもお手紙は大変嬉しく拝見しております。感想や、可愛かわいいイラストをつけていただいたものなど、何度も読み返しておりますよ～。




　最後になりましたが、いつもお力ちから添ぞえいただいている担当様はじめ、編集部の皆様がた、校正、デザインや印刷に関かかわってくださるすべての方たちに感謝を。

　そしてここまでおつきあいくださいました読者様に、心からありがとうございます。

　もうしばらく、彼らの行く末を楽しみつつ見守っていただけたら嬉しいです！
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